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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、平成２５年第３回上富良野町議会定例

会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 御報告申し上げます。 

 今期定例会は、９月１３日に告示され、同日、議

案等の配付をいたしました。 

 その内容はお手元に配付の議事日程のとおりであ

ります。 

 今期定例会の運営については、９月２日及び９月

１１日、議会運営委員会を開き、会期日程等を審議

いたしました。 

 今期定例会まで受理しました陳情、要望は３件で

あり、その内容はさきに配付したところでありま

す。 

 今期定例会の報告は４件で、監査委員から監査例

月現金出納検査結果報告書、町長から報告案件２

件、議員から議員派遣結果報告書であります。 

 今期定例会に提出の案件は、町長から提出議案１

７件及び議員からの発議案７件であります。 

 なお、議案第１６号副町長の選任の件及び議案第

１７号教育委員会委員の任命の件につきましては、

あす１９日の配付の予定であります。 

 町長から今期定例会までの主要な事項について、

行政報告の発言の申し出がありました。その資料と

して、行政報告とともに平成２５年度建設工事発注

状況を配付しましたので、参考に願います。 

 町の一般行政について、村上和子議員外３名の議

員から、一般質問の通告がありました。その要旨は

本日配付したとおりであり、質問の順序は通告を受

理した順となっております。 

 今期定例会までの議会の主な行事は、お手元に配

付の議会の動向に掲載したところであります。 

 今期定例会の議案説明のため、町長以下関係者の

出席を求め、別紙配付のとおり出席しております。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

    １２番 岡 本 康 裕 君 

    １３番 長谷川 徳 行 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 会期決定の件 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 会期決定の件を

議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から９月１９日までの２

日間といたしたいと思います。これに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から９月１９日までの２日間

と決しました。 

────────────────── 

◎日程第３ 行政報告 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 行政報告を行い

ます。 

 今期定例会までの主な行政執行経過について、町

長から報告の申し出がありますので、発言を許しま

す。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） おはようございます。 

 議員各位におかれましては、公私ともに何かと御

多用のところ、第３回定例町議会に御出席をいただ

き、まことにありがとうございます。 

 この機会に、去る６月定例町議会以降における町

政執行の概要について御報告させていただきます。 

 初めに、大雨による被害でありますが、８月に５

度の局地的な集中豪雨により町内の道路、河川等、

また農作物に被害が発生したところであります。 

 被害状況につきましては、公共土木部門において

４７カ所、土砂流出による日の出公園の被害を含め

総額２,９５６万円の被害となっております。 

 また、農業部門におきましては、降ひょうによる

豆類、カボチャ、ビートなどの葉の破損、突風によ

る農作物の茎折れなどが見受けられ、今後、収穫期

を迎えるに当たり懸念しているところであります。 

 さらに、今月１５日、１６日の集中豪雨により道

路、排水路及び河川への被害、また一部農作物への
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被害が報告されていることから、今議会に補正予算

を上程して早期の復旧に努めてまいりたいと存じま

す。 

 いずれにいたしましても、近年、増加している突

発的な気象による被害につきましては、被害箇所等

の検証を行い、適正に対応してまいりたいと考えて

おります。 

 次に、第２３回参議院議員通常選挙についてであ

りますが、７月４日に公示、７月２１日に投開票が

行われました。当町選挙管理委員会においては、投

開票事務の適正な執行に努められ、当日、有権者数

９,６１３人、投票者数５,６６７人、投票率５８.

９５％で、前回投票率を８ポイント下回りました

が、全国平均を６ポイント、全道平均を４.５ポイ

ント程度上回ったところであります。 

 また、期日前投票の投票者数は２,５３５人とな

り、全体の約４５％を占め、期日前投票制度は着実

に浸透しているところであります。 

 次に、ブロードバンド環境整備についてでありま

すが、町内市街地における光通信サービスを１１月

１５日から開始することが８月２０日にＮＴＴより

正式発表され、現在、市街地各所において準備が進

められているところであります。 

 町内主要団体を初め、町内有志の皆様のこれまで

の取り組みに対しまして敬意を表するところであり

ます。 

 また、民間通信事業者による整備が見込めない農

村部においては、市街地との情報通信環境の格差解

消を図るため、現在、無線方式によるネットワーク

通信網の整備に向けた伝播調査、設計を行っている

ところであります。 

 なお、農村部全域での実現を図るためには、整備

後の利活用はもとより、数多くの中継局設置が必要

となることから、それぞれの地域の皆様の特段の御

理解と御協力をお願いするところであります。 

 次に、防災協定についてでありますが、大規模災

害時における公共施設の機能の確保及び回復のた

め、応急対応業務に関する協定を道北電気工事業協

同組合富良野支部と７月２６日に締結したところで

あります。 

 この協定を含めまして、これまで２１部門の防災

協定を締結しており、今後もさらなる協定の検討を

行い、災害時における体制強化を図ってまいりま

す。 

 次に、地域の元気臨時交付金活用事業における緊

急防災、減災事業についてでありますが、避難施設

の自家発電装置設置事業として、７月２５日に西小

学校、公民館、役場、保健福祉総合センターの４施

設を対象に委託設計業務を契約したところでありま

す。 

 次に、自衛隊関係についてでありますが、６月２

４日から２７日にかけて、北海道基地協議会及び上

富良野基地対策協議会によります防衛施設周辺整備

対策中央要望、７月３１日には北海道自衛隊駐屯地

等連絡協議会によります自衛隊官舎の使用料値上げ

に反対する中央要望運動を、８月２８日には北海道

の自衛隊体制強化を求める中央要望運動を行い、８

月２０日は自衛隊協力会上富良野支部によります、

上富良野駐屯地現状規模堅持の中央要望運動をそれ

ぞれ国会議員、防衛省に対して行ってまいりまし

た。 

 さらに、８月６日には富良野地方自衛隊協力会主

催によります岩田北部方面総監をお迎えしての講演

会を開催し、我が国周辺の情勢と北部方面隊の対応

についての講話をいただくなど、８０名の参加をい

ただいたところであります。 

 次に、記念行事についてでありますが、これまで

の間に第３地対艦ミサイル連隊創隊記念行事を初め

とする島松駐屯地及び北海道補給処創立記念行事、

第一特化団創隊、北千歳駐屯地開庁記念行事、旭川

地方協力本部創立記念行事、上富良野駐屯地創立記

念行事、千歳航空祭にそれぞれ参加したところであ

ります。 

 次に、風疹任意予防接種助成事業についてであり

ますが、都市部を中心に昨年度から風疹の発症者が

急増していることから、先天性風疹症候群の発症を

予防するための緊急対策として、７月１日より実施

したところであります。 

 ８月末現在で１５人がワクチン接種を行ってお

り、内訳として妊娠中の方の御家族が５人、今後の

妊娠を希望される方が１０人となっております。 

 これまで、当町では先天性風疹症候群に罹患した

という報告はなく、風疹の流行も見られておりませ

んが、幼児期における２回の定期接種とあわせて、

今回の緊急対策事業の周知を図り、感染症予防と先

天性風疹症候群の発症予防に努めてまいります。 

 次に、今年度の特定健康審査、いわゆる特定健診

の実施状況についてでありますが、７月９日から７

月１９日の間で実施し、１,１１７人が受診されま

した。 

 また、ＪＡふらの、上富良野支所組合員を対象に

実施したミニドック健診のほか、町立病院による個

別健診を含めますと、８月末現在で１,３０４人が

受診を終えたところであり、受診率は前年同期と同

程度の５９％となっております。 

 受診結果につきましては、脳血管疾患など重症化

につながる対象者は確実に減少しており、特定健診

がスタートした平成２０年度の結果と比較すると、
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特定保健指導対象が大幅に減少している状況にあり

ます。 

 ７月の特定健診実施期間中は、高齢者、若年者健

診、小学校５年生、中学２年生を対象としたかみ

ふっ子健診のほか、肺、胃、大腸がん検診等をあわ

らせて実施し、受診者総数は２,４４８人となった

ところであります。 

 なお、未受診者につきましては、１１月に再度、

健診の機会をつくり、目標としている特定健診受診

率７０％を達成するよう努めてまいります。 

 次に、８月２８日、総務省が公表した３月末現在

の住民基本台帳に基づく人口動態についてでありま

すが、当町におきましては、前年比１４２人減の１

万１,５８６人となり、９年連続で減少していると

ころであります。 

 人口減の内訳につきましては、死亡者数から出生

数を引いた自然減が１２人、転出数から転入の数を

引いた社会減は１３０人となっております。 

 次に、農作物の生育状況についてでありますが、

主要作物の一つである水稲につきましては、高温多

照により既に収穫作業に入っており、平年以上の収

穫を期待するところでありますが、他の作物につい

ては春の天候不順による耕起や播種作業のおくれに

より、生育のおくれが見られております。 

 加えて、７月から８月上旬にかけての干ばつの影

響で現在、収穫期を迎えたバレイショについては減

収が見込まれ、また８月２０日の豪雨と降ひょうに

よる旭野地区を中心に小豆の茎折れやバレイショの

流出、スイートコーンの倒伏が見られ、同様に収量

減が懸念されているところであります。 

 いずれにいたしましても、本格的な収穫期を迎え

るに当たり、農作業の安全に努めていただき、より

よい出来秋が迎えられるよう期待をしているところ

であります。 

 次に、６回目を迎えたまるごとかみふらのビア

ガーデンについてでありますが、７月１３日、まる

ごとかみふらの四季彩実行委員会の主催により開催

されました。さらに、花と炎の四季彩祭り会場にお

いてもＰＲ販売を実施し、多くの皆様に楽しんでい

ただくことができました。 

 また、昨年度商品化した瓶ビールにつきまして

も、本年度は３,０００本を製造し、町内飲食店や

観光事業所での商品活用とあわせ、ノロッコ号１５

周年記念事業の一環として上富良野駅ホームにおい

ても販売し、広くＰＲに努めたところであり、上富

良野ブランドの一つとして地域経済の振興につなが

ることを期待しているところであります。 

 次に、７月２８日に開催した第３５回２０１３花

と炎の四季彩祭りについてですが、町内外から約２

万５,０００人の来場者をお迎えし、当地キャラク

ターらべとんのお披露目と上富良野ＰＲ大使の任命

式を行うとともに、ステージショー、行燈行列、花

火等の行事が予定どおりに行われ、盛会裏に終了す

ることができました。 

 早くから行燈の制作を初め、イベントの準備、運

営に御尽力いただきました関係者の皆様に厚くお礼

を申し上げます。 

 次に、本町のＰＲ活動についてでありますが、８

月７日に札幌大通公園西８丁目の札幌ビアガーデン

会場において開催されました、ふるさと北海道応援

企画に参加し、十勝岳、ラベンダー、かみふらの

ポークなど、観光資源の紹介を初め、関係機関の皆

様の協力、参加を得て、観光ＰＲ活動を行ってきた

ところであります。 

 次に、新しい英語指導助手の着任についてであり

ますが、これまで御活躍いただいたグレン・オグデ

ンさんの後任として、本町の友好都市でありますカ

ナダ国アルバータ－州カムローズ市から、ブレン

ダ・クヌールさんをお迎えしたところであります。

ブレンダさんにつきましては、カムローズ市の小学

校の教師をされており、明るい性格であり、地域に

早く溶け込み活躍されることを期待しております。 

 次に、児童生徒の部活動等での活躍についてであ

りますが、小学生においては、ジャガーズ野球少年

団が７月１３日から帯広市で開催された第３３回全

日本学童軟式野球大会マクドナルドトーナメント北

北海道予選大会に出場し準優勝。また、上富良野小

学校スクールバンドが、旭川地区予選大会で金賞を

受賞し、第５８回北海道吹奏楽コンクールに出場す

るなど、各大会において優秀な成績を修めておりま

す。 

 中学生においても、中体連の地区大会において、

日ごろの練習成果を発揮し、上富良野中学校の陸上

部、卓球部、柔道部がそれぞれ全道大会に出場する

など、児童生徒の活躍を称えるものであります。 

 このほか、町内の高校生では、北海道高等学校陸

上競技選手権大会で優秀な成績を修めた３名が全国

大会に出場を果たし、また上富良野高等学校野球部

につきましては、夏の北北海道大会旭川支部予選に

出場し、１回戦で惜しくも敗れる残念な結果となり

ましたが、選手諸君の活躍を称えるとともに、今後

に大きな期待を寄せるところであります。 

 次に、青少年国内外交流事業についてであります

が、国内交流においては７月２１日から２３日まで

の日程で、津市安東小学校から１０名の児童と校

長、引率教員２名の総勢１３名が来町いたしまし

た。 

 この間、西小学校の児童との交流会、児童宅での
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ホームステイや町内の視察研修などを行い、安東小

学校と西小学校の友好の絆をさらに深めたところで

あります。 

 次に、国際交流事業についてでありますが、教育

長が団長となり、７月２６日から８月３日までの日

程で、中高生１１名と引率者の総勢１５名によりカ

ムローズ市の視察研修のほか、エドモントン、バン

フ、バンクーバーを訪問し、自然や文化などに触

れ、貴重な体験と交流をしてきたところでありま

す。 

 特に、本町の友好都市でありますカムローズ市に

おいては、マーシャル・チャーマーズ市長、ダグ・

ボーイ教育長を初め、市民の温かい歓迎を受け、歓

迎レセプションなどを通じ、交流を深めることがで

きました。 

 また、参加した生徒においては、ホームステイに

よりカナダの文化や生活習慣に触れ、有意義な体験

をすることができ、参加した生徒の今後の進路や将

来に役立つことを期待しています。 

 最後に、建設工事の発注状況についてですが、６

月定例町議会で報告以降に入札執行した建設工事

は、８月２８日現在、件数で２１件、事業費総額で

１億３,５６９万１,５００円で、本年度累計では３

８件なっております。事業費総額１９億７,２０３

万４,４００円となっております。 

 詳細につきましては、お手元に平成２５年度建設

工事発注状況を配付しておりますので、御高覧いた

だきたく存じます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、行政報告を

終わります。 

────────────────── 

◎日程第４ 報告第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 報告第１号監

査・例月現金出納検査結果報告の件について、監査

委員より報告を求めます。 

 代表監査委員、米田末範君。 

○代表監査委員（米田末範君） 監査及び例月現金

出納検査結果について御報告いたします。概要のみ

申し上げますので、御了承賜りたいと存じます。 

 初めに、１項の定期監査の結果について御報告を

申し上げます。 

 地方自治法第１９９条第４項の規定により、定期

監査を執行いたしましたので、同条第９項の規定に

より、その結果を御報告いたします。 

 監査の対象及び範囲ですが、上富良野町産業振興

課の財務事務を監査の対象として、平成２５年７月

３０日、３１日に平成２５年度に執行された財務及

びこれからに関する事務の執行状況を監査いたしま

した。 

 監査の方法ですが、財務事務に関しての一部を選

択して試査する部分監査とし、伝票、決議書など、

関係書類の資料の提出を求め、この中から抽出して

点検、照合を行うとともに、必要に応じて関係職員

から事務の執行状況及び内容の聴取もいたしまし

た。 

 監査の結果を申し上げます。 

 抽出により試査した結果、財務に関する事務はお

おむね適正に執行されているものと認められまし

た。 

 次に、２項の財政援助団体監査の結果について御

報告申し上げます。 

 地方自治法第１９９条第７項の規定により、財政

援助団体監査を執行いたしましたので、同条第９項

の規定により、その結果を報告いたします。 

 監査の対象及び範囲ですが、平成２５年７月３１

日に上富良野町集落協議会及び上富良野町農業再生

協議会の平成２４年度実績、平成２５年度に執行さ

れた財務及びこれらに関する事務の執行状況を監査

いたしました。 

 監査の方法ですが、伝票、決議書など、関係書類

の資料の提出を求め、この中から抽出して点検、照

合を行うとともに、必要に応じて関係職員から事務

の執行状況及び内容の聴取もいたしました。 

 監査の結果を申し上げます。 

 抽出により試査した結果、財務に関する事務はお

おむね適正に執行されていると認められました。 

 次に、３項の随時監査の結果について御報告申し

上げます。 

 地方自治法第１９９条第５項の規定により、随時

監査を執行いたしましたので、同条第９項の規定に

より、その結果を報告いたします。 

 監査の対象及び範囲ですが、平成２５年８月２６

日、２７日に上富良野演習場周辺地区自治活動奨励

事業補助の平成２４年度に執行された財務及びこれ

らに関する事務の執行状況を監査いたしました。 

 監査の方法ですが、補助申請書、実績報告書など

関係書類の資料の提出を求め、この中から抽出して

点検、照合を行うとともに、現地での検査も行い、

必要に応じて関係職員から事務の執行状況及び内容

の聴取もいたしました。 

 監査の結果を申し上げます。 

 抽出により試査した結果、財務に関する事務はお

おむね適正に執行していると認められました。 

 次に、４ページから１６ページの例月現金出納検

査の結果について御報告申し上げます。 

 地方自治法第２３５条の２第１項の規定により、

例月現金出納検査を執行いたしましたので、同条第
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３項の規定により、その結果を報告いたします。 

 平成２４年度５月分及び平成２５年度５月分から

７月分について、概要並びに検査結果を一括して御

報告いたします。 

 例月現金出納検査を別紙報告書のとおり執行し、

いずれも各会計の出納の収支状況は別紙資料に示す

とおりであり、現金は適正に保管されていることを

認めました。 

 なお、資料につきましては御高覧いただいたもの

と存じ、説明を省略させていただきます。 

 また、税の収納状況につきましては、１７ページ

にございますので、参考としていただきたいと思い

ます。 

 以上で報告といたします。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終了いたします。 

────────────────── 

◎日程第５ 報告第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 報告第２号議員

派遣結果報告の件について、報告を求めます。 

 議会運営委員長、金子益三君。 

○議会運営委員長（金子益三君） ただいま上程い

ただきました、議員派遣結果の報告の件に関しまし

て、朗読をもちまして報告といたします。 

 議員派遣結果報告書。 

 平成２５年第２回定例町議会において決議された

議員派遣について、次のとおり実施いたしたのでそ

の結果を報告いたします。 

 記。 

 北海道町村議会議員研修会及び先進地調査。 

 １、調査及び研修の経過。 

 平成２５年６月２７日、議員１２名で北海道町村

議会議長会主催の北海道町村議会議員研修に参加す

るとともに、同じく６月２８日、札幌市において再

生可能エネルギーに関して調査を行いました。 

 調査の経過につきましては、御高覧いただいたも

のとして、要点のみ報告をさせていただきます。 

 (１)北海道町村議長会議員研修会については、演

題「議会改革に期待する」と題して、慶応義塾大学

法学部教授片山善博氏から、二つ目は演題「今後の

政局・政治の展望」と題し、政治アナリスト伊藤惇

夫氏の２名の講師からそれぞれ講演をいただきまし

た。 

 (２)先進地調査について。 

 札幌市におきまして、地中熱シンポジウムと中央

消防署豊水出張所の２カ所について視察を行いまし

た。 

 ①地中熱シンポジウム。 

 札幌市で開催された地中熱シンポジウムに参加

し、午前中に基調講演のほか、国、道、札幌市のエ

ネルギー及び環境担当者から三つの講演を受講しま

した。 

 当シンポジウムについては、非常に関心が高く、

全道各地より会場に入り切れないほどの参加があり

ました。 

 ②中央消防署豊水出張所地中熱ヒートポンプ現地

調査について。 

 札幌市中央消防署豊水出張所において、本年３月

に設計された出張所の概要及び施設について、地中

熱ヒートポンプの設備について調査を行いました。 

 このことにつきまして、現在、工事が進められて

いる上富良野小学校の暖房の一部にも地中熱エネル

ギーなどの再生可能エネルギーが取り入れられてい

ることから、環境に配慮することのみならず、ラン

ニングコストの削減にも大きく期待ができるので、

一層の新しい技術を取り入れた公共施設の暖房施設

のあり方が今後も大きく検討されることを期待する

ものといたします。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって議員派遣結果の報告を終わります。 

────────────────── 

     ◎日程第６ 報告第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 報告第３号平成

２４年度上富良野町教育委員会点検・評価報告の件

について、報告を求めます。 

 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ただいま上程いた

だきました、報告第３号平成２４年度上富良野町教

育委員会点検・評価報告の件について御説明申し上

げます。 

 本報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第２７条１項の規定により、教育委員会は毎

年、その権限に属する事務の点検評価を行い、報告

書を作成の上、議会に提出し、住民に公表するもの

であります。 

 以下、平成２４年度上富良野町教育委員会点検・

評価報告書の概要について御説明させていただきま

す。 

 報告書の概要でありますが、１ページをごらんく

ださい。 

 本報告書は、目的にあるように、教育委員会の責

任体制の明確化を図るため、事務の管理及び執行状
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況を点検・評価し、効果的な教育行政の推進と行政

評価の透明性を図り、町民への説明責任を果たすも

のであります。 

 点検評価の内容でありますが、平成２４年教育委

員会活動状況及び教育行政執行方針に示した事務事

業の成果をもとに内部評価を行いました。 

 また、この点検評価に当たりましては、教育に関

し学識経験を有する教育行政評価委員３名の御意見

をお聞きし、報告書にまとめたものであります。 

 ２ページには、評価方法と評価結果、３ページか

ら１３ページまで教育委員会議などの活動状況とそ

の評価を記載しております。 

 １４ページから６０ページにわたっては、点検評

価の対象とした４５事業をそれぞれ達成度、効果度

による評価と総合評価を行い、点検・評価表にまと

めたところであります。 

 ６１ページから６３ページまでが教育行政評価委

員会の開催と、その意見を掲載しております。 

 ６４ページ以降は、参考資料を掲載しました。 

 以上、平成２４年度上富良野町教育委員会点検評

価報告の概要説明とさせていただきます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し御質

疑があれば、賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

     ◎日程第７ 報告第４号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 報告第４号平成

２５年度(平成２４年度決算)の健全化判断比率及び

資金不足比率報告の件について報告を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（田中利幸君） ただいま上程いただき

ました、報告第４号平成２５年度(平成２４年度決

算)健全化判断比率及び資金不足比率報告の件につ

きまして、地方公共団体の財政の健全化に関する法

律第３条第１項及び第２２条第１項の規定に基づ

き、監査委員の審査意見をつけて御報告を申し上げ

ます。 

 平成２４年度決算における実質赤字比率及び連結

実質赤字比率は生じておりません。 

 実質公債費比率は１５.９％、将来負担比率は６

３.５％となっております。 

 次に、公営事業ごとの資金不足比率は、簡易水道

事業、公共下水道事業、水道事業及び病院事業のい

ずれも資金不足が生じてございません。 

 各比率はいずれも早期健全化比率を下回ってお

り、健全化団体に位置づけられるところでございま

す。 

 以上、御報告といたします。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第８ 町の一般行政について質問 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 町の一般行政に

ついて質問を行います。 

 質問の通告がありますので、順次、発言を許しま

す。 

 初めに、３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 私は、さきに通告してあり

ます５項目について町長に質問させていただきま

す。 

 まず、１項目めは福祉灯油事業にかわる高齢者、

障がい者、ひとり親世帯などの恒久的な生活支援策

についてお伺いいたします。 

 アベノミクスによるデフレ脱却のため、金融緩和

政策などがなされているが、地域経済の生活の実態

は厳しい。今後の見通しとして９月１日から電気料

金が平均７.７％引き上げられ、ガソリン価格の高

騰やこれからの冬場の灯油価格も原油の調達コスト

が円安で上昇する機運がある。 

 第１回定例会での福祉灯油事業をしてはどうかと

いう質問に対し、福祉灯油事業にかわる高齢者、障

がい者、ひとり親世帯に対する恒久的な生活支援事

業を秋ごろまでに考えたいということであったが、

どのような施策を考えておられるのか町長にお伺い

いたします。 

 ２項目めは、自衛隊官舎、国家公務員宿舎使用料

の値上げが適用されることがないような対策を。 

 国家公務員宿舎の削減計画に基づき、平成２６年

４月から国家公務員宿舎、自衛隊官舎等の使用料の

引き上げが検討されており、使用料を２倍に見直す

方針が明らかになっている。自衛官には、指定場所

に居住する義務がある。町にあっても、共存、共

栄、自衛隊との信頼関係維持が保たれており、長期

不在する隊員の家族への対応及び部隊、地域の安全

を保持していることなどを考えると、使用料が値上

げされれば、上富良野町の自衛隊官舎からの流出を

さらに助長する結果となり、職務を遂行する上で影

響を及ぼしかねない。町としても、値上げにならな

いような対策を考えてはどうでしょうか、町長にお

伺いいたします。 

 ３項目めは、上富良野町のブランド力の評価を生

かし、さらなる観光客の集客アップに向けた対策

を。 
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 日経リサーチがまとめた２０１３年度の地域ブラ

ンド力の調査によると、都道府県別で北海道は常に

３位以内にあり、市町村別の市では富良野市が１５

位、町では上富良野町が６位、中富良野町が７位、

美瑛町も７位、南富良野町は１０位に入り、訪問経

験者に聞いた満足度では上富良野町が町村でトップ

となった。 

 これを機に、さらなる観光客の集客アップに向け

たニーズに対応すべく対策は必要ではないか、町長

にお伺いいたします。 

 ４項目め、子ども・子育て会議の設置について。 

 平成２５年４月に国において子ども・子育て会議

が設置され、会議のメンバー構成は有職者、地方公

共団体、事業主代表、労働者代表、子育て支援当事

者などが想定され、子育て支援のニーズがしっかり

と反映できるような仕組みとなっている。 

 このような仕組みは、国のみならず地方において

も極めて重要である。ニーズがより一層、反映でき

るように我が町でも早急に設置に向けて幅広い意見

を反映させてはどうかお伺いいたします。 

 ５項目めは、子どもたちの安全確保のために通学

経路の総点検と子ども１１０番の啓蒙を。 

 先日、町内でも不審者情報が相次いで２件報告さ

れた。いま一度、学校や生徒、ＰＴＡが一体とな

り、通学路などの再点検が必要ではないか、また子

どもたちが危険な目に遭遇することがないように、

犯罪防止に効果があり、小学校入学時に配付してい

るという子ども１１０番の商店１２店舗、個人宅４

４件のマップの確認、生活安全推進協議会と連携を

するなど、今後の対策はどのように考えているの

か、町長にお伺いしたいと思います。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの恒久的な生活支援策に関する御

質問にお答えさせていただきます。 

 私の生活支援に対します基本的な考え方につきま

しては、これまでも述べさせていただいております

ように、町民の誰もがいろいろなリスクを抱えた場

合にありましても、住みなれたこの町で安心して暮

らしていけるよう、さまざまな仕組みや環境を整え

ていくことが重要であり、そのため幅広い視点に

立って制度の充実を図っていきたいと考えていると

ころであります。 

 そのようなことから、これまで実施してきた諸施

策が町民の皆様の生活実態に呼応した、真に必要と

される支援策となっているか検証を行いながら、必

要な見直しや改善を進めるよう指示しているところ

であります。 

 現在、保健福祉課を中心に障がい者や高齢者、子

育て世代を含め、これまでの支援策を拡充する内容

などを中心に７事業のプランをまとめたところであ

ります。 

 プランの概要につきましては、過日、厚生文教常

任委員会の協議資料としてお示しさせていただいて

おりますので、御高覧いただいているものと存じま

す。 

 今後におきましては、政策調整会議など組織内で

の議論を進めるとともに、予算審議等を通じて議員

各位の御意見を賜りながら、事業化に向けて取り組

んでまいりたいと考えておりますので、御理解を賜

りたいと存じます。 

 次に、２項目めの自衛隊官舎使用料の値上げに関

する御質問にお答えいたします。 

 国におきましては、国家公務員宿舎の削減計画に

基づき、厳しい財政状況を踏まえ、国家公務員宿舎

の使用料値上げが検討されておりますことは、私も

承知しているところであります。 

 現在、本町における自衛隊官舎の実態は１１棟２

４０戸が整備されておりまして、うち１棟が老朽化

によりまして空き家状態でありますが、本年６月現

在、１８５世帯が入居されており、入居率は７７％

であると聞いております。 

 現状におきましても、官舎の老朽化等により地元

に居住せず、近隣の市町から通勤する隊員も増加す

る中で、さらに宿舎使用料が約２倍になりますと、

近隣都市の民間マンションへの居住が加速され、災

害発生時等の即応体制に大きな問題が生じることが

懸念されますとともに、地域にとりましても経済的

影響は極めて重大であると考えております。 

 私といたしましては、自衛官の皆様にとりまして

宿舎は職務の特殊性から、即応体制の確保、地元自

治体との連携、隊員家族同士の助け合いやコミュニ

ティーの形成のほか、長期間の訓練や災害派遣等に

よる留守家庭への対応などがスムーズに図られるこ

とから、これらに対しての影響が大変、大きいと考

えられ、宿舎使用料の値上げは到底、容認できない

と考えているところであります。 

 この問題につきましては、北海道全体の問題とし

て、去る７月３１日に北海道自衛隊駐屯地等連絡協

議会におきまして、自衛隊官舎の使用料値上げに反

対する中央要望を行い、自民党北海道ブロック両院

議員会及び世耕内閣官房副長官、また浜田自由民主

党幹事長代理及び山口財務副大臣へそれぞれ要望し

たところであります。 

 今後も危機感を持って引き続き、要望活動を行っ

てまいりますので、御理解を賜りたいと存じます。 
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 次に、３項目めの観光客の集客力アップに向けた

対策に関する御質問にお答えいたします。 

 平成２５年５月８日付の日本経済新聞に掲載され

ました日経リサーチがまとめた地域ブランド力調査

の地域編につきましては、地域ブランド力の現状を

多角的な視点から評価し、今後の課題や方向性を顕

在化させることを目的に全国１,７４２の市町村の

中で、認知度が一定以上の地域を対象に町村では全

国９３１町村の中から９９町村、うち道内では１４

４町村中２３町が調査対象となりまして、議員御発

言のとおり、北海道は全国で３位、道内から市では

上位２０位の中に４市、町村では１０町が入り、本

町を初め、富良野地域のブランド力の高さを裏づけ

る結果であったと認識しているところであります。 

 集客力アップに向けたニーズの対応につきまして

は、昨年１２月策定の上富良野町観光振興計画の策

定過程におきましても、町の観光の現状と課題、さ

らには計画策定における基本的な考え方など、皆様

に御説明させていただいておりますが、本計画では

町民観光スポット、町内宿泊者を対象としたアン

ケート調査や、本町観光の強みと弱みなどの観光特

性の分析に基づき、観光入り込み客数の増加、観光

消費額の増加、観光客をもてなす機運の醸成、町民

の郷土愛の醸成の４項目を今後の観光振興の基本目

標として定めたところであります。 

 さらに、この目標を実現するための具体策として

実施体制と戦略プランを示しておりますので、関係

機関とも連携をより一層強化し、各プロジェクトの

取り組みを着実に推進し、成果を挙げていくととも

に、富良野・美瑛広域観光推進協議会での広域的な

取り組みも展開する中で、積極的に集客力アップを

図ってまいりたいと考えておりますので、御理解を

賜りたいと存じます。 

 次に、４項目めの子ども・子育て会議の設置に関

する御質問にお答えいたします。 

 議員御発言のとおり、本町として子育て支援関連

事業等の必要量や児童福祉の推進に関し、幅広い意

見を反映していくことは極めて重要なことでありま

すので、合議制機関の設置に向け、上富良野町子ど

も・子育て会議の設置にかかる条例案を今定例議会

に提案させていただいておりますので、御理解を賜

りたいと存じます。 

 次に、５項目めの子どもたちの安全確保に関する

御質問にお答えいたします。 

 不審者情報の対応につきましては、教育委員会に

おいて子ども危機管理対応マニュアルが作成されて

おり、速やかに教育委員会、警察へ連絡するととも

に、教育委員会は町、生活安全推進協議会、各小中

学校、高校、幼稚園、保育所、児童館への緊急連絡

体制を敷いているところであります。 

 先日の不審者情報につきましても、教育委員会、

学校では直ちに児童生徒への注意喚起、保護者への

周知、教職員、教育委員会職員によるパトロールを

実施してところであり、町、生活安全推進協議会に

おいても、その情報を受け臨時パトロール、防災行

政無線による注意喚起等の対応を行ったところであ

ります。 

 また、生活安全推進協議会では、いざというとき

に駆け込めば保護してくれる子ども１１０番の家を

公共施設、商店、事業所など５６カ所の協力を得て

指定させていただき、子ども１１０番の家一覧、上

富良野安全マップを配付しているところでありま

す。 

 安全マップの作成に当たりましては、各小中学

校、ＰＴＡ、富良野警察署などの協力を得ながら、

子ども１１０番の家のほか、防犯上、交通安全上、

川や橋など注意が必要な場所、これまでに不審者ら

しき者が出た場所などを掲載しており、保護者には

マップを眺めるだけの確認で終わることなく、実際

に子どもと歩いて１１０番の家、危険箇所について

確認することなど、登下校の安全確保のため啓蒙を

図っているところであります。このようなことか

ら、都度、点検を実施し、必要な改善を行ってまい

ります。 

 今後におきましても、教育委員会、生活安全推進

協議会との連携の強化を図り、子どもたちの安全確

保に努めてまいりますので、御理解賜りたいと存じ

ます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） １項目めの福祉灯油事業に

かわる生活支援策のところでございますが、今回、

出されました案はリスクを抱えて生活している人に

今までありました施策の見直しということで、それ

で町長のリスクを抱えて生活している人に、その人

に思いを寄せるということ、本当に私も理解してい

るところでございますけれども、今回、この生活支

援案ですと、総額７７７万ぐらい必要なのですが、

財源も限りありますし、それで新たに考えたもので

なくても、その見直し案であっても公費助成のとこ

ろ、介護サービス利用のところも大分拡大されてい

るのですけれども、そういったところも国とか、ま

た道からの補助の対象になるのでしょうか。見込め

るとしてらどれぐらいになるのか、財源限りありま

すので、その点ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の弱者対策に

つきましての恒久策につきましての御質問にお答え
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させていただきますが、現在、私どもが案として御

提示させていただいている多くの部分は、町が独自

に設けようしている仕組みをさらに拡大、あるいは

改善をということでございまして、この中に公的な

補助、助成が受けられるものがどの程度あるかとい

うようなことを細部にわたってまだ検討しておりま

せんけれども、そういうような財源を他に求められ

るような可能性があるものについては、積極的にそ

ういう取り組みをさせていただきたいと存じます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） ばらつきがありまして、七

つの事業のということですけれども、三つ目の特定

疾患の方の場合なんかは、４１名おられまして、通

院証明書の手数料を取る病院であれば、その手数料

を助成するということですけれども、ほとんどの病

院は取っていませんので、これを見ましたら２万円

ぐらいの予算だと、それから寝たきり老人のおむつ

のところですけれども、この助成費につきましては

課税者も今度は対象にしているということで、ここ

のところもどうなのかなと思うところと、それとど

れかに絞りまして、介護保険もこれから改正に入っ

てきます、要支援１、２が自治体でやらなければい

けないということになりますし、高齢者もどんどん

ふえてまいっております。昨日は、道内最高齢の松

田さん、大変１１０歳ということで、おめでたいこ

とでございます。高齢者もどんどんふえてきており

ますし、介護もこれから国のほうも給付が多いの

で、こういうふうな改正を入れてくるわけですの

で、そこらも見越しまして、絞りまして、どれが一

番やはり今、見直しが必要なのか、リスクを抱えて

生活していらっしゃる方、本当に大変だということ

がよくわかりますけれども、その人方に対して既に

施策がないわけではありません、ありますので、そ

れで今、どこかに本当にここというところを介護保

険の改正なんかを考えましたら、利用の促進を図る

意味で、低所得者とか生計困難な方、こういった方

にサービスを拡大していくというようなところ、こ

れは３５０万円ぐらいの予算かかりますけれども、

そういったところで絞っていただいて、どれか一つ

今回、見直しでやはりこれから灯油が上がったら福

祉灯油事業だということではなくて、やはり北海道

はどうしても冬は暖房をとらないと過ごしていけま

せんので、今回の生活支援策の見直しはどれか一つ

に絞って、あわせて冬の生活支援というようなこと

で、恒久的に考えていただけないものかとどうかと

思いますけれども、その点、いかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 村上議員の御質問にお答え

させてただきますが、今、いろいろお考えを述べて

いただきましたが、私といたしましては事業を極力

メニューをやはり今の仕組みの中で十分な、全てに

十分ということは、これは至難なことでございます

けれども、改善が可能な、そしてその中で対象者が

仮に少数であっても非常に負担感があったり、ある

いはその町民の皆さん方のそういう福祉に関します

福祉事業に対しましての公平感をあらゆる面から参

酌して、そしてなるべく広く皆さん方がそれぞれの

範囲に対して財政負担等の軽減を図れるようにとい

うことが、私としての考えでございまして、その一

定の部分を切り取って、そこだけ集中的にとか、そ

こだけ厚くとかということは、やはり多くの町民の

皆さん方の生活実態を考えると、やはり一定程度、

幅が必要ではないかなというふうに考えておりまし

て、御質問の中にもありましたように、今後、介護

保険事業等が、また大きく見直しは検討されている

ことは承知しておりますけれども、それはまた別な

切り口で町として取り組んでいかなければならない

課題だというふうに考えておりまして、今の中身の

制度をどういうふうにしていくかということは、最

初の御答弁で申し上げましたようにこれからまだま

だ詰めていく要素はあると思っております。 

 皆さん方の御意見も賜りながら、本当にどの部分

を切り取っても、一定程度の対応はされているとい

うことが私の願いでございまして、そのような提案

をさせていただいているところであります。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 切り取ってという意味では

なくて、既にあるそのリスクを抱えていらっしゃる

方に対する施策、これは今回、少し拡大して障がい

者の交通費なんかも幅出しみたいになっております

けれども、一応、そういうことで切り取るのではな

くて、そのリスクを抱えていらっしゃる方のことも

よくわかります、大変だと思います。 

 でも、施策がないわけではありませんので、だか

ら財源もことしこうやってふやした、では財源厳し

くなったから、では元に戻しますとか、もうちょっ

と回数を下げてくださいと、こんなことはできにく

いと思います。 

 ですから、町長もこれからよく審議をしてという

ことをおっしゃっていただきましたけれども、そし

て来年は二つ目のこの事業を少し見直しをするとか

ということで、今回、６事業で一つは歯の健診、こ

れは新たな施策かと思いますけれども、そういった

ことでぜひ、これからいろいろ審議をして考えられ

るとおっしゃいましたので、そういった切り取ると

いうことではございませんので、そういうことでは

なくて、そこの見直しのところを計画を持って一つ
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ずつ、ことしはここのところを見直そうかといった

ところはどうでしょうかということを申し上げてい

るのです。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 先ほどの御答弁と重複するかと思いますが、私と

いたしましては非常に御苦労されながら暮らしてお

られる、リスクを背負っておられる方々にどういう

状況におられる方々でも、やはり一定程度の安心感

というものを与えていくことが町としての責務であ

ろうと、今回はここを厚く、次年度以降はこちらに

目を向けてということを、もう一つの方法としては

あるのでしょうが、私といたしましては幅広く町民

の皆さん方が安心感を抱いていただけるようなこと

が望ましいのではないかということで考えておりま

すが、その制度、施策を構築する中での多少の凸凹

は、これはその時々の状況であり得ると思いますけ

れども、その程度は想定はしておりますけれども、

極力、皆さんに安心感を与えていきたいというのが

願いでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 財源に限りあるものですか

ら、いろいろ審議をしてくださるということですの

で、次の２項目めの自衛隊官舎使用料の値上げが適

用されないようにというところですが、町長も大

変、危機感を持っておられて、国に強く要望の対策

をとられるということですけれども、私も自衛官の

奥さん何人かに聞きましたら２倍になったら官舎出

ていくと、こういうようなお話しでして、きのうの

道新も出ておりましたけれども、全体で部隊として

も非常に危機感を持っておられまして、半分ぐらい

の人が出ていくであろうと、このようなことをおっ

しゃっておられました。 

 それで、アパートに分散して住宅手当が最高２万

７,０００円出るというところがありまして、ア

パートに出ていきますと自衛隊の方に対しまして

も、やはり分散して入られたのでは、やはり即応体

制の関係からも大変だということでございます。 

 それで、私たち議員も強力に運動を展開しなけれ

ばならないと考えるのですけれども、町長は今後の

対応につきまして中央なんかに出向かわれると思う

のですけれども、いま一度この対策の対応につきま

してもう一度聞かせていただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の自衛隊の官

舎、いわゆる国家公務員宿舎の使用料値上げの件に

つきましての御質問にお答えさせていただきますけ

れども、現在の先ほどお答えさせていただきました

ような中央要望等を通じた感触といたしましては、

非常に財務省も、もちろん総務省もでございますけ

れども、とりわけ北海道に陸上自衛隊の官舎が多く

存在しているということで、北海道の与党の先生方

の理解が非常に高いということで、財務省のほうに

もそういう思いが届いておりまして、財務副大臣の

口からも、財務省としても非常に心苦しいのだとい

うことで、本当にいいのかなということを副大臣み

ずから述べておられました。 

 官房副長官にお会いしましたけれども、やはり同

じような発言をされておりまして、聞くところによ

りますとそういった私どもの動きが安倍総理に届い

ているということで、既に新しい陸幕長になられま

した岩田陸幕長に対しましても、総理のほうから本

当に重要な課題だということで捉えているというこ

とでお言葉があったというようなことの報告を聞い

ておりまして、さらに北海道の中連協が中心となっ

て、これから年末の予算編成に向けてどういうスケ

ジュールかはまだ別といたしましても、これはやは

りきちっとなし得るまで運動展開を続けていくとい

うスタンスでおりますので、ぜひ御支援を賜りたい

とお願いを申し上げたいところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 我が町はやはり農業、商工

業、自衛隊３本柱でございますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

 それでは３項目めのブランド力の評価を生かして

観光客の集客をというところです。私自身もちょっ

と驚きまして、町民の皆さんもああそうなのだとい

うことを、この日経のリサーチで非常にうわあっと

思いまして、どちらかという富良野・美瑛に埋没さ

れてというような話もあったのですけれども、やは

り町民の皆さんもへえっと驚かれた方もいらっしゃ

るのではないかと思います。 

 そういうことでやはり、これだけ高いブランド力

の評価をされたということですので、一人一人、町

民がいま一度やはり認識することがこんなに我が町

はすばらしい町であったのだということを認識する

ことは一番だと思いますけれども、昨年の１２月に

観光振興計画を策定したのですけれども、その我が

町の観光の強みと弱みの分析をということですけれ

ども、強みと言えば今回の日経のリサーチで私はす

ばらしい景観であったり、それから資源、それから

温泉郷なんかだと思うのですけれども、弱みと言え

ば富良野、美瑛に比べて埋没感が少しあるのかなと

いうようなところだと思うのですけれども、町長は

その点、強み、我が町の観光の強みと弱みはどのよ
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うに考えていらっしゃいますか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の魅力アッ

プ、集客力アップに関します御質問にお答えさせて

いただきます。 

 私も我が町の知名度と申しましょうか、観光に対

します認知度がこれほどあったかというようなこと

で、ちょっとほっとしているところでございます

が、しかしこの調査につきましてはそういった、一

定程度の知識がある程度ある方を対象しているので

はないかなというような感じを持っていまして、要

するに関心をお持ちの方にはこの上富良野というの

は、今、村上議員がお話しいただきましたように温

泉だとか、この山の景観だとか、非常に魅力がある

というふうに理解していただいているところでござ

います。それが強みでもあります。 

 お答えの中でも述べさせていただいていますけれ

ども、これが弱みというふうに言えばいいのか、な

かなか難しいところですが、この上富良野ブランド

という、上富良野という冠をつけたブランドがいい

のか、むしろ少し幅を持って富良野ブランドの中の

上富良野ということで、相乗効果を求めていけばい

いのかという、非常に両論あるでしょうけれども、

強いて言えば上富良野というブランド力ということ

では、この富良野、美瑛の中で少し、やはり埋没と

言うのか、少し弱いかなという感じは私も持ってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 同じような考えを持ってい

らっしゃるということなのですけれども、私は考え

ますとやはり富良野、美瑛はやはり観光客であふれ

ているのかなと、そうするとやはり騒々しい、それ

に比べて上富良野町はゆっくり温泉でも入って、い

ろいろな景色を眺めながらということで、スローラ

イフというのでしょうか、そういったところが一つ

穴場なのかなと、こんなことも考えたりします。 

 それで、こんなブランドの評価がされたわけです

ので、これを機にこれはいただきました町の町財政

運営改善プランの２５の中にブランド開発プロジェ

クトの構築、プロジェクトの設置ということで記さ

れております。計画されております。それで、やは

りこの機会にこの評価を生かさない手はないと考え

ております。 

 それで、ブランド開発プロジェクトの構築、プロ

ジェクトを組んで設置していただきたいと思います

けれども、その点についてどうでしょうか。どのよ

うに考えて、ぜひこのプロジェクトの設置をと思う

のですが、いかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 村上議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 ブランド、今御質問にありましたプロジェクトの

設置等につきましては、上富良野におきます商品ブ

ランド、観光ブランドというのではなくて商品ブラ

ンドというような、そういう面をぜひ強めていきた

いという思いで計画されている事業であるというふ

うに理解しておりますので、非常に上富良野ブラン

ドというブランドは現在、本当に少数でございま

す。かみふらのポークと二つ、三つしかないのでは

ないかなというふうに思っておりまして、そういう

面ではまだまだ強化をしていきたいという思いがそ

こに込めようというものであるというふうに理解し

ております。 

 観光地のそれらが強化されることによって、また

一方で上富良野のブランド力が、上富良野全体のブ

ランド力も向上するというふうに期待できますの

で、ただいま御質問のありました事業につきまして

は、しっかりと取り組んでまいりたいと考えており

ますので、御理解賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 次の４項目めの子ども・子

育て会議の設置ですが、この質問につきましては昨

年の６月の、これ広報持ってきておりますが、定例

議会でも子どもを安心して産み育てることができる

町として子育て支援政策など、ニーズにかみ合って

いるかどうか、意見等協議する場を設置してはどう

かということを質問させていただきました。 

 そうしまして、そのとき質問いたしましたら答弁

では、現時点では協議機関を設置する考えはないと

いうことだったものですから、この９月４日に質問

として通告させていただきました。 

 今回、設置するという答弁をいただきましたが、

私にしましたら１年３カ月ぐらいかかったかなとい

うふうな感じでおります。即対応、調査にかかって

臨んで取り組んでいただきたいと思っています。よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 次、５項目めの子ども安心の確認のところです

が、これはなかなか教育委員会と町民生活課、これ

のところが縦割り行政というのでしょうか、やはり

いろいろ連携をとっていらっしゃるとは思うのです

けれども、教育委員会、それから町の生活安全推進

協議会、各小学校、学校、幼稚園、それから児童

等、それから緊急連絡をいろいろと作成するについ

ては、皆さんでつくっていらっしゃるということで

すけれども、私は連絡は密にとっていらっしゃると

は思うのですけれども、どうしてもやはり町民生活

課に生活推進のあれがありますので、どうなので
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しょうか、連携を密にとっておられるのか、その点

とやはり学校を通学路をこの道を通って学校に通学

していると、帰りはこういうコースで帰宅している

と、こういうこともいま一度、町にお聞きしました

ら町民の生活推進協議会では、小学校入学のときに

子ども１１０番のマップとか、こういったところが

１１０番になっていますよとかということで渡して

あげているらしいのですけれども、ですけれどもや

はり６年間なり、高学年になっていくにつれてなく

することもあるでしょうし、やはり通学路のきちっ

とした一人一人の把握、そしてその通学帰路の途中

で変な場所がないのかどうか、そういったことも親

御さんだけがちょっとわかっていても、子どもを交

えてそういったことをいま一度確認をしてもらいた

いと思うのですけれども、その点いかがでしょう

か。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の子どもたち

の安心・安全確保に対します御質問にお答えさせて

いただきますが、冒頭御質問にありました町の行政

内部における連携は、私はしっかりとそれはとれて

いるというふうに理解もしておりますし、非常に子

どもたちを安心・安全を確保するということに対し

ましては、教育委員会も町民生活課も含めまして、

非常に共有の認識を持っておりまして、その連携を

しっかりととれているというふうに思います。 

 それから、後段、御質問にありましたマップ等に

つきましては、議員御質問のとおり、これは毎年、

皆さんに配付するというようなことは、これはもう

当然、もしなされていないとすれば、それは早急に

するべきでありましょうし、特に教育委員会とも確

認し合っておりますけれども、あるいは町民生活課

とも確認し合っておりますけれども、やはり子ども

１１０番の家、安心１１０番の家等につきまして

も、やはり毎年毎年、その対象とお願いしていると

ころが変化がないということはないかと思いまし

て、やはり都度、見直す、それから危険箇所も、そ

ういったことも毎年毎年、新しい事象が発生してき

ますので、そういったことはリアルに見直して、常

に最新の情報を提供できるような仕組みは、それは

ずっと持たなければならないというふうに、もし不

十分でありましたら、早急にそれは十分な対応を図

るように指示をしてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 今回、防災無線で不審者の

方がということで、そういう放送もありましてまだ

どうだったのか、まだその方は捕まっていないの

か、捕まっているというのはおかしいのですけれど

も、そういうことも聞いていますし、親御さんのい

ろいろな意見がありまして、それで私、その１１０

番、子ども１１０番は親御さんがわかっても、子ど

もさんがわかっていないとかということで、今、町

長は毎年これは小学校入学時だけに渡すのではなく

て、毎年、見直しをして考えていきましょうという

ことを言っていただきましたので、その点ひとつ帰

る場所に危険なところはないのかどうか、それとそ

の１１０番、こういうところは子どもさんも１１０

番のおうちになっているのだよと、何かあった場合

にここに駆け込みなさいとかということで、しっか

り５６件もありますので、その点やっていただきた

いと思います。 

 それと、教育委員会のほうでも子どもさんにしっ

かり安全教育をいま一度やってはいただいていると

思いますけれども、そういったことで安全教育をし

ていただきたいと思っております、その点いかがで

しょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 教育委員会のほうで答弁が必要でありましたら、

議長の御判断をいただいて対応させていただくとい

うことにいたしまして、私のほうから非常に現場の

皆さん方から切実な声として伝わってきますのは、

実は非常に悩ましいことだなというふうに理解して

いるのですが、子どもたちに町民の皆さん方が声を

かけ合って、そういう安心と申しましょうか、声を

かけることによって不審者等が牽制作用があるので

はないかなということでお話し申し上げたりします

と、その見ず知らずの人が声をかけること自体が既

に子どもにとって不審者だというふうに一方的に理

解されてしまうと、そうなってしまうのだそうで

す。 

 だから、むしろ声をかけないほうがいいというよ

うな見方も一方ではあるような、そういう非常に、

ええそんなことあるのですかというふうに疑いたく

なるような実態も多少あるのだというふうに聞いて

おりまして、やはり町民みんなが子どもたちを見詰

めると、また町民、子供たちと声をかけ合うという

ような、そういう町の町民の雰囲気と申しましょう

か、子どもに対する接し方、そういったところもこ

れからの新しい少し研究していくことなのかなとい

う、今、そんな最近、思いを持っているところでご

ざいまして、いずれにいたしましても子どもたちの

安心・安全を町がしっかりと支えるということが基

本でございますので、鋭意取り組みをさせていただ

きたいと存じます。 

 以上です。 
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○議長（西村昭教君） 通告外ですので、所管外。 

 再質問ございますか。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 今、見守りをしてくださっ

ている生活推進協議会の方でしょうか、角、角に

立っていただいています。あの方は、前は月曜日か

ら金曜日まで毎日だったと思うのです、今は月水金

になっているのです。 

 そういったところはどのように、またもとのよう

に月曜日から金曜日までとかというふうにお考えは

どうなのでしょうか。あの方たちは専門的にいろい

ろと研修も受けておられますし、子どもさん方に

も、子どもさんも安心して方にはお話しかけてい

らっしゃるようですので、最初は１週間ずっと通し

てだったのが、何か月水金、１日置きに変わったの

だということを聞いております。 

 だから、そういったことで、あの人方、非常に子

どもさんとの信頼関係ありますから、そういったと

ころは毎週に戻すことはできないのかどうか、そこ

ら辺、ちょっと考えたりするのですが、いかがで

しょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 子ども見守り、ちょっと名

称はあれですが、今の対応等につきまして、担当課

長のほうから少し内容について御説明させます。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） ３番村上議員のた

だいまの質問につきましてお答え申し上げたいと思

います。 

 交通安全部のほうで交通安全教育指導員と交通安

全指導員ということで、３名の方が教育指導員とい

うことでいらっしゃいますが、以前から月水金とい

うことで、毎日ではなく月水金の街頭指導というこ

とで当たっていただいておりますし、また最近、各

住民会、単位老人クラブの方も含めて６住民会の

方々の見守り隊等もありまして、地域ぐるみでの取

り組みもありますので、その中で回数をふやすとい

うことよりも、現状で今、進めてまいりたいなとい

うことで考えております。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 今、町長がお話しされたよ

うに、ちょっと子ども、声かけられても何かちょっ

と受け取りようによってはあれだということで、そ

の地域で、ボランティアで見守りをしていらっしゃ

る方もいるのですが、大変やりにくいということを

聞いているのです。 

 だから、そういった意味で、そういう方であれば

いろいろ研修も受けておられるし、子どもさん方が

うわっと寄っている姿も見ているのですよね。 

 だから、そういった部分でやはり研修を受けてい

ただいて、子どもさんとの関係が信頼関係ができて

いるという方たちをもう少し考えていただけないか

なということでございます。そういうことをちょっ

と言いたいのですが、いかがですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 見守り隊のような子どもさんたちとかかわってい

ただく方々の存在は非常に大きいということは私も

理解しておりまして、例えばそういう活動に参加し

てくれることがどんどんふえることを願っておりま

すとともに、少し現場のほうからお話しを聞きます

と、例えば認識できるような腕章をつけるとか、あ

るいはユニフォームを着るとか、そういうようなこ

とでより一層、安心が高まるのではないかというよ

うなお話しも伺っておりますので、それがいいのか

どうかは別といたしましても、何か工夫を凝らして

少しでも子どもたちが方々で声をかけれるような、

また声をかけてもらえるような、そういう仕組みが

検討してまいらなければならないと考えております

ので、ぜひ御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 以上をもちまして、３番村上和子君の一般質問を

終了いたします。 

 暫時休憩といたします。 

 再開は、１０時４５分といたします。 

────────────────── 

午前１０時２５分 休憩 

午前１０時４５分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 次に、４番米沢義英君の発言を許します。 

○４番（米沢義英君） 私は、４点にわたって町長

及び教育長に質問いたします。 

 一つ目は、介護保険制度についてであります。 

 国は２０１５年度以降、介護保険制度を見直そう

という動きをしています。介護保険制度で要支援と

認定された高齢者に対する保険給付の廃止などを打

ち出しました。 

 現在、要支援の保険給付については、国が定めた

基準に基づいて一定のサービスが提供されていま

す。それを市町村の地域支援事業に移行させようと

いう方向で動いています。 

 また、介護保険の利用者の負担割合の見直しや特

別養護老人ホームの入所基準を要介護度３以上に限

定するなど、自己負担をさらに求めようという動き

と相まって、入所基準を一層厳しくしようという状
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況があります。 

 本来であれば、こういう社会保障制度と位置づけ

られて、介護保険制度は国がきっちりと入所する

方、介護される方も含めて安心して公的な制度で守

らなければならないと考えますが、しかし、逆に国

は公的な責任を回避しようという状況が見受けられ

ます。これは、絶対許されるものではありません。 

 上富良野町にも、要介護認定者が約４００名を超

えています。今後さらに、介護制度を利用する人が

ふえることが予想され、安心して介護が受けられる

ための介護制度の充実は一層欠かせないものと考え

ます。 

 次の点についてお伺いいたします。 

 一つ目には、要支援１、２の給付内容と利用実績

及び町の負担について伺います。 

 二つ目には、要支援の保険給付の内容や基準が自

治体の裁量となり、生活援助をホームヘルパーから

ボランティア、ＮＰＯ法人など活用するという方向

を打ち出しましたが、現在、一律のサービスが受け

ているサービスが提供できなくなるということが考

えられますが、この点についてどうお考えでしょう

か。 

 ３点目には、低所得者の人が特養に入所した場

合、現在、軽減制度があります。今後、この軽減制

度が見直され、縮小されれば入所者の費用負担もふ

え、退所者も出る、あるいは入所を控えざるを得な

くなるということも考えられますが、この点につい

てはいかがでしょうか。 

 ４点目には、要介護１、２の高齢者が特養の入所

希望した理由として、介護者の不在、介護困難、住

居問題が多いと言われております。入所基準を制限

することは、高齢化が進む中でなじまないと考えま

すが、どうお考えでしょうか。 

 ５番目には、介護保険制度の見直しが実施された

場合、行政や利用者にとって何が問題なのか、どう

考えておられるかお伺いいたします。 

 次に、除雪サービスについてお伺いいたします。 

 現在、高齢者などを対象にした除雪サービスは大

変、喜ばれています。現在では、所得制限がされて

いますが、高齢化が進む中で除雪の要望は多くなっ

てきているというのが実情であります。 

 高齢者になれば、足腰も弱ってくるという状況で

ありますから、等しく所得あるなしに関係なく、除

雪サービスが提供を受けられるような環境をつくる

ためにも所得制限を廃止すべきだと考えますが、い

かがお考えでしょうか。 

 次に、障がい者施設での仕事の確保についてお伺

いいたします。 

 障がい者の支援施設、なないろニカラでは、就労

支援事業を初めとする生活支援事業を行っていま

す。事業所みずからの通所してきている障がい者の

方の仕事の確保のために、レストランの運営、パン

をつくる作業、あるいは農家などと協力しながら豆

よりの仕事の確保などに努めているというのが実情

であります。 

 しかし、季節的な仕事も多く、１年を通じて恒常

的な仕事の確保が大変だと話しています。ほかの自

治体においては、行政の仕事依頼するなど、工夫が

されております。 

 上富良野町においては、障がい者施設の仕事の確

保、支援については残念ながらこれからという状況

ではないかと考えています。 

 総合自立支援法では、そのような事情も踏まえて

自治体においては障がい者施設の仕事の確保するた

めの計画を持つことがうたわれております。町とし

ても、障がい者施設に依頼できる仕事があれば確保

し、また支援を検討すべきと考えますが、この点に

ついていかがお考えでしょうか。 

 次に、体罰についてお伺いいたします。 

 体罰はあってはならないことです。文部科学省の

調査では、全国公立、私立の小中学校を対象に教職

員による体罰の実態調査の結果が発表されました。 

 それによれば、体罰をした教職員は４,１５２

校、６,７２１人であるという報告がされておりま

す。被害を受けた児童生徒は１万４,２０８人とも

発表されています。体罰は絶対、容認できるもので

はありません。だからこそ、今、大きな社会問題に

なっています。 

 人は道理に基づき、行動し、判断し、行動しま

す。それを暴力で訴え、教えようとするのは強制に

しかほかなりません。残念なことに、上富良野小学

校において、この７月に先生が数字を書けない生徒

に対して平手で左頭部横をはたくという体罰があり

ました。これは単なる出来事で済ますような内容で

はありません。たたかれた生徒の心、気持ちを思え

ば癒やすことはできないでしょう。また、元に戻す

こともできないでしょう。教育委員会、学校として

もこの問題をきちっと整備し、今後に生かすべきで

はないでしょうか。 

 その後の対応として、教育委員会及び学校は被害

者側の生徒、保護者への謝罪も済ませたと聞いてい

ます。また、体罰をした教員に対しても経過などの

聞き取りも終えたと聞いていますが、次の点につい

てお伺いいたします。 

 一つ目は、生徒及び保護者への対応についてお伺

いいたします。 

 二つ目には、過去にも体罰があったのではないか

と考えますが、この点についてはいかがでしょう
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か。 

 さらに三つ目には、担任に対する対応はどのよう

にされているのか。 

 四つ目には、学校及び教育委員会として、この教

訓を生かした今後の対応についてお伺いいたしま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの介護保険制度の改正に関する５

点の御質問にお答えさせていただきます。 

 政府は、社会保障制度改革に関し、個別の関連法

案の提出時期や実施時期などの工程をまとめたプロ

グラム法案の骨子を先般、閣議決定し、同法案をこ

の秋の臨時国会に提出するよう準備を進めておりま

す。 

 介護保険制度につきましては、改革項目として軽

度の要支援者をサービス対象から切り離し、市町村

事業へ移行、特別養護老人ホームの入所を要介護３

以上の中重度者に限定、高所得者の利用負担の１割

からの引き上げ、低所得者の保険料の軽減の４点が

示され、平成２６年通常国会に必要な関連法案を提

出し、平成２７年度を目途に実施する旨、工程が示

されております。 

 １点目の本町の要支援１、２の給付等の状況につ

いてでありますが、平成２４年度では訪問介護や訪

問看護のほか、デイサービスなどの通所介護、また

福祉用具の貸与など、介護予防サービス事業として

実日数で８,８７７日、給付費総額で２,３８３万円

となっており、町負担は２９８万円となっておりま

す。 

 次に、２点目の要支援の市町村事業への移行につ

いてでありますが、議員御発言のとおり、これまで

の全国一律のサービスから、市町村の裁量により地

域の実情に応じたサービスへ移行されていくものと

受けとめております。 

 いずれにいたしましても、これまでのサービスが

低下しないよう対応していかなければならないと考

えております。 

 次に、３点目の特別養護老人ホームの食費、住居

費の負担軽減制度の見直しについてでありますが、

国の審議においては軽減対象者の判断基準を課税所

得額だけでなく、預貯金などの資産や非課税となっ

ております遺族年金なども考慮し、実質的な経済力

に応じたものとすべきとの内容で議論が進められて

いるようでありますが、多くの国民が理解できる内

容で制度見直しが進められるよう期待しているとこ

ろであります。 

 次に、４点目の特別養護老人ホームの入所基準に

ついてでありますが、ますます進む高齢化ととも

に、介護度の高い方も増加していくものと想定され

ます。 

 特養の入所が必要な中重度の方が長い時間待機す

ることなく、入所が可能となるよう介護度に応じて

一定程度の施設のすみ分けなども必要な選択肢と理

解しているところであります。 

 最後に、５点目の想定される問題、課題等につい

てでありますが、町といたしましてはサービスを支

える財源の確保と地域で支え合う仕組みづくりなど

を進めていかなければならないと考えているところ

であり、利用者の皆さんにとりましても負担増につ

ながらないか、不安を抱かれているものと理解して

おります。 

 いずれにいたしましても、制度の具体的な見直し

等につきましては、現在、厚生労働大臣の諮問機関

であります社会保障審議会の介護保険部会で議論さ

れている最中でありますので、今後、具体化される

改正内容を踏まえながら、これらを反映した第６期

の介護保険事業計画を策定しなければならないと考

えておりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２項目めの除雪サービスに関する御質問に

お答えいたします。 

 除雪サービスにつきましては、独居高齢者世帯、

高齢者のみの世帯及び障がい者等の世帯であって、

体力的に虚弱で、除雪が困難な方のうち、町民税非

課税世帯の方を対象としてサービスを実施している

ところであります。 

 議員御質問の所得制限の廃止についてであります

が、本サービスにつきましては、除雪が困難な非課

税世帯の方に安価な利用料でサービスを提供してい

ることから、一定程度、所得のある方につきまして

は、民間等の事業者を利用していただくなど、自賄

いでの対応をお願いしたいと考えておりますことか

ら、現時点において所得制限の廃止は考えていない

ことで御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、３項目めの障がい者施設の仕事の確保に関

する御質問にお答えいたします。 

 現在、本町におきましては、就労継続支援Ｂ型事

業を提供する事業所として、この１０月に開所予定

の事業所を含めて２事業所、またＡ型の事業所とし

て１カ所がこの夏に開所しております。 

 それぞれの施設において、障がい者の個性に合わ

せた福祉就労のメニューが提供されておりますが、

議員御発言のとおり、恒常的な仕事の確保が課題で

あるとも伺っております。 

 障がいのある人が自立した生活を送るためには、

就労によって経済的な基盤を確立することは極めて

重要なことであり、このような中、平成２５年４月
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から国などによる障がい者就労施設等からの物品等

の調達の推進等に関する法律が施行されたところで

あります。 

 この法律は、障がい者の経済的な自立を促すた

め、国や地方公共団体などが障がい者就労施設等か

ら物品の調達などを推進するために必要な措置を講

じることを定めたもので、各自治体においては障が

い福祉サービス事業所や障がい者を多数雇用してい

る企業、在宅就労障がい者などから、物品やサービ

スを優先的、積極的に購入するため、毎年度、その

調達方針を策定し、対応していくこととなったとこ

ろであります。 

 本町におきましても、先般、優先調達の目標額を

５３０万円とする、今年度の調達方針をまとめさせ

ていただいたところであり、今後におきましては障

がい福祉サービス事業所等が提供できる物品やサー

ビスを確認しながら、その内容を組織全体で共有

し、予算化を含め優先的に物品等の調達を図り、障

がい者の恒常的な就労の確保に少しでも寄与できる

よう努めてまいります。 

 あわせて、地域全体で障がい施設等で対応できる

仕事の活用に向けて、町広報紙など通じて情報提供

についても検討してまいりたいと考えておりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ４番米沢議員の４項目め

の体罰に関する４点の御質問にお答えいたします。 

 教育委員会におきましては、日ごろより校長会、

教頭会の会議の折りに教職員の服務に関し指導を

行っていた中で、このような体罰が起こったことに

対しましては、まことに遺憾なことであり、体罰を

受けた児童と、その保護者に謝罪申し上げるととも

に、学校全体の児童と保護者に対しましても、不安

や不信感を与えたことについておわびいたします。 

 １点目の生徒及び保護者に対する対応についてで

ありますが、上富良野小学校においては体罰発生の

７月１７日の夕方、校長と体罰を起こした男性教諭

が保護者宅を訪問し、児童とその両親に面会し、体

罰に至った経緯などを御説明し、謝罪をさせていた

だいたところであります。 

 また、この事態を重く受けとめ、上富良野小学校

においては７月１９日と２６日に保護者説明会を開

催し、校長からの謝罪とともに、経過を含め、今後

の体制や体罰根絶の取り組みを御説明させていただ

いたところであります。 

 あわせて、７月２９日には、校長と教頭とともに

教育委員会職員２名が保護者宅を訪問し、児童とそ

の両親に面会し、改めて謝罪をさせていただいたと

ころであります。 

 次に、２点目の過去の体罰についてであります

が、今回の体罰発生前の６月２５日、２６日に同教

諭が今回の体罰を受けた児童の授業中に指導しても

うまくできない児童の前髪をつかんで引っ張る行為

を行っております。 

 この件に関しましては、教頭が状況を聞き取り、

行き過ぎた指導であることから、厳重に注意を行っ

たところであります。 

 次に、３点目の担任に対する対応についてであり

ますが、体罰を起こした教諭につきましては、その

児童の担任から外し、他の教諭に担任させる措置を

とるとともに、体罰根絶に向けた決意を校内の全教

職員で確認したところであります。 

 また、体罰を起こした教諭につきましては、現在

は体調を崩し病気休暇中であり、処分につきまして

は、今後、北海道教育委員会において町教育委員会

からの報告をもとに処分が下される予定となってお

ります。 

 次に、第４点目の学校及び教育委員会としての今

後の対応についてでありますが、学校においては体

罰発生後、保護者説明会のほか、体罰根絶に向けた

取り組みなど、法令順守の基本に立ち返り、これま

で２回、服務を初めとする研修会を実施するととも

に、校内情報交流委員会を設置するなど、校内体制

を整えたところであります。 

 また、教育委員会といたしましては、体罰発生の

翌日、臨時校長会を開催し、各学校長に対し再発防

止に向けた取り組みの実施の指示を行い、８月末ま

でに各学校から研修計画等の報告がなされたところ

であります。 

 いずれにいたしましても、体罰は絶対に許されな

い行為であり、地域に与えた影響や教育関係者全体

への信頼を損なう結果になったことを真摯に受けと

め、再発防止と学校への信頼回復に努め、今後、二

度とこのようなことが起こらないよう指導を徹底し

てまいりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 介護保険制度についてお伺

いいたします。 

 １件目の要支援の給付内容及び利用実績、町の負

担等についてまずお伺いしました。給付総額が２,

３８３万円で、町の負担が２９８万円ということの

話であります。 

 ここで問題となるのは、今、国のほうでは予防給

付についてはいわゆる上限の予算枠を介護の給付総

額の約３％から４％に抑えるということで上富良野

町においても設定されているのかなというふうに思

います。 
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 そうしますと、何が今後、問題になるのかという

ことでありますが、現状では今後、高齢者の世帯が

当然、ふえてきますから、それに対した予算をどう

確保するかという問題、また同時に幾ばくかの予算

をふやしたとしても、やはり高齢者がふえる中での

やはりこの予算の確保という点では、非常に厳しく

なるということは、これは明らかであります。 

 そういう意味で、今回の報酬の中では多少、ふえ

たとしても全体枠は、介護の全体枠はそうふやさな

いということですから、どこかにそのしわ寄せが来

て、結局、自治体のやはり持ち出しだとか、単独の

負担がふえるというケースは当然、起こり得ること

だというふうに考えておりますが、この点は確認し

ておきたいと思いますが、そういうふうになる可能

性、まだはっきりしていない段階で可能性だけでと

いうことにはならないのかもしれませんが、あらか

じめやはり想定されることはきちっと抑えて事故の

対応も含めた対策が当然、練られるべきであります

から、どのようにお考えなのかお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の将来におき

ます介護保険事業の要支援に対します対応について

の御質問にお答えさせていただきます。 

 冒頭、お答えさせていただきましたように、国の

社会保障制度審議会、介護保険部会におきましての

示されております考え方については、先ほどお話申

し上げたとおりでございます。 

 その中で、今後、この地域支援事業に移行されよ

うとしております、現在、介護給付費の中で対応し

ておりますサービス、これにつきましてその部会等

の議論のやり取りの一部を見てみますと、全国一律

のサービスが提供されているということは非常に報

告の書きぶりの中を見ますと、それが実態に即して

いないのではないかと、これは財源は介護保険事業

の中で賄われるということは大枠としては変わらな

いのでしょうが、その地域性を十分に出して、実態

に合ったサービスを提供することのほうがいいであ

ろうというようなことが示されております。 

 しかし、議員と思いを共有しているわけでござい

ますが、その裏にはちょっとこういう言葉は適切で

はないかもしれませんけれども、少しでも要支援の

現在の介護保険の全体の中での負担割合を軽減した

いのかなというような思いも見え隠れしているよう

に私も感じておりますので、いずれにいたしまして

もその辺の制度のつくられ方をしっかりと見きわ

め、またそこから、そういったことから発生する財

源ももちろん、財源確保も大事でありますけれど

も、そこから発生いたします十分な介護が行き渡ら

なくなるようなことがないように、上富良野町とし

てもしっかりとその辺は状況を見定めながら、抜け

落ちることのないような仕組みにしなければならな

いと考えておりすので、これから大いに研究をさせ

ていただきたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 要支援については、今現

在、１２のサービスが受けられるという設定になっ

ております。 

 ですから、そういう意味では私は一律のサービス

の提供ができるという、そういうことを言っている

わけで、それぞれ受ける側についてはそれぞれの人

に応じて必要か必要でないか、選択しながら提供を

受けるわけですから、そういったものがやはり根本

的に地方自治体に全面的に移管になれば、やはりそ

れぞれの自治体の財力の力だとかによって変わって

くるわけですから、やはりそこをきちっと見なけれ

ばならないというふうに思います。 

 確かに各自治体において独自のサービスという点

でも横出しだとか、上乗せだとかいろいろあります

から、そういった制度も大いに取り入れながら、し

かし、やはり一定の基準のサービスがなくなってし

まうということが、介護を受ける側にしたら、また

提供する側にしても非常にやはりいろいろと課題も

出てくるのだろうというふうに思います。 

 そういう意味では、私はこの一律のサービスがあ

るからこそ、やはり要支援者の方が安心して介護が

受けられる、これが財政のあるなしによって受けら

れなくなるということは、本来の介護保険制度その

ものの意味がなされなくなるという私の判断で今、

町長の質問をしているわけで、この点はもう一度確

認いたしますが、どのようにお考えなのかお伺いし

ます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の御質問にお

答えさせていただきますが、要支援者に対します

サービスの提供体制につきましては、私は仮に今、

介護保険部会で示されておりますような考えが踏襲

されるといたしましても、この上富良野町をという

視点から見て、必要なサービスが受けられなくなっ

たり、あるいは必要なサービスがなくなるというこ

とは、私はこれはそういう現象は招くべきでないと

考えておりますし、また国としてもそういうような

支障が来すようなことは、恐らく避けていただける

ものと期待もしておりまして、米沢議員と少し見方

が違うかもしれませんが、やはり一律のサービスが

よしと理解するのか、一律のサービスだから非常に

硬直的だというふうに理解するのかということは、

これは考え方によってそういうことに至るので、ど
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ちらが云々ということは申し上げませんが、いずれ

にいたしましてもサービスがなくなったり、あるい

はサービスが低下したりというようなことだけは何

としても避けるべきだというふうに考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） これは絞り込みが始まると

いうことなのですよ、こういう制度に移行すること

によって、従来の介護制度の介護度１を要支援１に

というふうに分割して、そして１、２、３という形

になっているわけですから、もう既にこういった介

護保険制度の改正、改悪、僕たちは改悪と言ってい

るのですが、時点から今、財源の確保、社会保障が

伸びるから、やはりこういったものについて見直そ

うという、一環の中で行われている非常に危険な、

やはりことに今、進もうと私は思っていますので、

やはりそういったサービスの提供があってこそ、や

はり安心して介護が受けられて、やはりそれが力の

財力の地方自治体の力のあるなしによって、またこ

れは地方の単独の事業で独種性のあるサービスだと

いうことで、どんどん絞り込まれていくというのが

やはり一番懸念されます。 

 そういう意味では、私はこういった一律のサービ

スの提供という介護制度そのものが自由に選択でき

る、環境を整えている、これが安心感を与えている

わけですから、この枠がなくなってしまうというこ

とは、逆に不安が募るというふうに私は思いますの

で、もう一度そこの点、ちょっと明確にしていただ

きたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の御質問にお答え

させていただきますが、先ほどと重複する部分があ

るかと思いますけれども、そのサービスの提供の仕

方につきましては、私はある程度、全国一律の、要

するに全国一律の仕組みとなっているという背景に

は、私の理解では多分、給付費を計算する上におい

て、もうどこの地域であろうと同じような算定式を

用いて多分、出されているものだというようなとこ

ろから、やはりその地域の実態に応じた多少、自由

度を持たせたサービスの提供がよかろうというよう

なことが部会の中での精神かなというふうに、私な

りに理解しているところでありまして、いずれにい

たしましても最終的に利用される方が利用しづらく

なったり、あるいは支援者の切り下げになるよう

な、そういうことを避けることが私どもの責務だと

思っておりますので、またこれから制度の中身がわ

かってくるにつれまして、私どもでそういう制度矛

盾を感じるようなところがあれば、必要な発言はし

てまいりたいと考えておりますので、御理解賜りた

いと存じます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） そういう今、決められてい

る介護制度というのが、少なくても必要最小限、や

はり米沢なら米沢が受けようとしたときに、この人

に対してこれは必要最小限必要ですということの、

いわゆる審議の中で、過程の中で提供されている

サービスですから、それが壊れてしまうという可能

性が大いにあるというふうに考えていますので、や

はり要支援についても、必要最小限のサービスの環

境を整えているというのが、この制度の中身ですか

ら、それが根本的に変わるということは、町長おっ

しゃるようにあってはならないし、また、国も自治

体もそういう制度、充実するということこそ、私は

本来の行政の役割だと考えておりますので、この

点、もう一度きっちりと町長自信もいろいろな角度

から見ていただきたいと思います。 

 次に、特別養護老人ホームの問題でありますが、

これも遺族年金も含めた資産から、今後、所得にカ

ウントしようということの話ですね。 

 そうしますと今現在、生活保護受給者や住民税非

課税世帯だとか、そういう方については、いわゆる

軽減措置がとられて、いわゆる特別養護老人ホーム

に入所した場合、平均的に介護１、２当たりでは５

万円だとか、５万２,０００円だとか、そういうふ

うに低く抑えられているというのが実態なのです。 

 それはやはり、やはりあくまでも所得がどうなっ

ているかということですから、今回のは所得も含め

て持っている資産に対して、全部その課税も含めて

評価して、要するに口は悪いですけれども取れると

ころから取ってしまおうというような制度が、この

制度の中身になってきます。 

 そうしますと、やはり当然、従来、課税されてい

なかったのが課税されるというケースも生まれてく

る可能性も出てきた場合、当然、それがどのぐらい

の資産かわかりませんけれども、それを運用しよう

という話になってくるのだと思いますが、やはり払

えないという方も当然、出てくるのだろうというふ

うに思いますが、そういう心配も当然、生まれてき

ますし、何よりも取れるものから取ってしまおうと

いうような、もう非常に冷たい制度を今度つくろう

という、恐ろしい内容だと私は思うのですが、その

点は町長は今後、制度の見直しで期待されるものに

ついては大いに、要するにそういうのもあってはい

いのではないかという答弁の内容かなと思うのです

けれども、もう一度、確認したいのですが、お伺い

いたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 
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○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の特養等の負

担のあり方に対します考えのことについてお答えさ

せていただきますが、議員が今、発言していただき

ましたが、私といたしましてはその何でもかんでも

取れるところから取るのだという精神ではないと思

います。 

 やはり、これだけ社会保障費が莫大に国民の生活

を圧迫しているというような状況を直視しますと、

やはり負担能力のある方については、相応の負担を

求めていくということは、ある種、国民の中での公

平感を保つということでは、一つの考え方であろう

かというふうに理解をできるわけでございまして、

何でもかんでも、それこそ布団の下まではがして、

探してというようなことではなかろうかと思います

けれども、そこはやはり国民の世論もありますの

で、しっかりと構築されていくと思いますけれど

も、基本的にはやはり負担できる能力をお持ちの方

がふさわしい負担をされていくということは、これ

は考え方としては理解できるものだというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 従来もそういう制度で成り

立っているわけです。 

 特に、恐らくそういう制度成り立って、さらに生

活保護もそうなのですけれども、３０万円、１０万

円あったら、それは全部使いなさいというような、

こういう形なのですけれども、身ぐるみをはがれる

ような思いだということで、切り下げで今、訴訟も

起きていますけれども、そういう形でやはりどんど

ん在宅という形の執行を選択せざるを得なくなって

くるという形になってくる部分があります。 

 今回の要介護度３以上ということになれば、１、

２の方が現在、適用になっている方については、そ

れはそれとして引き続きということですが、新たに

入所したいと言っても３以上ということであります

から、当然、入所できなくなるというのが今回の制

度の中身であります。 

 やはり、先ほども言いましたが、やはり１、２で

入所されているという方は介護者の不在の方だと

か、住居問題だとか、家庭環境の問題だとかいろい

ろあるわけですから、やはりそういうところに至っ

てはきっちりとやはり入所できるような環境をつく

るということがやはり整わなければならない、やは

りそういう役割が特別養護老人ホーム担っているの

だというふうに思います。 

 確かに今、いろいろな老人向けの賃貸住宅だとか

いろいろありますが、こういった部分についても

きっちりとやはり制度を生かせるような仕組み、こ

ういった人たちがやはり安心できるような環境が提

供できるというのが現行の制度ですから、これがな

くなればそういった環境にある人がどこで暮らさな

ければならないのかということになりますよね、町

長。 

 そうしますと、認知症だとか、いろいろな形で、

やはり自宅で在宅ということでヘルパーさんに来て

もらえればいいのではないかということになりま

す。今なっているのです。だけれども、２４時間体

制では当然、誰か見守ってなければならないという

方もいますでしょうし、そういう方のやはり居住環

境が奪われてしまうということになると、非常に不

幸な状況になると思います。 

 そういう意味では今回の制度の改正は、こういっ

たものについてもやはり追い出しを図って在宅とい

う表現の差し障りのいい言葉ですね、全部、変えて

いこうというのが私は中身だというふうに思います

が、そういうことがあってはならないと思います

が、町長はどのようにお考えですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 介護を必要とされる中重度者、要介護１、２の

方々も含めて総じて申し上げますと、現在、中重度

者の方が我が町の特養につきましても入所されてお

りますが、今後、国において中重度者介護度３以上

の方を入所するようにというような方針が今、示さ

れておりますが、私といたしましては現実、当町の

上富良野町の状況からお話しを申し上げますと、要

介護度が低い方々につきましては、それぞれ多様な

施設を利用されておりまして、現在どういう介護

が、在宅介護が非常に困難であるにもかかわらず入

所ができないという実態は、当町には起きておりま

せん。 

 とりわけ、ラベンダーハイツ、病院も含めまし

て、特養につきましては必要な方が入所されている

という、まず上富良野の実態を申し上げておきます

が、国レベルのことになりますと、やはり国といた

しましても、私は国の代弁者ではありませんけれど

も、やはりさまざまな老人、あるいは高齢者、ある

いは介護を必要とする方々に適用する施設型のもの

もいろいろなものが今、取りそろえられております

ので、そういったところで吸収できるのであろうと

いう想定が一方にはあって、中重度者にというよう

な、特養は中重度者にということになっているので

はないかと思いますので、とりわけ上富良野町にお

きましては待機をされていて、非常に在宅介護で御

苦労されている実態は聞いておりませんので、上富

良野町におきましては、今の形を踏襲できるという
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ふうに理解しております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 現在、そういう方がおられ

ないだとかという問題ではなくて、私の言いたいの

は社会保障制度ですから、介護保障制度ですから、

やはりいついかなるとき、人ってどうなるかわかり

ませんよね、生活環境が変わって。そういうときに

安心して受けれるサービスがなければ、やはりそう

いったものが提供できなければならない、やはりそ

ういう制度という立場から言えば、町長がおっしゃ

るのと私が考えているのは、ちょっと町長はそれぐ

らいでいいのではないかと言うのだけれども、私は

そういうサービスがいつどうなるか、生活環境が変

わって、そこにお世話にならないとも限らないわけ

ですから、そのための社会制度であったり、給付制

度であったりするわけですから、そういう環境をき

ちんと国がやはり提供できるような環境を持つとい

う、この根本的なところをお話ししているわけで、

うわべだけの話ではなくて、やはり町長はそう思い

ませんか。 

 いつも、公平な光は当たらないけれども、町長が

言うようにサービスの今回のいろいろな紙おむつだ

とか、いろいろな給付の見直しがあるように、やは

り少なくてもそういう人たちがこの町で少なくても

安心して生活できる環境を提供するのだという思い

で、今回の見直し案という形で、その給付の見直し

だとか出てきているのだと思うのですが、そういう

ものも含めて私は本来こういう介護制度にしてもそ

ういうものだということなのですが、こら辺は町

長、納得できませんからお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の御質問にお答え

させていただきますが、社会保障制度そのもの、総

論をここで論じるような思いはございませんが、や

はり私のこの地法自治体を預かる者として、まず一

番先に目を向けていかなければならないのは、たと

えそれが議員の目からはうわべというふうに映るこ

とであろうと、やはり上富良野の実態をしっかりと

サポートしていくということがまず第一番にあるべ

き姿だというふうに思っております。 

 そして、さらにその延長上には社会保障制度全体

の中でどういうような社会保障制度が構築されてい

くかということは、必要に応じて発信もしてまいり

ますし、主張もしてまいりますが、今、議論になっ

ておりますこの特養の中重度者の対応につきまして

は、やはりそこそこで急に状況変化の中で、そこに

頼ることが一番、必要であるという方が、そこにお

世話になれないという状況だけは発生させてはなら

ないというふうに、そこは思いは共有できますが、

恐らくこれから先は私はもう予想で申し上げるしか

ございませんが、国の多分思いとしては、中重度者

を特養にというようなすみ分けをしても、そこへ至

るまでの皆さん方を放置しておくというようなこと

が頭の中にあって組み立てるものではないというふ

うに理解しておりまして、ぜひそうなることを期待

しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ぜひ、いろいろな課題が少

なくとも見えてきましたので、やはり自治体として

も要望することについてはきっちりと要望して、改

善を求めて現行をさらに充実するという方向で要望

出していただきたいというふうに考えています。 

 次に、除雪問題については、非常に非課税世帯だ

けという形になっておりますけれども、今回、見直

しで所得制限に対しても一定の給付をするというこ

とで出てきているということを考えれば、非常にバ

ランスの悪いもので、一方では所得がある方に対し

ても給付するだとか、その内容によって違うのだと

いうことになるのかもしれませんけれども、北海道

は特に冬場、やはりお年寄りが一番やはり心配して

いるのは雪なげだとか、そういった部分なので、少

しでもやはり安価で提供できるように、この点もう

一度、廃止すべき、所得制限の廃止をすべきだと思

いますが、この点お伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の除雪サービスに

関します御質問にお答えさせていただきます。 

 冒頭、村上議員からの御質問にありました福祉制

度のサービスの充実のときにお答えさせていただい

ておりますが、この私は除雪サービスと前段申し上

げました、そういった医療、あるいは身体的なハン

ディ、そういったものに対する手だてと除雪サービ

スのように民間の事業者でサービス提供が必要に応

じてなされているものにつきましては、やはりこれ

は負担能力がおありの方については、そういうサー

ビスを利用していただくことが、これは町民の公平

感からいっても何も違和感のない仕組みであろうと

いうふうに考えておりますので、さきに申し上げま

した介護だとか、医療だとか、そういったものとは

切り分けて考える必要があるというふうなことで見

直しを考えていないところでございますので、ぜひ

御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ぜひ見直しをしていただき

たいと思います。 

 次に、障がい施設の仕事の確保なのですが、今、
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障がい者の自立支援に基づいて、仕事を確保すると

いうことが当然のように自治体にはなってきており

ます。 

 自治体においては、それぞれいわゆる公園の清掃

を委託するだとか、いわゆる封筒の開閉の作業をす

るだとか、広報の部数の整理をするだとか、いろい

ろな形で取り組みがされております。 

 そういう意味では、もっと上富良野町においても

５３０万の目標を先般ということで、近々、つい最

近だと思うのですが立てたと思うのですが、それも

非常に大事ですが、総合的にどうやはりそういう仕

事を確保できるかというところを、やはり位置づけ

た障がい者支援という形の確保が必要になってきて

いると思いますが、この点、よりやはり問題を掘り

起こしながら、環境を整える必要がまだまだ私はあ

ると思いますが、この点お伺いしておきたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の障がい者就

労支援に関します御質問にお答えさせていただきま

すが、最初の答弁の最後のほうで述べさせていただ

いておりますけれども、今後、町行政だけでなく

て、町民の皆さん方の日常生活の中でもサービスを

提供していただく措置があれば、ぜひ求めようとい

うことで広報等を通じてというふうにお答えさせて

いただいたところでございますけれども、全く今、

議員が御発言になったとおり、思いは全くその通り

でございまして、行政の内部においても今回は５３

０万円ということでおかさせていただいております

けれども、さらに各課には掘り下げていろいろサー

ビスを提供していただくような事案がないかという

ことを指示もしてありますので、これは本当にサー

ビスを提供する側が長期的に安定して仕事がしてい

ただけるようなことには応援してまいりたいと考え

ておりますで、御理解賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ぜひその点、進めていただ

きたいと思います。 

 次に、体罰についてお伺いいたしますが、非常に

残念なことです。確かに、保護者等の対応等につい

ても速やかに対応されているかというふうに思いま

す。 

 ただ、やはり先ほども言いましたが、これは戻す

ことを、元のように戻すことは当然できません。恐

らく、子どもさんの保護者に対しても心のどこかの

傷として残っているのかなというふうに思います。 

 やはり、過去にも当然、体罰があったということ

の報告でありまして、いろいろと周りのお母さん、

お父さん方からの情報を聞きますと、６月ぐらいの

段階ではなくて、もう去年あたりから多少のいろい

ろな芽があったのではないかという話が出ておりま

す。きっちり確認したわけではないですから、根拠

はない話になるかというふうに思いますが、しかし

保護者の方たちはそういうふうに見ております。 

 そうしますと、やはりそういったものが小さいう

ちにやはり何でも摘んでおかなければ、今回みたい

に大きなやはり問題として発生するということは当

然、あり得ることだったというふうに思いますが、

この点について学校教育現場について、そういった

芽があったということがこれ以前にも、６月以前に

もそういう話はされていなかったのかどうなのか、

この点、まず確認しておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ４番米沢議員の御質問に

お答えいたします。 

 米沢議員、冒頭の御質問の中で前年度の体罰に対

する、２４年度の調査結果のアンケート調査の関係

のお話しをされておりましたけれども、結果とし

て、そのアンケート調査については子どもと保護者

から２４年度において体罰があったかというアン

ケート調査を実施しましたけれども、その中での調

査結果においてはそのようなことがなかったところ

であります。 

 また、小さな芽は早いうちに摘むというような部

分に対しましては、何事についてもそのような努

力、あるいは学校としてのそういうチェック機能が

必要だというふうに考えているところであります。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 今後の取り組みという形

で、７項目にわたって報告もされております。 

 いずれにしても、そういったことをやはり教育委

員会としても当然のように問題を整理しながら、や

はり対処するということは絶対、もう必要になって

きているのかなというふうに思います。 

 今後、そういうものも含めて十分にチェック体

制、あるいは教職員同士の互いの指導方法のあり方

を検討しながら、情報も検討しながらそういった未

然に防ぐというような報告もされておりますが、起

きたことを責めるという立場では僕はありませんけ

れども、ただやはりそういった教訓を生かして次に

我々は何を子どもたちや地域に還元して、やはり教

育という立場から地域に根差した教育力を高めるか

というところにも、当然、つながっていくわけです

から、この点、もう一度、今後の対応も含めて教育

長としての今回の課題、問題点というのはどういう

ものだったということを改めて、今後の対応につい

ても含めてお伺いしておきたいと思います。 
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○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ４番米沢議員の御質問に

お答えいたします。 

 今回の体罰という案件については、当然、学校に

対しての皆様への信頼を裏切る行為であります。こ

のことは、二度も三度も当然、続けば学校の信頼は

当然、失墜しますし、そんなところに子どもたちを

預けておけないというのは当然のことであります。 

 そのようなことがないように、体罰にかかわら

ず、いわゆるコンプライアンス、法令順守、このほ

かにも交通安全、公金の取り扱い、わいせつ、セク

ハラ等々、コンプライアンス事案がたくさんあるわ

けであります。 

 これら信頼を損なうような行為がないように、指

導の徹底もしていく考えでありますし、あわせて先

ほどお話しいたしました研修計画の中では、これら

の要素全て網羅した中で、それぞれの学校において

指導を徹底していくというような考え方でおります

ので、御理解を賜りたいと存じます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、４番米

沢義英君の一般質問を終了いたします。 

 次に、９番岩崎治男君の発言を許します。 

○９番（岩崎治男君） 私は、次の３項目について

質問をいたします。 

 最初に、上富良野物産館(物産店)の設置について

質問いたします。 

 近年、国内はもとより、海外からの観光客や農業

研修生の入り込みが増加しております。上富良野産

の特産品など、どこに行けば買えるのか尋ねられる

ことがあります。町特有のお土産品など、展示販売

する上富良野物産店を早急につくるべきと考える

が、町長の考えを伺います。 

 次に、２項目め、上富良野小学校の建設につい

て、上富良野小学校の改築工事が着工され、皆さん

の待望がかなうこととなったのであります。校舎解

体、新校舎建設の進行状況はどのように進められて

いるかお伺いいたします。 

 明年、平成２６年７月には完成する予定というこ

とでありますが、計画どおりの作業手順で進んでい

るのかお伺いいたします。 

 次、３項目め、工事現場での騒音・消音対策は、

上富良野小学校建設には地区住民はもろ手を挙げて

賛同し、理解を示しているところであります。 

 しかし、地元住民に工事説明はなかったわけでは

ございませんが、予想以上の工事音が外部、近隣の

住宅まで聞こえており、騒音・消音対策をどのよう

に考え、工事を進めているのか、町長の考えをお伺

いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番岩崎議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの物産館の設置に関する御質問に

お答えさせていただきます。 

 議員の御指摘のとおり、本町の特産品がどこに行

けば手に入るのか、あるいは食べることができのか

とのお話しは、私もたびたび耳にするところであり

ますが、ここ数年、観光協会を初めとする関係機関

の皆様の御努力によりまして、地域情報の発信とし

てはインターネット媒体や観光パンフレット等の紙

媒体、さらには観光シーズンに開設いたします町内

３カ所、これは駅舎と深山峠、さらに見晴台の観光

案内所での御案内など、発信内容の充実が図られて

きているものと認識をしております。 

 また、農産物の直売所につきましても、既に取り

組みの実態も見られ、特産品などを展示販売する物

産館の建設につきましても、物産館は特産品の販売

のみならず、地域情報を発信する場として大変、有

効な施設であると認識しており、今後、観光振興計

画の戦略プラン等の具体策の検討やその実践などを

通じて、施設の整備に必要な環境が整い、さらには

民間事業者や関係機関による機運の成熟度が高まっ

てきた際には、十分な検討を加え、適切に判断して

まいりたいと考えておりますので、御理解賜りたい

と存じます。 

 いずれにいたしましても、町といたしましては今

後も関係機関との連携を、より一層深め、情報発信

力と誘客の向上に努めるとともに、四季折々の自然

景観や農畜産物など、町の魅力を内外に効果的に発

信し、観光振興を図ることにより、地域経済の振興

発展に努めてまいりますので、御理解を賜りたいと

思います。 

 次に、２項目めの上富良野小学校建設に関する御

質問にお答えいたします。 

 上富良野小学校の改築工事は、本年４月発注の１

線校舎解体と仮設校舎建設を初めとして、７月から

は建築主体工事、電気設備工事、地中熱設備及び空

調設備工事、衛生設備工事の４工種区分により平成

２６年度中の竣工、引き渡しを目指して進められて

おります。 

 校舎部分につきましては、先行して引き渡しを受

けることとしていることから、来年の夏休み期間中

に引っ越しを行い、２学期からは新校舎において授

業を行う予定となっております。 

 現在、建築主体では基礎、型枠工事を、地中熱設

備では全４４本のボーリングのうち、現在、十五、

六本目を掘削中でありまして、全体計画の約１０％

の進捗率となっております。 
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 新校舎に引っ越した後、体育館を除く旧校舎は全

て解体し、駐車場や通路、前庭などの外構工事を行

い、平成２７年までには全ての工事を完了する予定

となっております。 

 多くの工種と工程を管理する工事管理は、専門技

術員を要する設計事務所に委託し、計画工程に支障

がないよう、町の工事監督員のもとで、月２回の関

係者全体の定例会議を行うほか、随時、工種別打ち

合わせが実施されているところでありまして、今後

とも計画に基づいて工事が進むものと考えていると

ころであります。 

 次に、３項目めの工事現場での騒音・消音に関す

る御質問にお答えさせていただきます。 

 上富良野小学校の改築工事は、仮設校舎による対

応を最小限度に抑制し、現存校舎を使用しながら同

一敷地内で建設工事を行う方法を採用しておりまし

て、周辺地域や学校授業に支障が出ないよう、騒音

を抑制する工法を用いております。 

 また、遮音を兼ねた仮囲いにつきましても、高さ

を３メートルとして対策を講じております。特に、

５月下旬から初めました１線校舎の解体に際しまし

ては、大きな作業音が発生するため、防音シートで

作業部分を囲み、外部に漏れる騒音を最小限度とす

るよう配慮しながら、実施したところであります。

一定レベルの静穏施行が実施できているものと思っ

ていたところであります。 

 しかし、先般、周辺住民から騒音が気にかかると

の声が寄せられたことから、周辺住民の皆様への聞

き取りを行うとと同時に、周辺居住地域で騒音調査

をいたしましたところ、騒音基準は満たしておりま

したが、継続的な機械の作動音が大変、耳障りに漏

れ聞こえていることを確認したところであります。 

 発生源は、地中熱ヒートポンプシステムの工事に

よるもので、地下ボーリングにより発生しているも

のであったことから、今後も本年１２月下旬まで掘

削工事が続くため、早急な対策が必要と判断したと

ころであります。 

 音源につきましては、掘削機械や周辺機器の動力

と掘削先端部が固い地盤とこすれ合う音が機械全体

を振動させて発生しているものであり、機械自体の

消音は困難であるとの見解から、次善の策として外

部への遮音方策を検討したところであります。 

 早急の対策といたしまして、音が漏れる可能性が

ある仮囲いの隙間を点検、改善するとともに、接合

部の隙間が共鳴振動によって別の騒音発生源となら

ないよう、パッキンの埋め込みを行い、また仮囲い

上部からの漏れを軽減するため、住宅に面した部分

につきましては防音シートを１メートル継ぎ足し、

遮音の高さを４メートルとしたところであります。 

 今後は、この遮音効果を確認、検証するととも

に、さらなる改善の余地を探っていくほか、周辺住

民の皆様への工事状況等の周知や状況の聞き取りを

行い、工事見学会の開催も検討するなど、御理解と

御協力のもとで施工してまいりたいと考えておりま

す。 

○議長（西村昭教君） 再質問については、昼から

の会議にしたいと思います。 

 暫時昼食休憩といたします。 

 再開は、午後１時といたします。 

────────────────── 

午前１１時５６分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 午前中の岩崎治男君の再質問から再開いたしま

す。 

 ９番岩崎治男君。 

○９番（岩崎治男君） 先ほどの物産館の設置及び

内容について再質問をさせていただきたいと思いま

す。 

 町長は、先ほどの答弁の中で観光協会を初めとす

る関係機関の観光パンフレット等、こういったもの

は観光シーズンに開設いたしている町内３カ所、申

し上げますと駅舎の建物、それから深山峠、見晴台

の観光案内など、発信内容の充実が図られているも

のと認識しているという答弁でございまして、これ

は私らも認識しているところでございますけれど

も、物産館を建てるに当たりまして、その中身のこ

とをちょっとお話ししますけれども、上富良野物産

館の設置につきましては、ここ上富良野町役場の入

り口、表玄関は町の顔であります。この場所に地区

情報発信コーナーと称して、ガラス製のウィンドウ

がありまして、上富良野の特産品がずらりと並べあ

るわけであります。私は、役場の朝出勤、帰りなど

はここを楽しみにしていながら通っているところで

ございますけれども、ちなみにここにはどういうも

のがあるかというと、「あなたとつくりたい上富良

物語」と書かれておりまして、ラベンダーオイルや

香水、それから後藤純男画伯の十勝岳連邦をおもて

にラベルに張った丸ごと上富良野ビール３３０ミリ

リットルなど、それからそのほかにラベンダーの香

り袋、エッセンシャル、農産加工品では四釜さんの

トマトと書いてある表のラベルです。それから新品

種はるゆたかの小麦粉であるとか、手延べ冷や麦な

どの逸品がずらりと展示されているわけでありま

す。 

 また、上富良野の丘をあしらったホワイト牛乳の
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アイスクリームには皆さんのところにお届けします

というような注釈書もありますけれども、これらの

上富良野町内で開発されたものが展示されているに

もかかわらず、どこに行って買い求めたらいいかと

いう、もう一声がないわけでございまして、これは

眺めるだけしか考えられませんので、これは指摘で

はなくて改善したらいいなというふうに思っている

ところでございます。 

 こういったものも、この役場の表玄関に陳列する

のも方法でございますので、これを買い求められる

ような物産館の建設が必要と思い、発言していると

ころでございます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番岩崎議員の御質問にお

答えいたしますが、役場の玄関のロビーといいます

か、風除室のところに展示をさせていただいており

ますショーケースが置いてあります。そこに、町の

特産品等が展示させていただいておりますけれど

も、そこは販売をこういう促すためのような思いで

はなくて、こういったものが町内にありますよとい

うような、そういうＰＲが主目的でございまして、

議員お尋ねのようなどこに行けば求められるという

ような表示はしておりません。それらについては、

必要であれば観光パンフレット等を皆さんの目に触

れやすいようなところに置くとかというような工夫

はできますでしょうが、これはどこのお店行って求

めてくださいというような表示は、あの展示ショー

ケースの中ではちょっと難しいかなということで、

他の方法をもってそういう商品喚起をすることは可

能かと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ９番岩崎治男君。 

○９番（岩崎治男君） 再々質問しますけれども、

町長から答弁いただいたように、ここは販売するお

店ではないということは重々承知しております。 

 これらを買い求められる、そういったＰＲの簡単

な方法を今後、考えていただいて、よそから来た人

もわかりやすいお買い物ができるような方策を考え

ていただきたいと思いますし、この物産館について

は富良野沿線を見渡すときに、道の駅のある南富良

野とか、美瑛とか、芦別については、もちろんこの

物産館としての役目を果たしているわけでございま

すが、うちの町はそういった今のところ道の駅と

いったような建物はございませんけれども、やはり

国道沿いに自分の考えとしては今、言ったようなも

のを並べて、さらに軽四の販売とかというのを個人

単位で今、１週間か１０日に１回、農産物を販売す

るコーナーを設けているようでございまして、そう

いったものとの連携したものができればいいなとい

うふうに思っているところでございますし、４月の

町長と住民会長さんの懇談会の中でも、よそから来

た人に上富良野の町民として、おもてなしの心を

持って対応するべしというようなことで対話を持っ

ているようでございまして、これらのものをつくれ

ばおもてなしにも大きく貢献できるのではないかな

というふうに思っているわけでございまして、そう

いったことで先ほど来、町長は観光振興計画の戦略

プラン等とか、民間事業や関係機関における機運が

深まった際には適切な判断をするということで、答

弁されておりますが、この上富良野物産館は早期に

つくりまして、皆さんが楽しく情報交換しながら、

上富良野の特産品をお土産としてお持ち帰れるよう

な、そんな場所を早急につくっていただきたいとい

うことで、もう一度伺います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番岩崎議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 物産館等の設置についてでございますけれども、

私も冒頭の答弁で申し上げておりますように、物産

館というようなものがあるということに対しの意義

は議員と思いを共有するものでございます。 

 ただ、器があれば、あるいは物があればいいとい

う、そういう単純なことで事は運ばないのかなと、

申しますのはやはり、例えば大きな幹線道路の縁に

所在します道の駅等、それらについては方々に今、

設置がなされておりまして、そういった方々の道の

駅等の運営等についても非常に苦慮されていると、

御苦労されているというような実態も私どもとして

は耳にするところでございまして、とりわけこのこ

ういう冬期間、非常に夏と冬のギャップが大きい地

域においては、そういった施設を設置して、そして

物販、あるいは食事の提供等も想定いたしますと、

一度設置しますと、これはどういう状況になろう

と、事業主体がどこになるかは別としても、非常に

なりわいとしてそれを維持していくということは、

やはり避けて通れませんので、そういったことを考

えると、本当に行政も、さらには観光事業者も、さ

らに町民みんなが地域として必要であるし、支えて

いこうという、そういう機運がやはり成熟してこな

いと、器を用意して、ここを利用してくださいとい

うわけには、議員もそんな単純なことでお尋ねして

いるのではないとは思いますけれども、いずれにい

たしましてもそういう機運がやはり醸し出された上

に、町民総意でそういうものをかまえていくという

ことで、やはりその下地の基盤づくりがまずなされ

ていかないことにはまずいなというふうに思ってお

りまして、そういう雰囲気を醸し出していく努力は

町として当然していかなければならないと考えてい
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るところでございます。 

○議長（西村昭教君） ９番岩崎治男君。 

○９番（岩崎治男君） ２項目めの校舎の建設につ

いてということで再質問したいと思いますけれど

も、旧校舎の基礎コンクリートの取り除きも終了し

て、新しい基礎が造成中とのことであります。 

 それで、ちょっと技術的なことになりますけれど

も、安心・安全を確保するためにちょっとお尋ねし

ますけれども、旧校舎が取り壊されたわけですけれ

ども、新しい校舎の基礎として予定されている杭の

長さとか本数とか、そういうものがわかれば、これ

は耐震強度にも大いに関係してくるのでお伺いした

いと思いますし、またヒートポンプ、私どももあち

こちの学校や去年は消防署ですか、見学をしながら

ヒートポンプについて勉強させていただいていると

ころでございますけれども、これは新しい熱利用の

設備としてこれから脚光を浴びるものとして期待す

るところでありますけれども、これらのヒートポン

プはきょうの答弁書を見ると４４本打つのだという

ことでありますけれども、確認しますけれども杭は

４４本でいいのか、それが十五、六本が今、打たれ

ているということで、それらの水源の量とか、それ

からこの水の温度はどれぐらい今、確保されている

のかということで、ちょっとお尋ねします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番岩崎議員の上富良野小

学校の建設に関します御質問にお答えさせていただ

きます。 

 校舎の工事の進捗状況については、冒頭、お答え

させていただきましたように、おおむね１０％の進

捗率でございまして、現在、基礎工事の本体工事に

つきましては基礎工事がまさしく今、佳境に入って

いるところでございます。 

 一方、地中熱につきましては、４４本のボーリン

グを予定しておりますが、今、１５本、ないし１６

本目が行われているというふうに思っております。 

 お尋ねの杭の基礎杭の長さ、それらについては担

当課長がおりますのでお答えさせていただきます。 

 それと、その地中熱のボーリングについては、

水、あるいはお湯、そういったものを置きかえして

掘るわけではございません、熱交換をする、そうい

う仕組みのものでございまして、それらについても

一般的なお答えになるかと思いますけれども、担当

課長のほうから少し御説明させていただきます。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） ９番岩崎議員から

の御質問にお答えいたします。 

 まず、基礎杭の構造について御心配だということ

で、基礎的なことからもお話ししたいと思っていま

す。 

 今回、建設します上富良野小学校の構造体につき

ましては、３階建ての鉄筋コンクリート造になって

おりまして、当然、基礎に対する安定性を保つため

に基礎杭を打ってございます。 

 基礎杭の本数につきましては合計で１０８本、そ

の上に支える構造物の重量とか、基礎構造のはりの

部分、要所によって太さが違うものを使ってござい

ます。長さは全て１５メートルで、岩盤の支持層に

到達することが確認されております。長さは１５

メートルのものを使ってございます。 

 まず、３階部分の一番荷重のかかる部分につきま

しては、直径７００ミリ、７０センチのコンクリー

ト杭を使っておりまして、これが３４本。続きまし

て、ほかの構造体のうち荷重が比較的少ない部分、

これが６００ミリ、直径６０センチのコンクリート

杭を７０本打ってございます。 

 あとは、体育館との接する部分の廊下、ここは１

階構造で荷重が少ないということで３００ミリ、３

０センチの杭を４本打ってございます。以上の１０

８本ということになっております。 

 続きまして、ヒートポンプの設備として、今現

在、施工してございますボーリング、掘削作業に伴

うものですけれども、最終的に運用時点では４５本

の掘削溝を熱交換に使います。このうち、１本につ

きましては昨年、設計に際しまして試掘した穴１本

を使いまして、ことし４４本、新たに打ちます。運

用時点では４５本で運用することになっておりま

す。 

 穴の構造ですけれども、直径２５０ミリ、２５セ

ンチの穴を掘削、１００メートルの深度になります

けれども、掘削をいたしまして、町長が先ほど説明

ありましたとおり、温水をくみ上げて使うというも

のではありません。その掘削溝に熱交換のパイプ、

Ｕ字型のものを１００メートルの中に納めまして、

その中で冷たくなった熱媒体といいますけれども、

不凍液を循環させて、地中で温めてヒートポンプシ

ステムのほうに送り込むという、熱を採取する施設

になってございます。 

 このパイプの中の試験、昨年、熱応答試験といい

ますけれども、どれだけ安定した熱、冷たいものを

地面に送りますので、その冷たいもので地面が冷え

切ったままにならないかどうか、ほかから熱が供給

されて安定した熱源となるかどうかの試験を行って

ございます。 

 昨年の試験では１１度の冷媒熱交換溶液を送りま

して、２５度で回収する安定した熱源であることが

確認されておりまして、これを使った熱源として

ヒートポンプを運用するという形になってございま
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す。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ９番岩崎治男君。 

○９番（岩崎治男君） 大変、懇切に内容を御説明

いただきましてありがとうございます。 

 この地中熱のヒートポンプシステムですけれど

も、これは大変、魅力のある施設ということで私た

ちも基調講演の中で伺ったわけでございまして、今

後とも期待をしておりますので、また順次、その成

果が上がったときは私たちにも報告願って、みんな

で理解しながら、この小学校の校舎がよくなること

を期待しております。 

○議長（西村昭教君） 再質問、ございませんか。 

 ９番岩崎治男君。 

○９番（岩崎治男君） 三つ目の工事現場での騒

音・消音の対策について再質問したいと思いますけ

れども、上富良野小学校校舎改築工事は、付近の住

宅に住む方々にとっては騒音公害であるというよう

なことでございまして、今の答弁では大きな作業音

が発生していかのように防音シートで作業部分を囲

み、外部に漏れる騒音を最小限とする配慮をしなが

ら実施したところであるといったところでございま

して、私も現地を見まして、現地の監督さんとも

少々表で話しをする機会がありましたけれども、一

生懸命努力されているなといふうには感じましたけ

けれども、地元の地区の住民にとっては今までな

かったような騒音が発生しているというようなこと

でございまして、防音シートなども鉄の鉄板の上に

張ってあるのも確認しましたけれども、町のビルな

んかの場合も、まだまだ大きな騒音が出るわけです

けれども、あれが二重になっているですね、鉄板の

内側にそういうものを吸収する二重構造の内側にも

そういう求心力のあるものを張った材質のものを

使っているから、外に漏れが少ないのだと、この鉄

板だけだからやはりおおきなコンクリート壊しは終

わったのだけども、まだまだそのボーリングは１２

月まで打つのだけれども、それが石なんかにぶつか

ると極端にひどい音も出ますよと、そういう正直な

お話も聞いてきました。 

 地元の方々のお話しも聞いていると、いつそれが

来るかわからなくていると役場さんや監督さんとも

話をしたのだと思いますけれども、時間帯をずらし

てそういう音の出る工事を試みたのだけれども、や

はり時間帯をずらしても仕事とか、通勤とかで、そ

の時間を家を空ければいいのだけれども、できない

ので、余り時間のずらしが効果を出たというような

答えにはなっていないのだということでございまし

て、今後ともこれからもうしばらく続くので、我慢

していただくのが当然と私は思いますけれども、地

元の住民との対話を持って、もっともっと消音に対

策に努力していただきたいと思います。考えありま

したらお願いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番岩崎議員の上小の工事

にかかわります防音・消音につきましての御質問に

お答えさせていただきます。 

 周辺の住民の皆さん方に非常に耳障りと申しま

しょうか、気になる音が発生しておりまして、それ

らによって大変、御苦労かけているという実態はご

ざいます。 

 先ほどお答えさせていただきましたように、その

発生源が何であるか、どこであるかというようなこ

とも特定できておりまして、今、議員のほうからお

話しがありましたように仮囲い、あるいは防音シー

ト等だけでは解決吸収できないような部分につきま

しては、今、私も現場を承知しておりますけれど

も、発生減の機械そのものの周辺で対応を講じると

か、あらゆる選択肢を持ちまして、周辺の住民の皆

さん方に苦痛感を与えないように、数値上のもので

申し上げますとクリアはできておりますけれども、

私はやはり体で感じる、感じ方が最大でありバロ

メーターであろうというふうに思っておりまして、

ましてやこれから夜、日が短くなってきている中

で、夕べの団らんのひとときを不快な思いを与える

ようなことはないように、あらゆる現場の工事関係

者等、ともども事を軽減するような方法を講じてま

いりたいと思いますし、それをして初めて工事がで

きるというふうに考えておりますので、とりわけ周

辺の住民の皆さん方の実態をよくお聞きしながらこ

れからも工事を進めてまいりたいというふうに考え

ておりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 以上をもちまして、９番岩崎治男君の一般質問を

終了いたします。 

 次に、１０番中澤良隆君の発言を許します。 

○１０番（中澤良隆君） 私は、さきに通告いたし

ました２項目について質問させていただきます。 

 まず、１項目めの介護保険制度の改正の取り組み

についてお伺いします。 

 このほど国においては、社会保障改革のプログラ

ム法案、いわゆる医療、介護、年金の制度見直しが

閣議決定されました。現在は、閣議決定された段階

であり、正式な法案になるにはまだ先のことではあ

りますが、介護保険財政の状況等を考えると社会保

障改革国民会議から報告された改正案の方向に向か

うであろうことは明らかだと考えます。 

 私は、これらの改正の方向はますます市町村ごと

の格差を生み、地方自治体の高い福祉力が求められ
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ることになってくると考えます。多くの方が要介護

状態になっても、可能な限り住みなれた町で、住み

なれた自宅で生活をし続け、自分らしく生き続ける

ことを望んでいます。 

 これらの思いに応えるためには、先を見通したい

ち早い対応と対策を講じるべきだと考えます。その

ことが、町長が常々言われている住んでいたよかっ

たと実感することができる福祉の充実した町に近づ

くことになると考えています。 

 そこで、介護保険制度の改正について町の取り組

みに対する姿勢や対応策について質問をさせていた

だきます。 

 まず、改正点の１点目の要支援１、２と認定され

た方を保険給付の対象者から切り離し、市町村事業

の地域包括推進事業に移行するとのことであります

が、介護の必要度の低い段階から社会全体で高齢者

を支え、進行を防ぎ、自立を促すことが介護保険制

度の目的の一つであったと受けとめておりました

が、もしこの方向に改正されるとしたら、私たちの

町にも大きな影響があると考えます。 

 スピード感のある取り組みをお願いしたいと思い

ます。そして、介護保険から切り離された際のサー

ビス提供者として期待されているのは、ＮＰＯやボ

ランティアであります。我が町のＮＰＯ法人、ボラ

ンティアの現状とＮＰＯ組織やボランティア活用の

活性化が必要になると考えますが、町の取り組みに

ついて伺います。 

 次に、２点目の特別養護老人ホームの入所要件が

要介護度３以上の案となっていますが、ラベンダー

ハイツに現在、入所している方の要介護別人数と、

また特別養護老人ホームへの入所を希望している方

の人数、その介護度別内訳をお伺いいたします。 

 さらに、要介護度が３以上になることにより、ラ

ベンダーハイツの運営にどのような影響があるのか

をお伺いいたします。 

 次に、自己負担の率が一定以上の所得がある方に

ついては現在、一律１割負担から２割負担に引き上

げられる改正案となっていますが、介護保険サービ

スを受けている方の所得階層をお伺いいたします。 

 今回、示されている改正案は、ますます施設福祉

から在宅福祉重視へ移行することになると思いま

す。住んでいてよかったと実感できる、福祉が充実

した上富良野町にするための在宅福祉メニューや

サービス提供の体制は十分かお伺いをいたします。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 今、町においては健康な町を宣言するよう準備が

進められてきていると承知をしています。全ての町

民の方々が健康で心豊かに生きがいのある人生を過

ごしていただくことは、私たちみんなの願いであ

り、上富良野町が名実共に健康の町にふさわしい町

になることを強く望んでやみません。 

 また、つい先日、２０２０年夏季オリンピック、

パラリンピックが東京で開催されることに決定しま

した。ともすれば、閉塞的な空気の漂う昨今の日本

で多くの人々に勇気と力を与えてくれました。そし

て、それを機に社会全体が上昇機運で前進すること

を願ってやみません。 

 また、せっかくのチャンスであります。我が町も

オリンピックというビックイベントの機会を生か

し、産業や観光振興など、知恵を結集した中で上富

良野町発展のチャンスになるよう努めなければなら

ないと考えます。 

 東京オリンピック、パラリンピック開催が決定し

た記念の年に我が町が健康の町宣言をすることにな

るとすれば、この宣言はより意義深く、意味のある

ものになると思います。 

 質問に入りますが、私は健康の町宣言が単なる一

過性のパフォーマンスであってはならないと考えま

す。ぜひ、宣言をする以上、行政と住民が一体と

なって共通の目標、健康の町宣言に取り組み、最大

の成果を挙げるものになるよう心から願っておりま

す。 

 ここで順を追って町長に質問をいたします。 

 １点目、健康の町を宣言しようとするに至った経

緯といつ、どんな方法で宣言しようと考えているの

か、現時点でのお考えを伺います。 

 ２点目、健康の捉え方にはいろいろあると思いま

すが、健康の町宣言の健康の定義についてお伺いい

たします。 

 ３点目、宣言することにより、どのような効果を

期待しているか伺います。 

 ４点目、みずからの健康はみずからが健康を確保

するということが基本だと考えておりますが、住民

と行政との役割分担をどのように考えているかお尋

ねをいたします。 

 ５点目、宣言を行う上で行政の横の連携が重要だ

と考えていますが、保健、福祉、医療、教育等を担

当する部署との連携策をどのように進めているか伺

います。 

 ６点目、今まで町では昭和３８年青少年健全育成

都市宣言、同じ年に交通安全都市宣言、昭和５２年

には青色申告と諸税完納の町宣言、昭和６２年暴力

追放の町宣言と防犯の町宣言、平成４年には米と主

要農産物需給確率の町宣言を行ってきています。 

 しかしながら、時を経ることにより、当時、町民

と思いを共有した中で宣言してきたものが、それぞ

れの思いを忘れかけてきていることは事実ではない

でしょうか。 
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 これを機会に宣言当初の初心に戻り、現状に合っ

た見直しを行い、その時々に熱い思いで宣言をした

ことを重く受けとめ、踏襲し、継続していくことが

必要と思いますが、町長の受けとめをお聞きしま

す。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの介護保険制度の改正に向けた取

り組みに関する３点の御質問にお答えさせていただ

きます。 

 社会保障制度改革のプログラム法案骨子に示され

た内容等は、さきの議員にも御答弁させていただい

たとおりであり、介護保険制度につきましては改正

の実施時期が平成２７年度を目途と示されておりま

す。 

 制度の具体的な見直し等につきましては、現在、

国において議論がなされている最中でありますが、

社会保障制度改革国民会議の報告に沿った内容で、

プログラム法案の骨子が示されておりますので、こ

のような方向で体制が進められていくものと受けと

めております。 

 そのようなことから、国が実施時期と示している

平成２７年度は第６期の介護保険事業計画のスター

トの年となりますので、今後、具体化される改正内

容を踏まえた計画策定が求められるものと考えてい

るところであり、国の動向等を見きわめながら、い

ち早く準備を進めてまいりたいと考えております。 

 １点目の要支援１、２の市町村事業への移行につ

いてでありますが、これまでのサービス内容の低下

を来さないよう、地域支援事業や在宅福祉推進事業

の充実とあわせて、地域全体で支え合う仕組みづく

りが重要と考えており、そのようなことから議員御

発言のとおり、ＮＰＯやボランティアの活用は重要

な課題と受けとめております。 

 現在、本町には社会福祉協議会にボランティアセ

ンターが設置されているほか、高齢者福祉を主な活

動としているＮＰＯ法人が１団体あり、それぞれ御

尽力いただいているところであります。 

 また、社会福祉協議会では、社協の指定訪問介護

サービスの契約を締結している利用者を対象に、日

常生活に必要な家事支援等を行うまごころサービス

事業を実施していると伺っておりますので、このよ

うな事業が地域全体の事業となるよう社会福祉協議

会とも議論を深めてまいりたいと考えております。 

 次に、２点目のラベンダーハイツの入所状況等に

ついてでありますが、入所に関しましては、指定介

護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準

において、介護の必要の程度及び家族等の状況を勘

案し、サービスを受ける必要性が高いと認められる

入所申込者を優先的に入所させるよう努めなければ

ならないと定められております。 

 本年９月１日現在における入所者は４９名で、介

護度別の人数は要介護２が２名、要介護３が１６

名、要介護４が１２名、要介護５が１９名でありま

す。 

 また、特養入所待機者数は３０名で、その内訳は

他の施設に入所されている方が１６名、病院入院者

が９名、在宅で各種サービスを利用しながら、介護

者の支援を受けておられる方が５名という状況にな

ります。 

 介護度別では、要介護１が１名、要介護２が２

名、要介護３が９名、要介護４が１１名、要介護５

が７名となっております。 

 このように、現状におきましてもほとんどが要介

護３以上という状況にありますので、入所条件が要

介護３以上となった場合であっても、ラベンダーハ

イツの運営上、特に大きな影響は想定をしていない

ところであります。 

 次に、３点目の高所得者の利用負担の引き上げ等

についてでありますが、現在、国において議論され

ている引き上げ対象の基準からみますと、おおむね

介護保険料の６階層の一部及び７階層以上と想定さ

れます。 

 本町における７階層以上の方は８６名であり、こ

れらの方々のうちサービスを利用されている方は３

名という状況になります。なお、所得階層別のサー

ビス利用状況は、第１階層で１９名、第２階層で１

７４名、第３階層で７６名、第４階層で１２６名、

第５階層で３８名、第６階層で６名、第７階層で１

名、第８階層で２名となっております。 

 次に、２項目の在宅福祉の充実についてでありま

すが、住みなれた地域、住みなれた我が家での暮ら

しは誰もが望むものであり、在宅福祉サービスの充

実は極めて重要な課題と受けとめております。 

 本町におきましては、２４時間の訪問介護以外の

サービスにつきましては、各事業所などの御協力を

いただきながら、一定の供給体制が確保できている

状況にあると認識しております。 

 また、平成３年度より先進的な取り組みとしてス

タートした高齢者地域ケアモデル推進事業のサービ

スメニューが、現在の在宅福祉事業に受け継がれて

きており、現在においても多くの高齢者を中心に御

利用をいただいております。 

 今後は、市町村へ移行される予定となる事業の

サービス内容とあわせて、これら在宅福祉事業など

につきましても、必要な見直しや充実を図っていか
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なければならないと考えております。 

 いずれにいたしましても、介護保険制度を含め、

議論が進められております社会保障制度改革に多く

の国民の理解が得られ、安定して持続可能なものと

なるよう私も期待をしているところであり、必要に

応じて地方の声を国にも届けてまいりたいと考えて

おりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２項目めの健康の町宣言に関する６点の御

質問にお答えいたします。 

 町におきましては、健康かみふらの２１計画の第

２次計画が今年度からスタートしたところであり、

今後、１０年間、第１次計画から引き続き生活習慣

病の１次予防に重点を置くとともに、重症化予防を

重視した取り組みを進め、町民の健康増進に努めて

まいりたいと考えております。 

 まず、１点目についてでありますが、本町はこれ

までも予防や保健指導に力を入れてきたことから、

町民一人一人みずからが健康的な生活習慣に努める

ことの大切さについて、御理解をいただいていると

ころであります。 

 この意識をさらに拡大、浸透させていくため、２

次計画の初年度に当たる今年度におきまして、健康

づくりに向けた学習や啓発活動を強化しながら、健

康づくりに取り組んでいく町として宣言したいと考

えております。 

 現時点では、１２月定例議会におきまして議員の

皆様とともに宣言させていただき、年明けには講演

会等を含めた記念事業を実施し、町民の皆様と思い

を共有してまいりたいと考えております。 

 次に、２点目の健康の捉え方についてであります

が、私が目指す健康の町とは健康上の問題で日常生

活が制限されることなく、心も体も生き生きと生活

できる期間、いわゆる健康寿命の延伸であり、その

ことが医療や介護の財政基盤を安定させるのみなら

ず、本質的な地域の活力につながっていくものと受

けとめております。 

 次に、３点目、４点目、５点目につきましては、

一括してお答えさせていただきます。 

 健康づくりは町民憲章、また自治基本条例の基本

理念にうたわれたまちづくりの大きな基本であると

理解しているところであり、宣言をすることによ

り、行政はもとより一人一人の町民の皆様がより高

い意識の中で健康づくりの大切さを理解し、健康で

あることのありがたさや充実感を体感していただく

ことが、地域全体として大きな効果をもたらすもの

と期待しているところであります。 

 また、健康づくりという取り組みは単に保健部門

のみの課題ではなく、行政のさまざま部門がその意

識を持って主体的にかかわっていく取り組みであ

り、衣、食ともにそれぞれの分野で健康づくりに向

けたかかわりのあり方を課題視するよう指示してい

るところであり、そういった意識の中でそれぞれの

事業を展開してまいりたいと考えております。 

 さらに、議員御発言のとおり、みずからの健康は

みずからつくることが基本でありますので、引き続

き健診の重要性を啓発していくことはもちろんであ

りますが、健診データを読み取る力を高め、生活習

慣の改善につなげていくよう、保健指導や栄養指

導、運動指導などを通じ、町民の皆様の健康増進へ

の取り組みを支援していく環境整備も町の大きな役

割と受けとめております。 

 最後に、６点目のこれまで町が行ってきた宣言等

についてでありますが、本町ではこれまで、交通安

全都市宣言や暴力追放の町宣言など、６件の宣言を

行ってきておりますが、それぞれの時代の中で町民

の皆様と思いを共有しながらなされてきた宣言であ

り、一定の成果を積み重ねながら、その思いは今も

受け継がれている意義深いものと捉え、今後におい

ても大切にしていくものと考えておりますので、御

理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） それでは、介護保険要支

援１、２のところから質問をさせていただきます。 

 介護の必要度の低い段階から社会全体で高齢者を

支え、進行を防ぐ、そして自立を促していくという

ことは、介護保険制度のねらいであったと受けとめ

ております。 

 私は、まさしく要支援１、２の方たちへの充実し

たサービスが進行を遅らせ、医療費、介護費用を抑

えることとなると思っています。 

 そんな中で、この要支援１、２というのは、非常

に重要なといいますか、大きな意味合いのあるそう

でありますが、それを今、ＮＰＯ法人、またボラン

ティアで対応をサービス提供をしていくということ

であります。 

 我が町の第５期介護保険事業計画によりますと、

１号認定者４０８名のうち、この要支援１、２は、

１が２８名、２が５３名の８１名となっています。

そんな中で、この８１名の方たちが除外されるとい

うことになると、大きな影響を受けるものだと思い

ますし、今、我が町にあるＮＰＯ法人、またボラン

ティアでは対応は十分だとは余り思っておりません

が、町長の受けとめをお聞きしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の要介護者

の対応についての御質問にお答えさせていただきま

す。 
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 さきの米沢議員の御質問にもお答えさせていただ

いておりますが、国におきまして平成２７年度を目

途に要介護１、２の要支援１、２の分類につきまし

てそれぞれ地域にそのサービス提供を委ねようとい

うことでございますけれども、現在、町におきまし

て受け皿がしっかりとできているかというような部

分から見ますと、非常に心許ないというのが実態か

なというふうに思います。 

 とりわけ、ボランティアの方々に多くを委ねるよ

うな構造、仕組みづくりということになりますと、

非常にそういったところは十分ではないというふう

に私も理解しておりまして、そういう体制づくりが

まずしっかりとできて、初めて地域へ委ねられると

いうふうに理解しておりますので、多分、私の思い

から申し上げますと、上富良野町においてこういう

状況だということは、特に特殊な状況ではなくて、

こういう地方においてはそういったことがほぼ全国

的に同じ環境ではないかというふうに思っておりま

す。 

 そういったところを国においてはこれからしっか

りと詰めていくことになると思いますので、いろい

ろな段階で、また私どものほうから国に対して申し

上げる機会があれば、地域実態というのは申し上げ

ながらよりしっかりとした制度になるように期待し

ているところでございまして、議員御質問にありま

すような現在の要支援の皆様方を置き去りにすると

いうことは毛頭ございませんし、むしろ地域に合っ

た個々の皆様に適合した、充実したサービスに改善

していくことが目的だと思いますので、その辺は十

分、意を用いてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） ありがとうございます。 

 今、ボランティア、それからＮＰＯ法人の関係で

御答弁いただきましたが、ＮＰＯ法人について具体

的にお伺いをしておきたいと思います。 

 我が町の福祉ＮＰＯのたんぽぽでありますが、平

成１５年にＮＰＯ法人として設立されたと聞いてお

ります。宅老所の開設、また高齢者や障がい者等へ

の家事支援、移送サービスなどの生活支援活動を

行ってきているそうであります。 

 この活動は、我が町において非常に貴重なもので

あって、介護保険の認定を受けた方々、それから介

護認定を受けていない方、その隙間を埋める活動が

特に続けてこられたということは、私は心から敬意

を表したいと思っています。で、ありますから、こ

のたんぽぽといいますか、ＮＰＯ法人を町としても

もっともっと支援し、運営や何かに手助けをしてい

くということが必要ではないかと、そんなふうにも

思っていますが、町長のお考えをお聞かせいただき

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 ＮＰＯ法人についての御質問でございましたが、

私も現在、たんぽぽの皆さん方が非常に勢力的に活

動していただいておりまして、本当に当町にとりま

して大きな存在となっているところでございます。 

 これらの活動をしっかりと町が支えていくとい

う、そういう環境整備は当然、町として大きな役割

だというふうに思っておりますし、さらにこういっ

た町の対応とＮＰＯ法人の活動が相まって、さらに

その中身が拡大していくようなことにつながること

に期待しておりまして、そういうことに町が大いに

応援していくことは、これから意を持っていかなけ

ればならないというふうに考えているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） ＮＰＯ法人とかボラン

ティアとか、やはり町が、行政がある程度の力を注

いでいくということが必要になると思います。ぜ

ひ、その方向でお願いをいたしたいと思っていま

す。 

 また、ちょっと角度を変えますが、まずボラン

ティアにつきましては、私は自発性を重んじて無償

であるということが原則だと考えてきました。 

 しかし、今、この超高齢社会になって、ますます

ボランティアの重要性、ＮＰＯの重要性などが増し

てくることになると私は個々の志を求めるだけでな

くて、これからはやはり実費による弁償、そんなこ

とも考えていかなければならないのではないかと、

そんな時代がもう来ているのではないかなと思って

おります。 

 この有償の方向にというようなことで、町長のお

考えをお聞かせいただければと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 中澤議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 ボランティア活動のあり方につきましては非常に

重要でありますし、これから特にお年を召した方、

高齢者の方々もこういった福祉活動の部分に参加を

していただけるような環境整備がぜひ大事であろう

し、そういう意欲を持っておられる方もたくさんお

られるというふうに思っております。 

 そういった方々の応援を、活動を背中を押す一環

として今、議員から御発言がありましたように、有

償ボランティアという仕組み、これについても私も
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兼ねてから機会を捉えて申し上げておりますが、こ

の有償ボランティアというものはこれから大いに研

究していく部分だというふうに考えておりまして、

こういった方向に進むことは私も共感をしていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） ありがとうございます。 

 有償の方向について、ある程度、考えていきたい

ということの御答弁かと思います。 

 そんな中で、最近、ちょっと話題から薄くなって

きていますが、以前、地域通貨エコマネー、そうい

うことでボランティアをしたものを蓄積して、自分

が受けるようになったら、それを使えるというよう

な制度が一時はやりました。 

 こういうことも一つかと思いますし、ぜひそのほ

かに有効な手当があるかどうかを研究なり、検討し

ていただければと、そんなふうに思うところであり

ます。 

 次に、御答弁の中にありましたまごころサービス

の件について若干、お聞きしたいと思います。 

 このまごころサービスの事業内容と目的、そんな

ことを教えていただければと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 中澤議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 お答えの内容が全て御理解いただけるようなとこ

ろまでいくかわかりませんが、私の認識といたしま

しては訪問介護等にヘルパーさんが出向いた折り

に、例えば少し電球をかえてほしいとか、あるいは

神棚を少しきれいにしてほしいとか、そういうサー

ビス、保険対象のサービスとなっていない、そうい

う本当に日常生活の一部をサポートする、そういう

ことをしていただいているというふうに理解をして

おります。 

 私の理解、御説明で足りないところがありました

ら、担当課長もおりますので御説明させていただき

たいと思いますが、そういったようなサービスをま

ごころサービスとして提供させていただいていると

いうふうに伺っているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 大体まごころサービスの

内容はよく理解をいたしました。 

 その中で、答弁の中で地域全体の事業となるよう

にしていきたい、先ほどの町長のお話しでは社会福

祉協議会の指定訪問介護サービスの契約の締結して

いる利用者にその神棚をとか、ちょっとしたことを

お手伝いする、それを地域全体の事業となるように

ということで理解をするわけですが、この地域全体

とは指定訪問介護サービスの指定を受けたものを

取っ払った中で、また新たにそういうようなまごこ

ろサービス的なものをやっていきたいとお考えなの

かどうかを確認したいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 中澤議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 まごころサービス、名称はともかくといたしまし

て、私のイメージとしては現在は訪問介護にヘル

パーさんが赴いた折りにということでサービスをし

ていただいておりますが、私たちが目指しているも

のは、そういうなりわいとして捉えるのではなく

て、例えば隣の方が隣のおばあちゃん、おじいちゃ

んのところへ切れた電球の球をかえてもらいたい

と、あるいは買い物に行くついでにおばあちゃん買

い物に行くけれども、何か買ってきてほしいものは

ないかいと、そういう隣近所から始まる、そういう

地域全体でそういう手足になれるような、そういう

サービスと言えば何かちょっと四角四面に聞こえま

すけれども、そういう日常の中で支え合うという、

そういうことで町民全体が地域の高齢者や御不自由

を持っておられる方々を支え合う仕組みにつながっ

ていけばというような思いで述べているところでご

ざいます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 要介護度３以上のほうに

移りたいと思います。 

 先ほどの御答弁でありましたが、要介護度３以下

が２名ということで、もし厚労省が言うような改正

の方向になってもさほど我が町のラベンダーハイツ

においては大きな影響を受けないのかなと、少し安

心をしたところであります。 

 ただ、ここで確認をしたいのは、先ほど同僚議員

もおっしゃっていましたが、一般的に介護者不在と

か、介護困難、住居問題とか、特養への入所の大き

な理由と言われております。 

 そんな中で、今度は要介護１、２の方たちが入所

を希望しても制限が設けられるということになろう

かと思います。 

 そのときには、家族の状況とか、そういうものは

今のところまだはっきりしていないといえば、はっ

きりしていませんが、その状況や何かは勘案されな

いということで、私は理解していたのですが、町長

の理解の仕方はどのようなものかお聞かせいただけ

ればと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 国で示しております中重度者の皆さん方に対しま
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す特養への入所基準ということでは、示されている

ような、そのまま直訳いたしますが、当町におきま

しての状況を先ほどお答えしたとおりでございま

す。 

 しかし、中重度に至らない方々につきまして、例

えばそれぞれの御家庭の中における在宅介護が可能

かどうかという、いろいろな非常にそれは難しいと

いう実態もあろうかと思います。 

 そういった方々と中重度の皆さん方のエンドレス

の、そういう介護というものについては特養以外の

施設をもってそういうことに対応できるような仕組

みを現在も制度として定着しておりますので、エン

ドレスで、どうしても在宅でのお世話が大変だとい

う御家庭については、そういう対応の方向が現在も

整備されているというふうに理解しているところで

ございます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） ありがとうございます。 

 この要介護度１、２の層には非常に大きな課題、

問題になるのがやはり認知症の高齢者が多くいるこ

とではないかと考えています。 

 平成２４年度の高齢者実態調査の数字では、認知

症の方が４５１人いると、これは先ほど介護認定を

受けている人が４０８人と、ちょっとタイムラグが

あるわけですが、すごい大きな数字だと受けとめて

おります。 

 その中で、要介護１の方が１５２名、要介護２の

方が１５８名ということで、これは４５１の全体の

約７割弱になるわけです。したときに、この人たち

の本当に今、受け皿が確かにある程度はあるかもし

れないですが、これが本当にわっと吹き出たときに

は、かなり大きな問題点、課題になってくると思う

のです。 

 そのようなことで、町長の受けとめと今後の対応

策や何かがあればお伺いをいたしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 議員、ただいま御指摘いただきました認知症の方

が非常に高率に発現してきているという状況は私も

承知しているところでございます。 

 多くの認知症と判定されておられる方々、重度の

方につきましてはグループホーム等で暮らしておら

れる実態もありますが、やはり家庭の中で暮らして

おられる方が今の段階ではまだ多いのかなと。 

 そういう中で、そういった方々、特に御家庭の

方々は大変、心配要素を抱えながら暮らしておられ

ると思います。 

 町では、そういった大変、町の中でも不幸な結果

を招いたようなことはありまして安心ネットという

のか、ネットワークの整備が現在、できております

けれども、それで全て対応できるものではありませ

んので、そういった認知症のウエートが高まってき

ているということに対しまして、どういうことでそ

れらに対応していくことがいいのかということは、

妙案は持ち合わせておりませんが、しかしそういう

状況が多くなってきているということが実態でござ

いますので、さらにそういったことに対する対応の

仕方について研究させていただきたいというふうに

思っております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 介護保険のほうにつきま

しては、先ほど来、質問をさせていただいておりま

すが、要支援１、２、要介護１、２というのが特に

大きな課題だと思いますし、これらに対応するいろ

いろなサービスだとか、そういうものを充実してい

かなければならないと考えています。ぜひ、そうい

う取り組みをお願いをいたしたいと思います。 

 次に、健康の町宣言でありますが、これにつきま

しては第２次の健康かみふらの２１が今年度からス

タートするというようなことから、健康づくりに取

り組む町としてこれを宣言していきたいのだという

ようにお聞きいたしました。 

 私は、このような宣言に関しましては、町、行政

と町民とが一体となって、同じ方向に向いていかな

ければならないと考えています。 

 しかし、今の段階では、町のほうが少し先行をし

ているような感じを持っております。そんな中で、

この住民自身からの宣言についての盛り上がり、そ

んなこと、今がそういう住民の盛り上がりもある

し、行政から考えて、この宣言を行う時期だと、そ

ういうふうに捉えているのか、お伺いをいたしたい

と思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の健康の町

宣言に関します御質問にお答えさせていただきま

す。 

 私といたしましては、町民の皆様方の健康に対す

る意識の向上、意識の高まりと町が健康の町をつ

くっていこうという思いが合致して、それが高まり

となって、そういう時期が宣言するにふさわしい時

期ではないかというようなことかなと思いますけれ

ども、とりわけこれまで議員から現在までのいろい

ろな宣言、町として宣言をしてきた足跡等について

お話しいただきましたけれども、それらのどれもや

はり町がまずその宣言をして、それによって町民の

皆さん方にその思いを浸透させていって、そしてそ
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こから成果を生ませていくというような足跡経過を

今までもたどってきておりますし、私はやはり町が

率先して健康の町、健康づくりをしましょうという

ことを声高に議会の皆さん方とともに宣言すること

によって、そしてそれが住民の皆さん一人一人に浸

透していく大きな力になるというふうに理解してお

りまして、ぜひこれは町が旗を振って推進をしてい

くべきことだというふうに理解しているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 町が主体性を持ってやっ

ていく、ただ、やはり健康というのは先ほどの質問

のときもさせていただきましたが、やはり住民みず

からが健康づくりに取り組むということが、やはり

基本だと思います。 

 そんな中で、先ほどの答弁では１２月の定例町議

会に宣言をしたいのだということでありますが、そ

れまでの間、この町民の気持ち、意識を高めていた

だく、そんなことが必要だと思いますので、ぜひ、

余り先に町が走らないで、住民も引き連れて宣言に

向かっていただければと願うところであります。 

 次に、健康の捉え方であります。健康寿命を延ば

すということであります。最近、この健康寿命とい

う言葉をやけに耳に入ってきます。昔は、平均寿命

とかとって、健康寿命ということは余り語られな

かったのですが、今、平均寿命、健康でいれる時

間、そういうのが健康寿命だそうでありますが、こ

れを長くするということは、より意義のあることだ

と考えています。 

 ２０１０年の我が国の健康寿命の平均が男性では

７０.４２歳、女性７３.６２歳ということでありま

す。私の受けとめとしては、大分前にも新聞に載っ

ていましたが、男性で７０.４２歳、自分に置きか

えるとあと二、三年で健康寿命でなくなってしまう

のだなと、そんなふうにも捉えたところでありま

す。できれば、この健康寿命をもっともっと高くし

ていくということが理想だと思いますし、やはり私

どもの願いとしてはぴんぴんころりんだと思ってい

ます。 

 それで、質問させていただきますが、もし我が町

の健康寿命が何歳なのか把握されていれば教えてい

ただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（坂弥雅彦君） １０番中澤議員の

御質問にお答えいたします。 

 議員御発言にありましたように、厚労省において

は国の健康寿命男性で７０.４２歳、女性で７３.６

２歳ということで発表されておりますけれども、こ

の数値の計算式はかなり捉え方が抽象的なものも

あって、どの資料をどのように使ったらいいかとい

うことで難しい部分はあるのですけれども、とりあ

えず私どものほうで一定程度、国の計算式に当ては

めたような形で介護保険の情報の要介護の２から５

の認定者数のどの年齢でそういう認定に至るかとい

うようなことを主な参考数値として計算した結果

で、本町の男性の健康寿命で７０.７４歳、女性で

７５.０３歳ということで試算値を出しているとこ

ろであります。 

 国においては、この平均寿命と健康寿命との間の

期間、言葉を言えば不健康な期間というふうな言い

方をしたらいいのかもしれませんけれども、この期

間を短くしようというのが主の取り組みであります

ので、国の数値と比較すると男性では０.９７歳、

女性では２.３７歳、上富良野のそういう不健康な

期間が短いということで試算をしているところであ

ります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） ありがとうございます。 

 この数値を見ても、男性は頑張らなくていけない

かなと、０.９７歳、国と比べて、女性は２.３７歳

ということで、やはり男性のより健康寿命を延伸す

るということを目的にして保健事業や何かも進めて

いただきたいと願うところであります。 

 次の質問に移らさせていただきますが、ある先進

市町村では、町内会とか住民会等に健康づくり推進

員というような方を置いて、先ほど町民の盛り上が

りということにもつながるかと思いますが、やはり

地域でもそんな推進をおいて、この健康づくりに寄

与するというような取り組みがされているというふ

うに伺っております。 

 できれば、町でも健康宣言をする段階で町内会と

か住民会や何かにもこういうことが働きかけ、育成

策なども行っていったらどうなのかなというふうに

考えるところでありますし、各住民会には同じとは

言いませんが、スポーツ推進員という方たちもおり

ます。 

 そんな方たちの併用とか、そういうことも考えな

がら、余り住民会とか、町内会にも負担をかけない

ような中で、より効果が上がるようなことを考えて

いただければと思いますが、町長のお考えをお伺い

いたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 町民の皆さん方の健康意識をどのように高めてい

くかというような点についてでありますけれども、
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今、思えば、私、脳裏から離れないのですが、現

在、この上富良野特定健診率が非常に高いことに

なったのは、一朝一夕で成し遂げたものではない

と、私の記憶するところでは、もう十数年も、もう

２０年近くになるのでしょうか、保健師の皆さん方

が非常に御苦労されて推進する、特別推進員をする

地域を定めて、これでもか、これでもかというよう

な取り組みが功を奏して、今日の結果を町民の皆さ

ん方にこれだけ広がりを見せるような礎をつくって

いただいたいうことは、非常に脳裏に残っておりま

して、さらにこの町民の健康意識を高めていく中で

は、どういう方法がということは今、即答できるよ

うな状況ではございませんけれども、やはり、また

さらにステップアップするために特定の地域なり、

特定のグループなり、特定の階層だとかというよう

な方々に対して、今度は御質問に最初、お答えして

おりますけれども、医療分野だけではなくて、ス

ポーツもそうでしょうし、これからの私は非常に大

きなキーワードになると思っておりますのは食だと

思っておりますので、そういったことを広く、薄

く、皆さん方に奨励していく前に、モデル的な地域

なりを設定して、集中的に取り組むことも一つの方

法ではないかなというふうに考えておりますで、ど

ういう方法で進めるかということは、今、申し上げ

られませんけれども、そういうようなことも考慮し

ながら、さらにステップアップしていきたいという

ふうに考えているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） そのような方向でぜひ考

えていただければと思います。 

 また、行政の横のつながりのことにも触れていた

だきました、まず、食がキーワードである。 

 ただ、私が思うには、もし宣言をする、健康づく

りが我が町の町長がこれから町政を預かる上でそこ

が核にしていくのだということであれば、もし行政

組織の中でも健康推進課だとか、健康づくり課、そ

のような一体的な一元化したような組織をつくって

いくということもぜひ考えていただければなと思う

ところですが、町長のお考えをお伺いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 町の組織、機構の中でそういうような特化した取

り組みをできるような組織にということが、できる

かどうかこれは今後、少し状況を見定めなければわ

かりませんが、いずれにいたしましてもそれぞれの

分野が単独に取り組むのではなくて、全部、相関関

係がありますので医療も、それからスポーツも、食

も、そういったことがお互いに情報が共有できるよ

うな認識を強く持つようにということは、もう既に

指示もしてありまして、今後の展開の中で、そうい

う組織上からも工夫が必要だと、改善が必要だとい

うようなことになれば、それはもう取り組みをする

ことはやぶさかではございませんので、いずれにい

たしましても向かう方向は定めておりますので、御

理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） ありがとうございます。 

 最後にしたいと思いますが、６件の宣言があった

と、そしてそれなりに今も引き継がれているという

ことであります。 

 ただ、健康という問題につきましては、やはり上

富良野町が続く限り、そこに人が住む限り、やはり

永遠のテーマであり、不易のものだというふうに考

えています。人それぞれにとって大切な人生、誰も

が一日一日を元気で悔いなく生きたいと思っている

と思います。 

 それで、せっかくの健康の町宣言でありますの

で、できれば前の６件とは違うような形でも結構だ

と思いますが、この健康づくりを宣言した日を記念

の日とかという日に定めて、健康づくりの日という

のを定めた中で、毎年、その日には思い出して、さ

らに町民、住民の方たちの健康をステップアップし

ていくと、そのような取り組みをされることが望ま

しいのではないかなと思っております。 

 そんな中で、健康づくりの日を記念日にするよう

なお考えはないか、お伺いをいたしたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 今まで六つの宣言をしてきて、今日に至っており

ます上富良野町でございます。どの宣言一つをとっ

ても、全て今日のまちづくりに今もしっかりと生か

されているというふうに思っております。全てが非

常に大事な宣言をしてきておりまして、その健康の

日なるものを定めるかどうかについては、皆さん方

からいろいろ御意見やお知恵をおかりしながら、

今、そうしよう、あるいはそうしないという考えは

持ち合わせておりませんので、これから１２月を迎

えるまでの間に、さまざまな御意見をいただきなが

ら、判断してまいりたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１０番

中澤良隆君の一般質問を終了いたします。 

 これにて、一般質問を終了いたします。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告             
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○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は、全

部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 あすの予定につき、事務局長から報告いたさせま

す。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 御報告申し上げます。 

 あす９月１９日は本定例会の２日目で、開会は午

前９時でございます。定刻までに御参集賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 以上であります。 

午後 ２時２５分 散会
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第 ７ 議案第 １号 平成２５年度上富良野町一般会計補正予算（第５号） 
追加日程    

     議案第１８号 平成２５年度上富良野町一般会計補正予算（第６号） 
第 １ 
第 ８ 議案第 ２号 平成２５年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

第 ９ 議案第 ３号 平成２５年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

第１０ 議案第 ４号 平成２５年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

第１１ 議案第 ５号 平成２５年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

第１２ 議案第 ６号 平成２５年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

第１３ 議案第１０号 上富良野町議会の議決すべき事件に関する条例 

第１４ 議案第１１号 上富良野町税条例等の一部を改正する条例 

第１５ 議案第１２号 上富良野町子ども・子育て会議条例 

第１６ 議案第１３号 上富良野町立保育所条例を廃止する条例 

第１７ 議案第１４号 財産譲与の件 

第１８ 議案第１５号 北海道後期高齢者医療広域連合規約変更の件 

第１９ 議案第１６号 副町長の選任の件 

第２０ 議案第１７号 教育委員会委員の任命の件 

第２１ 発議案第１号 議会広報特別委員会設置に関する決議の件 

第２２ 発議案第２号 議員派遣の件 

第２３ 発議案第３号 町内行政調査実施に関する決議 

第２４ 発議案第４号 議会報告会実施に関する決議 

第２５ 発議案第５号 地方財政の充実・強化を求める意見の件 

第２６ 発議案第６号 消費税増税中止を求める意見の件 

第２７ 発議案第７号 道州制導入に断固反対する意見の件 

第２８ 閉会中の継続調査申出の件 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席議員（１４名） 

      １番  佐 川 典 子 君      ２番  小 野   忠 君 

      ３番  村 上 和 子 君      ４番  米 沢 義 英 君 

      ５番  金 子 益 三 君      ６番  徳 武 良 弘 君 

      ７番  中 村 有 秀 君      ８番  谷     忠 君 

      ９番  岩 崎 治 男 君     １０番  中 澤 良 隆 君 

     １１番  今 村 辰 義 君     １２番  岡 本 康 裕 君 

     １３番  長谷川 徳 行 君     １４番  西 村 昭 教 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

 町     長  向 山 富 夫 君     副 町 長         田 浦 孝 道 君 

 教 育 長         服 部 久 和 君     代表監査委員         米 田 末 範 君 

 教育委員会委員長         菅 野 博 和 君     農業委員会会長  中 瀬   実 君 

 会 計 管 理 者         菊 池 哲 雄 君     総 務 課 長         田 中 利 幸 君 

 産業振興課長         松 田 宏 二 君     保健福祉課長         石 田 昭 彦 君          
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 町民生活課長         北 川 和 宏 君     建設水道課長         北 向 一 博 君 

 農業委員会事務局長         坂 弥 雅 彦 君     教育振興課長         野 﨑 孝 信 君 

 ラベンダーハイツ所長         大 石 輝 男 君     町立病院事務長  山 川   護 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○議会事務局出席職員 

 局 長         藤 田 敏 明 君      次 長         佐 藤 雅 喜 君          

 主 事         新 井 沙 季 君
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、平成２５年第３回上富良野町議会定例

会２日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 御報告申し上げます。 

 さきに御案内しました議案第１６号副町長の選任

の件並びに議案第１７号教育委員会委員の任命の件

につきましては、後ほど議案をお配りいたしますの

で御了承願います。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     １番 佐 川 典 子 君 

     ２番 小 野   忠 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 常任委員選任の件 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 選任第１号常任

委員の選任を行います。 

 お諮りいたします。 

 常任委員の選任については、委員会条例第７条第

２項の規定により、議長より指名いたします。 

 総務産建常任委員に、小野忠君、村上和子君、米

沢義英君、徳武良弘君、谷忠君、岡本康裕君、西村

昭教。 

 次に、厚生文教常任委員に、佐川典子君、金子益

三君、中村有秀君、岩崎治男君、中澤良隆君、今村

辰義君、長谷川徳行君を、それぞれ指名いたしま

す。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名いたしました以上の諸君

を、それぞれの常任委員に選任することに決しまし

た。 

────────────────── 

◎日程第３ 議会運営委員選任の件 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 選任第２号議会

運営委員の選任を行います。 

 お諮りいたします。 

 議会運営委員の選任については、委員会条例第７

条第２項の規定により、議長より指名いたします。 

 議会運営委員に、米沢義英君、金子益三君、谷忠

君、岩崎治男君、今村辰義君、岡本康裕君を指名い

たします。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名いたしました以上の諸君を

議会運営委員に選任することに決しました。 

────────────────── 

◎日程第４ 議案第７号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 議案第７号平成

２４年度上富良野町水道事業会計未処分利益剰余金

処分の件について、議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま上程され

ました議案第７号平成２４年度上富良野町水道事業

会計未処分利益剰余金の処分の件に関しまして、御

説明申し上げます。 

 地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、

未処分利益剰余金の処分について議決をいただくも

のとなっております。 

 未処分利益剰余金及び処分の額については、後ほ

ど上程の議案第９号に添付しております、平成２４

年度水道事業会計決算報告書の４ページ上段の剰余

金計算書、及び、同じく４ページ下段の剰余金処分

計算書を御参照ください。 

 以下、議案の朗読をもって上程とさせていただき

ます。 

 議案第７号平成２４年度上富良野町水道事業会計

未処分利益剰余金処分の件。 

 平成２４年度上富良野町水道事業会計未処分利益

剰余金４,５９６万３,８４３円のうち、３,０００

万円を減債積立金に積み立て、残余を繰り越すもの

とする。 

 以上、御説明といたします。御審議いただきまし

て、議決賜りますようお願い申し上げます。 
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○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより、議案第７号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第５ 議案第８号 

◎日程第６ 議案第９号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 議案第８号平成

２４年度上富良野町企業会計決算認定の件、日程第

６ 議案第９号平成２４年度上富良野町各会計歳入

歳出決算認定の件を一括して議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 初めに、企業会計決算認定の件。 

 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（山川護君） ただいま上程され

ました議案第８号平成２４年度上富良野町企業会計

決算認定の件につきまして、議案の朗読をもって説

明とさせていただきます。 

 議案第８号平成２４年度上富良野町企業会計決算

認定の件。 

 地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平

成２４年度上富良野町病院事業会計及び上富良野町

水道事業会計の決算を、別紙、監査委員の意見をつ

けて議会の認定に付する。 

 では、初めに、病院事業会計の決算の概要につき

まして御説明申し上げます。 

 病院事業会計決算報告書の７ページをお開き願い

ます。 

 平成２４年度上富良野町立病院事業報告書。 

 １、概要。 

 （１）総括事項。 

 概要を御説明申し上げます。 

 平成２４年度は、診療報酬と介護報酬が、６年に

一度、同時に改定されるダブル改定年の年でありま

したが、地域の病院を取り巻く環境は、全国的な医

師と看護師不足による診療体制の縮小など、一段と

厳しい状況にあります。当院にとっても、このよう

な厳しい医療情勢ではありますが、旭川医科大学か

ら肝臓外来や血液腫瘍外来、内視鏡検査等の専門医

の派遣を受け、診療体制の充実に取り組むととも

に、コンピュータ断層撮影装置の更新と画像保存通

信システムの導入等により、信頼される病院づくり

に努めてまいりました。 

 次に、患者利用者数の状況でございますが、一般

病床の入院患者と介護療養型老人保健施設の入所者

の合計は１万８,７６９人で、前年対比で２７１名

の減となりました。外来患者数は３万５５６人で、

前年対比で２,０５６人の減となり、入院患者と入

所者、外来患者の合計は４万９,３２５人で、前年

対比で２,３２７人の減となりました。 

 次に、収益的収支でございますが、病院事業収益

は、入院患者の減により入院収益は減少しました

が、介護療養型老人保健施設の利用者がふえたこと

と、介護報酬の基本サービス費の単価が増額改定さ

れたことにより、老人保健施設事業収益が増収とな

りました。病院事業費用は、出張医師の派遣の回数

減と患者数の減少等により関連の費用が減少し、こ

の結果、病院事業収益と病院事業費用の差し引き

１,６０５万８,０００円が当年度の純利益となりま

した。 

 次に、資本的収支の主な内容では、企業債の償

還、コンピュータ断層撮影装置などの医療機器の整

備と、奨学資金の貸し付けなどを行いました。 

 以上が、病院事業の決算概要でございます。 

 続きまして、決算額を申し上げます。 

 １ページ、２ページをお開き願います。 

 平成２４年度上富良野町病院事業決算報告書。 

 （１）収益的収入及び支出。 

 以下、決算額のみ申し上げます。 

 収入、第１款病院事業収益８億３,１３８万６,４

６７円。 

 支出、第１款病院事業費用８億１,８６８万９,４

１２円。 

 （２）資本的収入及び支出。 

 収入、第１款資本的収入７,８０９万９７４円。 

 支出、第１款資本的支出７,８０９万９７４円。 

 以下、３ページ以降の財務諸表などにつきまして

は、御高覧いただいているものとして、説明を省略

させていただきます。 

 以上で、説明といたします。御審議賜りまして、

御認定くださいますようよろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（西村昭教君） 次に、建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） 続きまして、平成

２４年度水道事業会計決算報告書について、御説明

申し上げます。 

 まず、水道事業会計の平成２４年度決算の概要を

申し上げます。 

 ７ページをお開き願います。 
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 本事業は、町民が健康な生活を維持していくため

に必要とされる、安全で安心な水道水の安定供給を

開始して以来、４０年を経過いたしました。当年度

の決算の状況については、収益的収支において、収

入１億５,５１１万２,９５３円、支出１億２,２７

８万６,８７６円であり、純利益３,２３２万６,０

７７円で決算することができました。 

 なお、収益的収支につきましては、１１ページ以

降の費用明細書との整合を図るため、消費税を含ま

ない数字となっておりますので御承知ください。 

 次に、資本的収支では、収入１,３１０万円、支

出９,４３３万８,５２０円で、不足する額８,１２

３万８,５２０円については、減債積立金５,８００

万円、過年度分損益勘定留保資金２,１８７万３７

９円、当年度分損益勘定留保資金１３６万８,１４

１円で補塡し、事業の推進を図ってまいりました。

本年度の収支も黒字決算となりましたが、町内人口

の推移と節水意識の高まりや、飲料水嗜好の多様化

が進み、使用水量は減少傾向にはありますが、受益

者負担の原則を堅持するとともに、コンビニ収納な

ど、収納方法の利便性を図り、公営企業として健全

な経営に努め、漏水対策や老朽管の更新等、維持管

理に万全を期し、安全で安心、良質な水道の安定供

給に努めてまいります。 

 次に、決算額を申し上げます。 

 １ページ、２ページをお開き願います。 

 平成２４年度上富良野町水道事業会計決算報告

書。 

 以下、款ごとの決算額のみを申し上げます。 

 １、収益的収支及び支出。 

 収入、第１款水道事業収益１億６,２４６万１,８

１４円。 

 支出、第１款水道事業費用１億２,８６７万４,３

０６円。 

 ２、資本的収入及び支出。 

 収入、第１款資本的収入１,３１０万円。 

 支出、第１款資本的支出９,４３３万８,５２０

円。 

 さきに概況報告でもお示しいたしましたが、表下

に記載のとおり、資本的収入額が資本的支出額に対

し不足する額８,１２３万８,５２０円については、

減債積立金８,５００万円、過年度分損益勘定留保

資金２,１８７万３７９円、当年度分損益勘定留保

資金１３６万８,１４１円で補塡しております。 

 以下、各計算書、業務明細書等の説明につきまし

ては、御高覧いただいているものとして、割愛させ

ていただきます。 

 御審議賜りまして、御認定いただきますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） 次に、監査委員の審査意見

を求めます。 

 代表監査委員、米田末範君。 

○代表監査委員（米田末範君） 地方公営企業法第

３０条第２項の規定により審査に付されました平成

２４年度地方公営企業の病院事業会計決算及び水道

事業会計決算について、平成２５年６月２１日から

平成２５年７月１２日までの間で、実日数６日間審

査し、同法第３０条第１項の規定に基づき調製され

た各決算書等が関係法令に正しく準拠して作成さ

れ、その会計処理が適正に行われているか、また、

決算の計数が証拠書類等に符合しているかを照合

し、予算執行の適否について審査しました。 

 審査に付されました各事業会計の決算報告書及び

附属書類は、関係法令に準拠して作成されており、

その計数は、現金出納簿、関係諸帳簿及び証拠書類

と符合し、各事業会計の計数は正確であると認めら

れました。 

 審査意見について申し上げます。 

 病院事業会計決算は、医業収益の増加と医業費用

の減少が見られましたが、医業損失の黒字化にはな

らず、医業外収益で補う形となっています。介護療

養型老人保健施設については、安定した利用状況と

収益が示されています。入院患者、外来患者の減少

は、診療材料等の減少となってあらわれたほか、給

食業務の委託料も減少しました。一方、消耗品費と

燃料費が価格の高騰により増加しました。 

 本年度については、出張医師の宿直が減少したこ

とから報酬と賃借料が減少し、これに伴い常勤医師

の宿直がふえたため、手当は増加し、報酬と賃借料

の減少が手当の増を大きく上回るなど、他の費用を

抑えられており、費用縮減に努められていることが

うかがえます。その一方で、常勤医師の負担増が懸

念されますが、全体として経費の節減や体制のあり

方の改善など、職員が一丸となって取り組んでいる

結果があらわれているものと言えます。 

 町民の福祉向上と健康管理に寄与する医療機関と

しての安心・安全な医療の提供と質の高い高齢者福

祉の充実を図り、住民医療サービスの向上と経営の

改善に向け、一層の努力を望みます。 

 水道事業会計決算は、町内人口の減少や省エネ家

電の普及、町民の節水機運や飲料水嗜好の多様化な

ど、有収の給水量が減少してきていますが、計画的

な起債の繰り上げ償還の実施による利子節減対策の

取り組みなど、安定した経営と安全・安心な飲料水

の供給に心がけていることがうかがえます。 

 今後とも、公営企業の健全な経営に努め、漏水対

策や老朽管の更新等、維持管理に万全を期し、本町

水道事業の特徴的利点とも言える湧水利用と自然流
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下を最大限に生かし、低廉で安価で、かつ、安全な

飲料水の供給に一層の努力を望みます。 

 なお、１５ページ以降に各種資料等を参考として

添付してございますので、御高覧いただきたいと存

じます。 

 以上、説明といたします。 

○議長（西村昭教君） 次に、一般会計、特別会計

決算認定の件。 

 会計管理者、菊池哲雄君。 

○会計管理者（菊池哲雄君） ただいま上程いただ

きました議案第９号平成２４年度上富良野町各会計

歳入歳出決算認定の件について、概要を御説明いた

します。 

 今回、決算認定を受けます平成２４年度会計の当

初予算編成時の財政状況を顧みますと、景気は、東

日本大震災の影響により依然として厳しい中、各種

政策効果で景気は持ち直し傾向にありましたが、デ

フレの影響、雇用情勢の悪化など、不安定な経済環

境にありました。こうした中、政府は財政健全化の

取り組み、継続と歳出抑制方針を確認する一方、再

生可能エネルギーの開発など、新成長戦略、人材育

成、地域活性化、安心・安全な社会の実現の４分野

に予算が重点配分されることとされていました。 

 一方、地方財政については、財政運営戦略を基本

に、中期財政フレームに基づき、地方財政への一定

の配慮が継続され、実質的な地方交付税は昨年度の

水準を下回らない同程度のものでした。東日本大震

災の復興、復旧経費の影響もあり、要求総額は９８

兆円を超える過去最大のもので、経済情勢の推移な

ど課題もあり、国の動向を注視した予算編成となり

ました。 

 当初予算は、平成２２年度決算における財政健全

化の各判断比率は健全段階にありますが、収入の７

割強を国や北海道への依存財源で占めている中、地

方交付税は人口減少の影響も受け、大幅な減収が避

けられない歳入財源の不足状況にありました。 

 一方、歳出面では、行財政改革の成果が反映され

てきていますが、地域経済、雇用情勢の改善、少子

高齢化対策、近年の大雨災害対策、公共施設の耐震

化対策など、さまざまな地域課題の解決に向けた財

政支出が求められる中で、第５次総合計画に掲げる

五つの暮らしの具現化に向け、各課の自主性・自立

性の確保、スクラップ・アンド・ビルドの促進など

を目的に、各課自立型予算編成方式を継続し、政策

調整枠予算を確保した予算編成を行いました。 

 一般会計歳入歳出の当初予算額は６１億１,００

０万円、平成２３年度と比べ６,１００万円の増加

となっております。全会計の当初予算は９１億４,

２００万円となり、平成２３年度とほぼ同額の予算

となりました。その後、歳入面は年末の政権交代後

に経済成長戦略が進められ、地方財政は地域主権改

革に沿った財源の充実や地域経済基盤強化、雇用等

の対策等により、前年度と同額となりました。 

 歳出面は、学校等、公共施設の耐震化、集中豪雨

による災害復旧などに対応する予算補正を行い、一

般会計の最終予算額は７３億１,４２４万４,０００

円、全会計の最終予算額は１０４億７,５３７万６,

０００円となりました。 

 全会計の決算は、収入済額が支出済額を上回り、

全ての会計が黒字決算となっています。 

 一般会計の主な決算内容につきまして、御説明い

たします。 

 収入済額は６７億３,２４０万７,２９２円、前年

度と比べ１億円を超える増加となりました。増加と

なった主なものは、町税で３３０万円、基金繰入金

１億５,８９１万円、町債１億３,０００万円、地方

交付税３,６２５万円など、合計３億７,８１６万円

です。 

 町税は、町民税等が合計３,８３５万円の増加と

なりましたが、固定資産税が３,３９９万円減少

し、町税総額は微増となりました。減少したもの

は、国庫支出金１億２３１万円、道支出金１,６７

３万円、国有施設等所在市町村助成交付金６５１万

円、合計２億６,８３９万円です。 

 歳出総額は６５億４,３６８万７,６３６円。前年

と比べて３,０００万円を超える増加となりまし

た。 

 増加となった主なものは、地上デジタル放送難視

聴対策費、緊急通報システム端末備品購入費、演習

場周辺施設設置費、橋梁長寿命化修繕計画費、外灯

整備費、上富良野小学校実施計画費及び用地取得費

などです。積立金は、備荒資金超過納付ほか公共施

設整備基金、地域福祉基金、農業振興基金が、昨年

と比べ１億円の増加をしております。 

 減少となった主なものは、事業が完了した総務管

理費、農業費、道路橋梁費、河川費、公共土木施設

災害復旧費となっています。災害復旧費は、前年度

と比べ１億７,０００万円減少していますが、２億

２,６６０万円となり、災害復旧には多額の費用を

要しています。 

 それぞれ事業ごとの内容につきましては、各会計

歳入歳出決算の歳入歳出事項別明細書の歳出の部及

び各会計主要施策の成果報告書に記載していますの

で、御高覧いただきたいと思います。 

 議案及び平成２４年度の各会計収支総括並びに財

産の移動関係につきまして、御説明させていただき

ます。 

 議案第９号平成２４年度上富良野町各会計歳入歳
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出決算認定の件。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成

２４年度上富良野町一般会計、上富良野町国民健康

保険特別会計、上富良野町後期高齢者医療特別会

計、上富良野町介護保険特別会計、上富良野町ラベ

ンダーハイツ事業特別会計、上富良野町簡易水道事

業特別会計及び上富良野町公共下水道事業特別会計

の歳入歳出決算を、別紙、監査委員の意見をつけ

て、議会の認定に付する。 

 平成２４年度各会計歳入歳出決算書の２ページを

お開き願います。 

 平成２４年度の各会計別収支総括表で、各会計全

体の決算状況を御説明いたします。 

 この表の最下段、合計欄をごらんください。 

 予算額１０４億７,５３７万６,０００円、調定額

１０５億３,４８３万７,７７７円、収入済額９８億

９,１８３万７６２円、不納欠損額４６５万８,４１

４円、収入未済額６億３,８３４万８,６０１円、支

出済額９６億２,４１３万１,３１７円、差引残額２

億６,７６９万９,４４５円となりました。 

 調定に対する収入済額の割合、調定対比は９３.

９０％、予算に対する収入済額の割合、予算対比は

９４.４３％、予算に対する支出額の割合、支出予

算対比は９１.８７％となりました。 

 次に、Ｄ欄、不納欠損額をごらんください。 

 一般会計は、個人町民税、固定資産税、軽自動車

税で１３１万１,１０９円、国民健康保険特別会計

は、一般分の医療給付費、後期高齢者支援金、介護

納付金で２９６万１,５３５円、公共下水道事業特

別会計は下水道使用料で２０万７,０７０円、介護

保険特別会計は介護保険料で１７万８,７００円、

これら４会計の滞納繰越分の欠損処分を行いまし

た。 

 次に、Ｅ欄、収入未済額をごらんください。 

 一般会計６億４３５万４,５４１円、内容は、町

民税、固定資産税、軽自動車税の合計２,０８７万

５,３１１円、住宅使用料が３０４万８,２３０円、

繰越明許費分が５億８,０４３万１,０００円、国庫

補助金と地方債の合計です。国民健康保険特別会計

２,６６４万９,５１８円、一般分と退職分の保険料

です。簡易水道事業特別会計、水道使用量１１万

６,６３１円です。公共下水道事業特別会計５３１

万７,５１１円、受益者負担分負担金が２０万９,３

８０円、下水道使用料が５１０万８,１３１円で

す。介護保険特別会計は、介護保険料１７４万２,

４００円です。後期高齢者医療特別会計は、医療保

険料１６万８,０００円です。ラベンダーハイツ事

業特別会計に収入未済はありませんでした。 

 別冊、各会計主要施策の報告書及び各会計歳入歳

出決算書に係る附属調書の７７ページに収入未納調

書、７８ページに欠損処分調書を載せてありますの

で、御高覧いただきたいと思います。 

 次に、Ｇ欄、差引残額をごらんください。 

 一般会計１億８,８７１万９,６５６円、翌年度へ

繰り越すべき財源９,８０８万円を除いた９,０６３

万９,６５６円が実質収支額となります。特別会計

の差引残額は、全て実質収支額となっています。 

 この表に記載してあります一般会計及び公共下水

道事業特別会計の丸括弧書き、各会計の真ん中の欄

になりますけれども、平成２３年度から２４年度へ

の繰越明許費です。 

 一般会計は、歳入が国庫支出金、繰越金、町債、

歳出は総務費、土木費、教育費、災害復旧費で、差

引残額は２５９万１５０円となりました。 

 公共下水道事業特別会計は、歳入が国庫支出金と

町債、歳出は下水道事業費で、差引残額はありませ

ん。 

 平成２３年度から平成２４年度への繰越明許費の

内訳は、一般会計の歳入が１２ページから１３ペー

ジ、歳出が１８ページから１９ページ、公共下水道

事業特別会計の歳入が３７４ページから３７５ペー

ジ、歳出が３７８ページから３７９ページに掲載し

てございます。 

 続いて、一般会計の角括弧書き、一番下の段にな

りますけれども、平成２４年度から平成２５年度へ

の繰越明許費で、それぞれ決算額の内数になりま

す。繰り越しすべき財源９,８０８万円、国庫支出

金の地方債収入未済額５億８,０４３万１,０００円

の合計が、Ａ欄の予算額６億７,８５１万１,０００

円で繰越額となります。 

 次に、財産関係について御説明いたします。 

 決算書３９５ページをごらん願います。 

 財産に関する調書で、平成２４年度中における公

有財産の移動について御説明いたします。 

 １、公有財産。 

 （１）土地及び建物。 

 初めに、土地の移動を御説明いたします。 

 （ア）行政財産。公共用財産の土地は、上富良野

小学校用地購入による増と、緑町公営住宅用地、そ

の他の施設用地、社協センターの用地でございます

けれども、普通財産への移行による減で、差し引き

３,３１１.１７平方メートルの減となりました。 

 （イ）普通財産の土地は、行政財産からの移行に

よる増でございます。泉町と旭町教員住宅用地をそ

の他の施設用地に移行した増減、中町、西町、草分

地区の町有地売却による減で、差し引き５,９５１.

４４平方メートルの増となりました。 

 次に、建物の移動を御説明いたします。 
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 （ア）行政財産、公共用財産の建物（非木造）

は、緑町団地公営住宅解体による減、島津公園トイ

レ建設による増で、差し引き１,１０２.９８平方

メートルの減となりました。 

 （イ）普通財産の建物（木造）は、教員住宅をそ

の他の施設、所管がえしたことによるもので、増減

はありません。 

 全体では、土地が２,６４０.２７平方メートルの

増、建物は１,１０２.９８平方メートルの減となり

ました。 

 以上が、公有財産の土地及び建物の移動の内容で

す。 

 次に、３９６ページをごらん願います。 

 （２）の有価証券、（３）の出資による権利は、

前年度と同額で、増減はありませんでした。 

 次に、３９７ページをごらん願います。 

 ２、物品。 

 車両ですけれども、年度中の増減です。乗用車３

台、軽自動車４台、マイクロバス１台の８台を購入

し、乗用車３台、マイクロバス１台は下取り、軽自

動車４台、大型トラック１台、重車両１台を売却い

たしました。年度末には、前年度から２台減少し、

現在７５台の保有となりました。 

 ３、債権。 

 上富良野高等学校卒業就学資金貸付金償還による

年度中の減少です。３名の方が、６カ月分３６万円

を償還しています。年度末現在高７２万円は、現

在、償還者１名分で、平成２７年度に償還が終了す

る予定となっております。 

 次に、３９８ページ、３９９ページをごらん願い

ます。 

 ４、基金でございます。 

 平成２４年度末に一般会計及び特別会計、合わせ

て１４の基金と北海道備荒資金組合基金を保有して

おります。 

 ３９９ページ、合計欄の額で年度中の増加額と取

り崩し内容を御説明いたします。 

 下段部分は、平成２４年度４月１日から平成２５

年３月３１日まで、年度中の増加額です。４,２０

８万３０４円となっております。同じく、取り崩し

額は２億９７０万１,７５０円です。３月末の現在

高２１億５,６２８万４,９８７円となっておりま

す。 

 上段部分は、平成２５年４月１日から平成２５年

５月３１日の出納整理期間中の増加額です。増加額

は１億６,１２６万３,８１２円、５月末現在高は２

３億１,７５４万８,７９９円です。 

 北海道備荒資金組合の基金の年度中の増加額は

４,１９７万３９円、取り崩し額は３,５４１万１,

０００円、年度末積立現在額２億６９０万８,１５

４円です。 

 以上が、財産に関する状況です。 

 これをもちまして、平成２４年度各会計歳入歳出

決算認定の件に関する概要の御説明とさせていただ

きます。具体的な主要施策の成果及び決算に係る調

書は、別冊、平成２４年度各会計主要施策の成果報

告書、各会計歳入歳出決算に係る附属調書に取りま

とめて掲載してございますので、審査の参考として

御高覧いただきたいと思います。御審議賜り、お認

めくださいますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） 次に、監査委員の審査意見

を求めます。 

 代表監査委員、米田末範君。 

○代表監査委員（米田末範君） 審査に付された平

成２４年度上富良野町各会計歳入歳出決算及び関係

書類並びに平成２４年度各基金の運用状況につい

て、地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第

５項の規定により、町長から審査に付された平成２

４年度上富良野町各会計歳入歳出決算書並びに同事

項別明細書、同実質収支に関する調書、財産に関す

る調書及び各基金の運用状況を示す書類について、

８月５日から８月２７日までの実日数８日間、基金

については８月２７日１日間、関係法令に基づき、

決算計数と会計管理者の所管する関係書類及び関係

課等から提出された資料との調査、照合、並びに関

係職員の説明を聴取するとともに、例月現金出納検

査、定期監査の結果等も参考にし、決算書式の適否

及び計数の成否をを確かめ、かつ、予算執行状況に

ついて審査を実施しました。 

 各会計歳入歳出決算は、ともに法令に準拠し、か

つ、前会計年度と同一の基準に従い継続して作成さ

れており、計数も関係書類と符合し正確であり、予

算執行状況についても、おおむね適正であると認め

られました。 

 また、平成２４年度基金運用状況調書、基金現在

高調書及び関係諸帳簿の計数は、各基金の支消額、

積立金利息の額、年度末及び出納閉鎖後の現在額と

符合して、適切に運用されていることが認められま

した。 

 審査の詳細については、お手元に配付の意見書の

とおりであり、審査意見のみ御説明させていただき

ます。 

 町の財政規模は縮小し、町政執行は厳しい状況に

置かれています。平成１５年度の一般会計の歳入決

算額が１０１億７１８万円だったものが、平成２４

年度では６７億３,２４０万円にまで減少している

中で、行財政改革による事務事業の見直しや経費削

減を中心とした努力の結果、収支の均衡は保たれて
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います。 

 自主財源の根幹をなす町税収入は、町民税、軽自

動車税、たばこ税、入湯税が増加し、固定資産税が

減少しているが、前年度と比較して３１２万円増加

しています。また、一般財源の主要である地方交付

税は、地方特例交付金が前年度比１,９１７万円の

減、率にしますと８４％減となり、普通交付税分は

３１億１,５８２万円、１.２％増と微増にとどまっ

ています。 

 各基金の出納閉鎖後の現在額は、総額２３億１,

７５４万８,７９９円であり、前年度同期に比べ４,

８４３万７,９３８円、２.０％減少しています。ま

た、財政指標は起債制限比率、公債費比率、公債費

負担比率で改善が見られますが、依然として厳しい

数値が示されており、財政の硬直化は続いていま

す。現在の公債費未償還額７１億９,９５２万円を

減らしつつ、収支均衡のとれた財政構造となるよう

努力が求められます。 

 今後は、上富良野小学校の改築などに見られるよ

うに、公共施設の更新が迫られ、短期間で急速に整

備された道路や橋梁、上下水道など、インフラの更

新改修が必要となり、多くの費用を必要とすること

から、効率的で健全な財政運営が強く求められてい

ます。また、地方主権が進められる中、町政執行に

当たっては、地方自治体に課せられた責任は、より

一段と重くなってきています。この責任を果たして

いくために、制度改正や、国、道の施策の動向を見

きわめながら、適正かつ効率的な行財政の運営に努

めていただきたいと存じます。 

 当町の全ての基金は、金融機関に対する預金に

よって管理されています。特に、各会計の資金調達

のため、一時借入金によらず、基金からの繰りかえ

運用を優先するなど、資金の一元管理を行い、資金

運用、調達の効率化が図られています。なお、基金

の保管のあり方については、決済用預金に１７口、

２億１,６５７万７９９円、定期預金に２４口、２

１億９７万８,０００円であり、効果的に資金運用

が図られていることが認められます。 

 なお、意見書に前年度比較、過去５年間経過及び

各種データ等を記載しましたので、参考としていた

だきたいと存じます。 

 以上、説明といたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

────────────────── 

◎決算特別委員会の設置について 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 ただいま議題となっています、議案第８号平成２

４年度上富良野町企業会計決算認定の件、議案第９

号平成２４年度上富良野町各会計歳入歳出決算認定

の件は、十分な審議を要すると思われますので、こ

の際、議長及び議員のうちから選任された監査委員

を除く１２名の委員をもって構成する決算特別委員

会を設置し、地方自治法第９８条第１項の検査権を

委任の上、議会閉会中の継続審査とすることにいた

したいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は１２名の委員をもって構成する決

算特別委員会を設置し、地方自治法第９８条第１項

の検査権を委任の上、議会閉会中の継続審査とする

ことに決しました。 

────────────────── 

◎日程第７ 議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 議案第１号平成

２５年度上富良野町一般会計補正予算（第５号）の

件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（田中利幸君） ただいま上程いただき

ました議案第１号平成２５年度上富良野町一般会計

補正予算（第５号）の提案要旨につきまして、御説

明申し上げます。 

 １点目は、本年度の普通交付税が既決予算額を

２,９９２万４,０００円を上回る額で確定したた

め、増額補正をお願いするものであります。また、

普通交付税の確定にあわせまして、地方特例交付金

及び臨時財政対策債発行額が確定したことによりま

して、それぞれ所要額の補正をお願いするものであ

ります。 

 ２点目は、町税についてですが、課税客体の確定

に伴い、個人町民税において１,７００万円の増額

補正をお願いするものであります。 

 ３点目は、平成２４年８月に交付されました子ど

も・子育て支援法に基づき、今後の子ども・子育て

新システムへの移行を進めるに当たって必要となる

ニーズ調査費及び子ども・子育て会議の設置に要す

る費用を計上するものであります。 

 ４点目は、本年４月より、北海道からの権限移譲

により町の事務となりました未熟児医療事業につき

まして、当初予算計上額を上回る給付額となること

が見込まれますことから、増額補正をお願いするも

のであります。 

 ５点目は、環境対策促進事業として平成２３年度

からの３カ年事業として取り組んでおります住宅リ

フォーム補助事業について、当初見込みを上回る申

請件数となっておりますことから、増額補正をお願

いするものであります。 
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 ６点目は、しろがね土地改良区の過年度受益者負

担金について、今回、その精算を行うため、所要の

経費を計上するものであります。 

 ７点目は、道営事業として実施しております農地

基盤整備事業について、今回、新たに島津第２地区

が採択されましたことから、所要の経費を計上する

とともに、あわせて、現在実施しております５地区

の土地基盤整備事業につきまして、本年度実施分の

事業量がふえますことから、必要な費用の増額補正

をお願いするものであります。 

 ８点目は、国の平成２４年度補正予算に関連し、

今後、町への交付が見込まれます地域の元気臨時交

付金の充当予定事業として、町道改良舗装実施にお

ける測量、実施設計に要する費用について、所要額

を計上するものであります。 

 ９点目は、８月中に断続的に発生いたしました集

中豪雨により、町内各所の河川、排水及び日の出公

園において、小規模な災害が発生いたしましたこと

から、これらの復旧に伴います費用について、増額

補正をお願いするものであります。なお、今回の災

害復旧に伴います費用につきましては、補助災害事

業または災害復旧事業債の対象とならない規模であ

りますことから、備荒資金組合超過納付金を取り崩

し、その財源とすることで予算を計上したところで

あります。 

 以上申し上げました内容を主な要素といたしまし

て、財源の調整を図った上で、さらに財源的に余剰

となる部分につきましては、今後の不測の事態に備

えるため、予備費に留保することで補正予算を調整

したところであります。 

 それでは、以下、議案につきまして、議決対象項

目の部分について説明をしてまいります。 

 議案第１号平成２５年度上富良野町一般会計補正

予算（第５号）。 

 平成２５年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第５号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１億１,３５８万７,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ６５億６,７６３万１,

０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 地方債の補正。 

 第２条、地方債の追加及び変更は、「第２表 地

方債補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称及び補正額

のみ申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １款町税１,７００万円。 

 ９款地方特例交付金５９万８,０００円。 

 １０款地方交付税２,９９２万４,０００円。 

 １３款使用料及び手数料３６万４,０００円。 

 １４款国庫支出金５２９万７,０００円。 

 １５款道支出金２,２２６万５,０００円。 

 １７款寄附金３６万円。 

 １８款繰入金７万円。 

 ２０款諸収入１,６２０万９,０００円。 

 ２１款町債２,１５０万円。 

 歳入合計は、１億１,３５８万７,０００円であり

ます。 

 ２ページに移ります。 

 ２、歳出。 

 １款議会費１５万円。 

 ２款総務費８６２万１,０００円の減。 

 ３款民生費７７６万７,０００円。 

 ４款衛生費１,０５５万５,０００円。 

 ６款農林業費４,４３１万円。 

 ８款土木費２,９９４万１,０００円。 

 ９款教育費２７４万７,０００円の減。 

 １２款予備費３,２２３万２,０００円。 

 歳入合計は、１億１,３５８万７,０００円であり

ます。 

 ３ページへ移ります。 

 次に、第２表の地方債の補正ですが、冒頭申し上

げましたように、島津第２地区道営農業水利施設保

全合理化事業の新規採択に伴います地方債の追加及

び道営土地基盤整備事業の増額に伴います地方債限

度額を増額するものであります。 

 また、第１興農橋かけかえ事業につきましては、

橋梁設計業務の一部に追加業務が生じますことか

ら、予定しておりました地方債限度額を増額するも

のであります。 

 臨時財政対策債につきましては、発行額が確定し

たことに伴います限度額の変更をするものでありま

す。 

 以上、議案第１号平成２５年度上富良野町一般会

計補正予算（第５号）の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。ございませんか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 何点か質問させていただき
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ます。 

 ８ページの町民税の、給与所得等がふえたという

ことの内容でありますが、概要についてのみをお伺

いしたいと思いますが、その内訳はどのようになっ

ているのかという点と、もう一つは、いわゆる所得

階層別では、上富良野町においては、今年度も予算

の審議に当たって資料をいただきましたところ、２

００万円以下の世帯がふえているという状況も見受

けられたのかなというふうに思いますが、傾向とし

ては、現状では、そういう傾向は、どのような実数

になっているのか、お伺いしておきたいと思いま

す。 

 それと、１４ページの総務費のところの予約型乗

合タクシーの運行ということで、アンケート調査を

実施するということでありますが、たしか、去年も

されたのかなというふうに思っておりますが、記憶

の間違いでありましたらお許しいただきたいと思い

ますが、通年またこういうことをするのであれば、

恒常的な予算を組んで、その都度ではなくてやるべ

きなのかなと思いますが、その点ちょっとはっきり

しませんので、どういう意識調査をされるのかとい

う点ですね。 

 それともう１点は、祝祭日は、この予約型乗合タ

クシーは運行されないという形になっております。

他の自治体を見ましたら、それを補うように、バス

券あるいは乗車券等を配付して、いろいろ工夫され

ているというのが実態として見受けられます。た

だ、配車がふえる、やっぱり確保が大変だというこ

とで尻込みをするのではなくて、それにかわる対策

という形の中で、やはりそういった住民の利便性を

確保するという点でも、そういった対策も必要に

なってきている時期ではないかというふうに思いま

すが、この点どのような見解をお持ちなのか、お伺

いいたします。 

 次に、１８ページの子育て支援会議という形で、

児童福祉費の予算の中に組まれております。地域の

子育てされている人たちの意見をより的確に、地元

あるいは国等にも反映するという中身の新たな事業

として起きてきたというふうに考えておりますが、

その目的とは何かという点と、もう一度、それと、

今後、ニーズ調査もされるという形になっておりま

すが、委託料という形で、今後、入札等があるのか

と思いますが、どのような手順等を組まれるのか、

お伺いしておきたいというふうに考えております。 

 次に、２１ページの環境衛生という形で、いわゆ

る住宅リフォームの補助制度が、今回３年目を迎え

るという形で、近年にない駆け込み需要もあったと

いうふうな話でありますが、この実数は現在どのぐ

らいになっているのかという点と、さらに、来年度

以降、どのようになされるのかという点をお伺いし

ておきたいと考えています。他の自治体では、いわ

ゆる町内、町外の業者にも、一定傾斜配分をしなが

ら、いわゆる町内外の業者も使う方もやっぱりおら

れますので、そういった枠をちょっと広げた形で、

使い勝手のよいような政策というのが組まれており

ますので、やはりこういった部分を見直して、地域

にも使いやすいような政策にもする必要があると思

いますので、この点どのように考えているのか、お

伺いしておきます。 

 次に、２６ページの道路改良費のところで、西２

条通りの改良舗装という形で、これは恐らく道道ま

での側溝の整備なのかなというふうに思いますが、

その点とあわせて、今後、これは何年かけて、全面

的な路線が、まだ大雄寺さんのところまでという形

で聞いておりますが、最終どのぐらいの完了という

形に計画をお持ちなのか、この点お伺いしておきた

いと思います。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） ４番米沢議員の、

町民税にかかわる御質問にお答えしたいと思いま

す。町民税の今回の補正につきましては、１,７０

０万円ということで、主に給与所得ということであ

りますが、給与所得のほうでは４００万円程度とい

うことで、質問にあります所得階層等の状況であり

ますが、給与所得に関しましては、７月１日現在の

比較になりますけれども、昨年よりも全体で４２名

の減ということになっております。また、階層別に

言いますと、７００万円を超える方についてはプラ

ス・マイナス・ゼロでありますが、２００万円以下

につきましては２２名の増、それから、２００万円

から７００万円の階層につきましては６４人の減と

いう状況になっております。 

 また、補正の中身でありますが、給与所得の４０

０万円の補正につきましては、昨年当初予算と比較

して、若干の伸びはあるであろうということを想定

しまして、５％増ということで予算措置をしたとこ

ろでございますが、昨年の実績と本年度の見込みで

比較しますと……、失礼いたしました、逆に、その

部分よりも、予定よりも伸びたということがありま

したので、その分で補正をさせていただいたところ

であります。 

 なお、一番大きく伸びている部分につきましては

農業所得でありまして、昨年の実績と同額を予算措

置させていただきましたが、さらに実績比で４０％

ほど昨年を上回ったということで、８５０万円とい

うことで、その他いろいろ合わせまして１,７００

万円の補正ということになっております。 

 以上です。 
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○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） ４番米沢議員の、乗合

タクシーにかかわりますアンケート費用の補正に関

しての御質問にお答えを申し上げます。 

 まず、乗合タクシーにつきましては、平成２３年

度、地区を限定いたしまして試行事業で実施をした

ことでありますが、そのときにアンケート調査を実

施して、２４年度の全町の試行事業に向けた準備を

させていただいたところであります。この間、実際

に乗っていただいた方の御意見等もいろいろ聞いて

まいりましたが、登録者が約７００人ほど、そして

また稼働率も非常に上がっておりますので、ここに

来て、まず一度しっかり利用者の声を吸い上げよう

ということで、アンケート調査を計画したところで

あります。 

 議員御発言にあるように、本来であったら、当初

に予算計上すべきではないかという御指摘、私もそ

ういうふうに思います。大変反省をしてございま

す。ここで、２５年度の、今、上半期を終わって、

１０月中にアンケート調査の実施をしたいなという

ふうに思ってございますが、議員御発言にありまし

た、土日祝祭日の運行も含めて、利用者さんがどの

ような声があるのか、このアンケートで集約もしな

がら、来年度そういう声が非常に多いことであれ

ば、３６５日は無理かと思いますが、土日のどちら

かの運行も視野に入れて、ぜひ検討もしてみたいと

いうふうに思っています。 

 もう１点、路線バスに乗っている状況も、あわせ

て、この７００人の方に聞きながら、また、路線バ

スは、今、職員が分担して、路線バスに実際に乗車

して利用者さんの声も実は聞いているところであり

ますので、関連して、それらを総合して、路線バス

のあり方も含めて、今、このアンケートをもって方

向性を定めていきたいというふうに考えています。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ４番米沢議員の、

子育て支援関係の予算等につきましての御質問にお

答えいたします。 

 御承知のように、国におきましては、昨年、子育

て支援法など関連３法を成立しまして、２７年度の

本格的なスタートに向けて、幼児期の学校教育、保

育、また地域の子ども・子育て支援を総合的に推進

していきたいということで、その準備を進めている

ところであります。 

 今回、上富良野町の子ども・子育て会議を設置し

たいということで、後ほど条例等も御提案させてい

ただく予定となってございますが、この会議につき

ましては、そういったそれぞれの子育ての事業等

を、地域での必要量等を把握するとともに、児童福

祉に関しまして、総合的に町として推進していくそ

の方向性等を御審議いただくために設置をしようと

しているものでございます。 

 また、ニーズ調査の関係でございますけれども、

こちらにつきましても、今現在、国のスケジュール

によりますと、来年１０月ごろをめどに、現行のエ

ンゼルプラン、次世代育成のプランの更新計画に当

たるようなものになると理解してございますけれど

も、子ども・子育て支援事業計画というものを策定

していくことの予定となっておりますので、当面は

この策定に向けてのニーズ調査ということで予定を

してございます。基本的に、これまで、次世代計画

等を策定の経験豊富な専門の業者等がございますの

で、そういう方たちと協議しながら、この秋には契

約に向けて取り進めたいというふうに考えてござい

ます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） ４番米沢議員の質

問にお答えいたします。 

 住宅リフォームに関する御質問でありますが、実

績ということで、ことしの実質件数につきまして

は、住宅リフォームについては２５件、住宅設備機

器については６件、延べ３１件、２９名の方からの

申請、交付決定をさせていただいているところであ

ります。 

 また、来年度以降についての予定でありますが、

このことにつきましては、ことしを含めまして３年

間の事業の検証をしまして、今後の検討としてまい

りたいと考えておりますので、御理解を賜りたいと

存じます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） ４番米沢議員の、

西２条通りの整備計画についての御質問にお答えい

たします。 

 今年度の事業区間につきましては、道道留辺蘂線

までの区間ということで施行いたしますが、今回の

補正につきましては、排水設備がより必要になると

いうことで、その費用分を増額補正をさせていただ

きたいと思います。 

 なお、来年度以降につきましては、駅前通りまで

を終点として整備を予定してございますけれども、

当初計画では来年度で終える考えでおりましたが、

排水施設、やはり今年度に準じて整備するために

は、ちょっと若干の予算の増額が伴いますので、予

算編成時の状況にはよりますけれども、もしかした

ら、２６、２７年の２カ年、あと２カ年の事業とし
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て実施される可能性もあるということで、お含みお

きいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） １４ページ、１５ページに

かかわります総務の企画費の超高速ブロードバンド

環境整備事業費の補正、当初計画の２,９００万円

から約５５％ぐらいの金額になって、１,３２５万

５,０００円削減になって、これは委託料というこ

とで、多分、実質かかった分でいいと思うのですけ

れども、これに伴って、いわゆる市街地エリアでは

なく、外れた無線地区の部分の、実際に超高速ブ

ロードバンド網を使われる方の悉皆調査的な部分と

いうのは今後行うのか、それとも、これとは全然別

事業で行うのか、ちょっとお聞かせ願いたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） ５番金子議員の、ブ

ロードバンドに関します御質問にお答えを申し上げ

ます。 

 この調査費ですが、伝搬調査と実施設計をあわせ

て、いわゆる郡部地区の利用意向のアンケート調査

の委託費を含めて、今、ちょうどアンケート調査を

回収している最中でございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） １９ページの関連で質問を

したいのですが、生活支援恒久対策事業概要という

ことで、先般の全員協議会の資料５で説明を受けた

ところですけれども、この中で、７事業を進めると

いうことで、最終的には、きのうの質問等でいけ

ば、政策調整会議等を含めて、また十分検討してい

きたいということですけれども、この中の３番目の

特定疾患の通院の費用の証明費用ということで、こ

れが、金額的には増額事業費の見込みは２万円なの

ですけれども、事業開始予定が２５年１０月１日と

いうことになっています。したがって、既決の予算

の中で、金額が少ないから大丈夫だろうとは思いま

すけれども、一つは、これは、この部分だけ先行で

実施をするのかというようなことを、まずお聞きを

したいと思いますが。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ７番中村議員の御

質問にお答えいたします。 

 先般、協議資料でお示ししました生活支援の関連

の７事業のうちの特定疾患の関係の事業でございま

すけれども、７事業いずれも、今、事務レベルで検

討している内容ということで、当初、私たちのほう

も、特定疾患に関する通院証明料の部分について

は、一定程度、調査の段階で、限られた病院であり

ますし、対象となる方も極めてごく少数ということ

でありましたので、現状の既決予算の中で十分対応

可能だろうということで、この秋から実施したいと

いう考え方を事務レベルでは考えております。 

 スタートにおきましても、年間３回で、３期ごと

に申請をしていただきますので、次期更新の時期が

１１月以降になりますので、その段階までに、事務

レベルの考え方としては、規則等の改正等ができれ

ばという思いで考え方をまとめて御提示させていた

だいたところであります。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程追加の議決 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 町長より議題１８号平成２５年度上富良野町一般

会計補正予算（第６号）が提出されております。 

 これを日程に追加し、直ちに議題といたしたいと

思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１８号を日程に追加し、直ちに議

題とすることに決しました。 

────────────────── 

◎追加日程第１ 議案第１８号 

○議長（西村昭教君） 追加日程第１ 議案第１８

号平成２５年度上富良野町一般会計補正予算（第６

号）の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（田中利幸君） ただいま追加上程いた

だきました、議案第１８号平成２５年度上富良野町

一般会計補正予算（第６号）の提案要旨につきまし
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て御説明申し上げます。 

 ８月の断続的な集中豪雨に伴います災害復旧に要

する補正予算につきましては、先ほどの一般会計補

正予算（第５号）において議決いただいたところで

ございますが、予算調整後の９月１５日から１６日

にかけ発生いたしました集中豪雨により、河川、道

路及び排水路の約８２カ所におきまして災害が発生

したところであります。本件は、それらの災害復旧

を早期に着手する必要がありますことから、現時点

において把握している災害復旧費３,８８０万円の

うち、特に小規模な道路復旧にかかわります費用の

２４０万円につきましては、道路管理業務委託費で

対応することとして、不足する３,６４０万円につ

いて、議案を追加して増額補正をお願いするもので

あります。 

 なお、今回の災害復旧に伴います費用につきまし

ては、単独災害復旧事業債を充当することで対応

し、起債の対象とならない部分につきましては、備

荒資金組合超過納付金を取り崩し、その財源とする

ことで補正予算を調整したところであります。 

 それでは、以下、議案につきまして、議決対象項

目の部分につきまして説明をしてまいります。 

 議案第１８号平成２５年度上富良野町一般会計補

正予算（第６号）。 

 平成２５年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第６号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

３,６４０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ６６億４０３万１,０００円とす

る。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は

「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 地方債の補正。 

 第２条、地方債の追加は、「第２表 地方債補

正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ２０款諸収入３７０万円。 

 ２１款町債３,２７０万円。 

 歳入合計は、３,６４０万円であります。 

 ２、歳出。 

 １３款災害復旧費３,６４０万円。 

 歳出合計は、３,６４０万円であります。 

 次に、第２表の地方債の補正ですが、さきに説明

いたしました災害復旧にかかわります地方債３,２

７０万円を追加するものであります。 

 以上、議案第１８号平成２５年度上富良野町一般

会計補正予算（第６号）の説明といたします。 

 御審議いただき、議決くださいますようお願い申

し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 今回の被害に対しまして、

復旧事業債を利用して直すのですけれども、前回に

被害に遭いましたところが、また同じようなところ

が傷んでいるところも見受けられます。それで、今

回、この復旧工事は、簡単に修理するということに

しないで、減災を考えた、しっかりそこを直してい

ただきたいと思っておりますけれども、その直し

方、修理の仕方で、復旧の仕方を、これは委託する

ことになると思うのですけれども、よろしくお願い

したいと思います。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） ３番村上議員の御

質問にお答えいたします。 

 この災害復旧につきましては、さきの第６号で補

正いただきますけれども、この災害の性格として、

同じ場所で繰り返されるという傾向がございます。

極力、減災対策、恒久的対策につながるように、復

旧工事を行うよう心がけてはおりますけれども、ど

うしても排水路とか側溝につきましては、地形や道

路構造、それから周辺の構造に伴いまして、抜本的

な改築手法がない、そのような場所につきまして

は、毎回雨が降るたびに周辺からの土砂が流れて埋

設させてしまうというところにつきましては、やむ

を得ず、繰り返しの被災を受けるということになっ

ております。 

 今回の、特に多いのが、委託費に現行の予算で実

施いたしますけれども、道路部分の２４０万円、道

路維持管理の部分につきましては、これがほとんど

土砂の埋設部分の堀り上げ、金額が５万円、１０万

円以下の安い復旧費が数多く積み重なったというよ

うな結果によるものでございます。そのほかに、補

正の道路部分として３９カ所ありますけれども、こ

の部分につきましても、抜本対策できる部分につい

ては、極力そのような繰り返し災害にならないよう

に配慮はして設計させていただきたいと考えており

ますので、御理解いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 １３番長谷川徳行君。 
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○１３番（長谷川徳行君） 今の関連なのですけれ

ども、自然災害だから手だてがないという話にはな

らないと思うのですよ。やはり、同じことを繰り返

さないように、恒久的な改修は絶対必要だと思うの

です、年次的にでもね。その辺、どのようにお考え

ですか。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） １３番長谷川議員

の御質問にお答えいたします。 

 もちろん、基本的に大きな部分、例えば、平成２

３年度に起きました９月２日、３日、大変な災害を

招きました本町地区の排水路、それから富原の排水

路、それから旭日川などの、河川、水路に関係しま

す防災、恒久的対策につきましては、現在、農業事

案として、道営のもとで施工される予定となってご

ざいます。中には、そのように恒久対策ができる部

分もありますけれども、例えば、道路に沿った側

溝、これは、地形を変えない限り流れてくるという

ような部分がどうしてもありまして、そこら辺につ

きましては、もっと長期的、それから、農家さんで

つくられている作物のつくり方なども含めて、総合

的な減災対策が必要な部分もございます。施設側だ

けで対応できないという部分がありますので、その

辺、今後の課題として産業振興課、それから農協も

含めて、それから中山間地域の地域協議会、それか

ら土地水協議会など、いろいろな対策を講じる手だ

てもございますので、そこら辺と協調しながら減災

対策に臨んでいきたいと考えてございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 １３番長谷川徳行君。 

○１３番（長谷川徳行君） 以前の例として、江花

の物井さんですか、あそこで、いつも災害がありま

した｡それは、今、課長が言ったように、ちゃんと

直っていますよね。だから、やればできるというこ

とですので、災害を繰り返さないため、同じお金を

使わないためにも、ぜひ恒久的な改修をお願いいた

したいと思います。 

○議長（西村昭教君） 答弁はよろしいですね。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これより、議案第１８号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決しました。 

 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１０時３０分 休憩 

午前１０時４５分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

────────────────── 

◎日程第８ 議案第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 議案第２号平成

２５年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（北川和宏君） ただいま上程いた

だきました、議案第２号平成２５年度上富良野町国

民健康保険特別会計補正予算（第２号）につきまし

て、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 まず、歳入につきましては、前期高齢者交付金の

確定に伴い、所要の補正をするものであります。 

 次に、歳出につきましては、前期高齢者納付金、

後期高齢者支援金及び介護給付費納付金の額が確定

したこと、国民健康保険運営協議会委員の改正に伴

う公務災害負担金について、所要の補正をするもの

であります。 

 また、収支差額については、予備費に充当し、今

後の対応に備えようとするものであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書に

つきましては省略させていただきますので、御了承

願います。 

 議案第２号平成２５年度上富良野町国民健康保険

特別会計補正予算（第２号）。 

 平成２５年度上富良野町の国民健康保険特別会計

の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ３３万２,０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１３億９,１１７万２,０００

円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 
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 ４款前期高齢者交付金３３万２,０００円の減。 

 歳入合計は、３３万２,０００円の減でありま

す。 

 ２、歳出。 

 １款総務費５,０００円。 

 ３款後期高齢者支援金等６４万５,０００円の

減。 

 ４款前期高齢者納付金等６万６,０００円。 

 ５款介護納付金３２万８,０００円の減。 

 １１款予備費５７万円。 

 歳出合計は、３３万２,０００円の減でありま

す。 

 以上で、議案第２号平成２５年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第２号）の説明といた

します。御審議いただきまして、議決くださいます

ようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第２号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第９ 議案第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 議案第３号平成

２５年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（北川和宏君） ただいま上程いた

だきました、議案第３号平成２５年度上富良野町後

期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につきま

して、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 平成２５年度の後期高齢者医療保険料の賦課確定

に伴い、歳入においては後期高齢者医療保険料、歳

出においては広域連合納付金をそれぞれ増額補正す

るものであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書に

つきましては省略させていただきますので、御了承

願います。 

 議案第３号平成２５年度上富良野町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第２号）。 

 平成２５年度上富良野町の後期高齢者医療特別会

計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

６９１万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１億２,３７８万円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １款後期高齢者医療保険料６９１万４,０００

円。 

 歳入合計は、６９１万４,０００円であります。 

 ２、歳出。 

 ２款広域連合納付金６９１万４,０００円。 

 歳出合計は、６９１万４,０００円であります。 

 以上で、議案第３号平成２５年度上富良野町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の説明とい

たします。御審議いただきまして、議決くださいま

すようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第３号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１０ 議案第４号 

○議長（西村昭教君） 日程第１０ 議案第４号平

成２５年度上富良野町介護保険特別会計補正予算

（第２号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ただいま上程いた

だきました、議案第４号平成２５年度上富良野町介

護保険特別会計補正予算（第２号）につきまして、
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提案の要旨を御説明申し上げます。 

 平成２４年度の給付に係る国及び北海道並びに支

払基金交付金の概算払いに対する精算額が確定しま

したことから、歳入においては、介護給付費道費負

担分の追加交付として所要額を計上するものであり

ます。 

 また、歳出においては、介護給付費の国及び支払

基金の負担分並びに地域支援事業交付金分の返還金

として、それぞれ所要額を計上し、その財源の一部

を予備費から充当しようとするものであります。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第４号平成２５年度上富良野町介護保険特別

会計補正予算（第２号）。 

 平成２５年度上富良野町の介護保険特別会計の補

正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

３７３万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ８億１,７３１万１,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 議決項目であります款ごとの補正額のみ申し上げ

ます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ４款道支出金３７３万４,０００円。 

 歳入合計は、３７３万４,０００円であります。 

 ２、歳出。 

 ６款諸支出金５０７万６,０００円。 

 ７款予備費１３４万２,０００円の減。 

 歳出合計は、３７３万４,０００円であります。 

 ２ページ目以降の事項別明細書につきましては、

既に御高覧いただいておりますので、説明を省略さ

せていただきます。 

 以上、議案第４号平成２５年度上富良野町介護保

険特別会計補正予算（第２号）の説明といたしま

す。御審議いただき、御議決くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第４号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１１ 議案第５号 

○議長（西村昭教君） 日程第１１ 議案第５号平

成２５年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予

算（第２号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま上程いた

だきました、議案第５号平成２５年度上富良野町簡

易水道事業特別会計補正予算（第２号）の補正の要

旨について御説明申し上げます。 

 内容につきましては、北海道が行う農村農業整備

事業に伴い、東中簡易水道の配水管に支障となる部

分があるため、北海道の１００％の工事補償金を財

源として移設工事に必要な費用を補正する内容と

なっております。 

 以下、議案の朗読をもちまして説明にかえさせて

いただきます。 

 議案第５号平成２５年度上富良野町簡易水道事業

特別会計補正予算（第２号）。 

 平成２５年度上富良野町の簡易水道事業特別会計

の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

６２万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ６,５３６万２,０００円とす

る。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 以下、款ごとの補正額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 ４款諸収入６２万７,０００円。 

 歳入合計６２万７,０００円。 

 ２、歳出。 

 １款衛生費６２万７,０００円。 

 歳出合計６２万７,０００円。 

 以上、議決項目のみを御説明申し上げました。御

審議いただきまして、議決賜りますようお願い申し

上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の
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説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第５号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１２ 議案第６号 

○議長（西村昭教君） 日程第１２ 議案第６号平

成２５年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正

予算（第２号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま上程いた

だきました、議案第６号平成２５年度上富良野町公

共下水道事業特別会計補正予算（第２号）の補正の

要旨について御説明申し上げます。 

 歳入におきましては、１点目として、受益者負担

金の精査による増、２点目といたしまして、一般管

理費の減に伴いまして一般会計繰入金の減、３点目

といたしまして、事業費の精査に伴う下水道事業債

の減となっております。 

 歳出におきましては、１点目として、消費税の確

定に伴う一般管理費の減、２点目として、公設ます

の新設及び補修工事の増、３点目として浄化セン

ター、消防設備の更新に伴う増、４点目として浄化

センターの長寿命化工事に伴う金属廃材処分収入分

の交付金返還金の計上となっており、あわせて歳入

の補正に伴う特定財源の組み替えを行うものとなっ

ております。 

 以下、議案の朗読をもって上程説明とさせていた

だきます。 

 議案第６号平成２５年度上富良野町公共下水道事

業特別会計補正予算（第２号）。 

 平成２５年度上富良野町の公共下水道事業特別会

計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１００万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ４億１,０４７万９,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 地方債の補正。 

 第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補

正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 以下、款ごとの補正額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 １款分担金及び負担金７万１,０００円。 

 ４款繰入金１９６万９,０００円の減。 

 ７款町債２９０万円。 

 歳入合計１００万２,０００円。 

 ２、歳出。 

 １款下水道事業費１００万２,０００円。 

 歳出合計１００万２,０００円。 

 ２ページへ参ります。 

 第２表、地方債補正。 

 内容につきましては、公共下水道事業に伴う一般

分として３００万円を追加し、３,４６０万円とす

るもの。さらに、資本費平準化分１０万円を減じ、

７,６１０万円とする内容となっております。 

 以上、議決項目についてのみ御説明申し上げまし

た。御審議いただきまして、議決賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第６号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１３ 議案第１０号 

○議長（西村昭教君） 日程第１３ 議案第１０号

上富良野町議会の議決すべき事件に関する条例の件

を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（田中利幸君） ただいま上程いただき

ました、議案第１０号上富良野町議会の議決すべき

事件に関する条例の制定につきまして、提案の要旨

を御説明申し上げます。 
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 地方自治法第９６条第１項におきましては、議会

の議決権限について規定されておりまして、同項に

定める１５項目の議決案件以外の重要案件につきま

しては、普通地方公共団体は、条例で議会の議決す

べき事件を定めることができると、同条第２項に規

定しているところであります。 

 本件は、総合計画の基本構想の策定、変更、また

は廃止に関すること、定住自立圏形成協定の締結、

変更、または廃止に関することについて、地方自治

法第９６条第２項の規定に基づき、議会の議決すべ

き事件として本条例を制定するものであります。 

 まず、１点目の総合計画の基本構想に関しまして

は、地方分権改革での義務づけ廃止の一環として、

平成２３年度地方自治法の一部改正により総合計画

の策定義務が廃止され、議会の議決事件の対象外と

されたところであります。しかしながら、本町にお

きましては、自治基本条例において総合計画の策定

義務をみずから課していることから、これまでと同

様に議会の議決を求めるものであります。 

 次に、２点目の定住自立圏形成協定に関しまして

は、国が重要施策として進めております定住自立圏

構想について、平成２５年４月１日付での対象中心

市の該当要件が緩和されたことにより、富良野市が

中心市の対象となることを受け、去る９月４日に、

富良野市において中心市宣言がなされたところであ

ります。今後は、中心市と周辺町村の１対１による

定住自立圏形成協定に向けた協議がスタートするこ

ととなりますが、その協定の締結に関しましては、

町の重要案件として議会の議決を求めるものであり

ます。 

 以上の内容を要素といたしまして、上富良野町議

会の議決すべき事件に関する条例の制定をお願いす

るものであります。 

 それでは、議案の朗読をもって説明といたしま

す。 

 議案第１０号上富良野町議会の議決すべき事件に

関する条例。 

 目的。 

 第１条、この条例は、地方自治法（昭和２２年法

律第６７号）第９６条第２項の規定に基づき、上富

良野町議会（以下「議会」という）の議決すべき事

件について定めるものとする。 

 議会の議決すべき事件。 

 第２条、議会の議決すべき事件は、次のとおりと

する。 

 １号、上富良野町自治基本条例（平成２０年上富

良野町条例第２８号）第１７条第１項の総合計画に

係るまちづくりの基本構想の策定、変更、または廃

止に関すること。 

 ２号、定住自立圏形成協定を締結し、もしくは変

更し、または同協定の廃止を求める旨を通告するこ

と。 

 附則。 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 以上で、議案第１０号上富良野町議会の議決すべ

き事件に関する条例の説明といたします。御審議い

ただき、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） ２３年の自治法の改正に

よって、この１番のところですね、町でつくってい

る総合計画、あるいはまちづくり構想、これらが、

上富良野町は総合計画をしておりますので、これを

変更なり、この定住自立圏形成の協定を締結するこ

とによって、変更なり廃止してもいいと、こういう

ことを、そこのところをちょっと確認させていただ

きたい。前から、この各町村で計画している総合計

画や構想は、今回、この定住自立圏形成協定を締結

することによって、そういったものの兼ね合いはど

うなのかということを何回も質問させてもらったの

ですけれども、ちょっとはっきりしなかったもので

すから、そういったところはどうなるのでしょう

か、ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） ３番村上議員の御質問

にお答えを申し上げます。 

 まず、総合計画につきましては、冒頭、御説明申

し上げましたように、地方自治法の改正に基づきま

して、議決案件から対象外となったところでありま

す。ただ、総合計画の基本構想部分でございます

が、ここにつきましては、１０カ年の町の姿をみん

なで共有をすると、あるいは、この行政運営につい

ての１０カ年の道しるべをしっかり定めるものであ

りますので、これまでと同様に、議会の議決を求め

ることで条例を上程した内容であります。 

 また一方、定住自立圏に関する協定ですが、総合

計画では、五つの暮らしづくりを想定したまちづく

りを実施しようということでありますので、定住自

立圏形成が、仮に協定を結んだとしても、総合計画

に大きくそごが発生するような内容ではないという

ふうに考えてございます。定住自立圏形成協定を結

ぶか結ばないかについては、今後、これから協議を

進めながら、また時期を見て、議会にも御相談をか

けたいというふうに考えています。 

 いずれにいたしましても、定住自立圏構想と総合

計画について、そごが発生するようなことがあるよ
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うなものではないということを御理解いただきたい

と思います。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） この間の議員協議会等にお

いても何点か質問をさせていただきましたが、今回

上程された中身は、協定を結んだ後に、それを議決

するという内容のものでありますが、これとあわせ

て、今後、１０月等においては、協定を富良野市と

構想を協議するというような内容になってきている

かというふうに思いますが、今後のスケジュールは

どのようになるのかという点ですね。 

 もう一つは、一番懸念されるのは、やはり地方分

権といいながらも、圏域が合併されるのではないか

というような不安が当然あります｡そういうものも

含めて、条文等を、今いただいた限りにおいては、

そういったものは見え隠れはしますが、地域の住民

の利便性等も考慮しながら、地域の住民の暮らしを

底上げしていこうという内容になっているかという

ふうに思いますが、現時点では、合併構想につなが

るような、そういった自立圏構想というのはなって

いないというふうに判断しておりますが、その点は

どのようにお考えなのか。 

 もう１点は、今後、これが協定するかどうかは別

としても、やはり住民に少しでも心地よい暮らしを

ということで、どういうようなまちづくり構想を、

町として、今後進められようとしているのか、この

点もあわせてお伺いしておきたいというふうに思い

ます。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） ４番米沢議員の御質問

にお答えを申し上げます。 

 まず、富良野市を中心とした４町村においては、

今、これら、今回上程いたしました議決すべき事件

に関する条例については、この３定で上程する旨、

情報交換をしているところであります。これで４町

村が、全て、この１本目の条例が制定された後、１

０月の初めには第１回の担当課長会議をやろうとい

うようなスケジュールになってございます。それ以

降、具体の共生ビジョン、あるいは、その協定の素

案、これらが具体に協議を進める内容のスケジュー

ルとなってございます。まず、スケジュールについ

てはそのようなこと。 

 それと、合併につながらないのかという御質問も

ありました。いずれにいたしましても、８年ほど前

ですね、それぞれ、上富良野町においても、合併の

部分の協議をしながら、町民の総意として、厳しい

中においても、上富良野町は独自で進んでいくとい

うふうに決めてきた経過にございますので、少なく

とも、上富良野町が、この協定に向けた、合併が考

えられるような協定については参加することはでき

ないなというふうに私も思って、その事務協議に臨

みたいというふうに思ってございますので、いずれ

にいたしましても、これからの協議になろうかと思

います。今のところ、既に連携をされている範囲で

いくのであれば、ぜひ前向きに協定の議論もさせて

いただこうかなというふうなことも考えつつ、協議

に臨みたいというふうに考えてございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 定住自立圏ということで、

富良野市が中心市宣言ということで、９月４日に出

されました。ただ、私、富良野広域連合の各町村の

議員の方にちょっと確認をしたのですね。そうする

と、このスケジュール等を含めた自立圏の構想の概

要というのは、７月１２日に課長会議、７月２６日

に市町村長の会議の説明を受けて、大体１回ないし

２回ですね、議員協議会等も含めて若干の説明をし

ているのですね。しかし、うちの場合は、９月１２

日の全員協議会で初めてこれらの提供を受けたとい

うことで、非常に、この沿線の中富、南富、占冠の

議員の皆さん方に聞くと、あなた方のところはえら

い遅いなというようなことで、やはり情報提供を十

分やっていただかないと、９月４日に初めて中心市

宣言された、これは何だろうかということで、若干

の情報は入っていましたけれども、そういう点で

は、非常に我々議員に対する情報の提供というのが

遅かったのではないかというのが第１点。 

 それから、第２点は、ここにある圏域の共生ビ

ジョン、その作成は課長会議ということでございま

すけれども、圏域の共生ビジョン懇談会、富良野市

は福祉関係、医療関係、観光関係、農業関係とそれ

らになっていて、あとの構成の町村は１名ずつ選出

ということなのですね。そうすると、当然、富良野

市が中心にはなるけれども、もう少し４町村の意見

反映といいますか、そういうものが、これ、１名ず

つということで推薦ということになっていますけれ

ども、どういう方を推薦するのかという面が一つあ

るし、１名であれば、対等とは言わなくても、いろ

いろな分野の中でのこのビジョン懇談会に、４町村

がある面で何名かが出てくるような、もしくは、関

係するセクションごとにというようなことも、私は

必要ではないかなという気がするのですけれども、

その点を確認したいと思います。 

 それで、今、総務課長が言うように、沿線の４町



― 59 ― 

村の議員の皆さん方に聞きましたら、３定でやるよ

と。しかし、富良野中心でどんどん進まれることに

ついては、４町村の議員なり、もしくはこのビジョ

ン懇談会の中でも、ある面でセーブをしていかない

とだめでないか、そういうような意見があります。

３定では通すけれども、そういう意見をやはり議会

として十分出していかなければならないのではない

かというのが、広域連合に出ている議員の皆さん方

に意見を聞いた結論でございますので、その点も含

めて、ちょっと答弁をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） ７番中村議員の御質問

にお答えを申し上げます。 

 まず、議員御発言にありました、議会への情報提

供が遅過ぎたのではないかという御質問がございま

した。４町村の担当者と、私ども、ずっと情報交換

をさせていただいておりますが、特に中富良野と占

冠においては、この案件ではなくて、ちょうど臨時

議会が開催されるというような内容から、そのとき

に情報提供をさせていただいたというようなことを

聞いてございます。上富良野町において、当初、富

良野市がスケジュールとして示されたもの、この９

月の３定に１本目の条例、１２月には、できれば協

定を結ぶための議会の議決というようなスケジュー

ルが示されましたが、本町においては一度も議会に

情報提供がされていないことも含めて、この案件だ

けで、臨時議会等、あるいは協議会等、そういうも

のに、富良野市のスケジュールに、私たちがそれに

乗っていくことはしないようにしようというような

こともありましたので、この３定に向けての委員

会、全員協議会で情報提供をしながら、その議会の

御意見をいただこうというような内容にしたことか

ら、今回に至ったということ。 

 それと、もう１点は、今回、冒頭、上程の御説明

をいたしましたが、今回の条例については、定住自

立圏協定を結ぶ場合には、ぜひ議会の議決をいただ

きたいという内容の条例でありますので、委員会あ

るいは協議会での御意見を踏まえ、これらの入り口

の条例については、しっかり上程することが、これ

からの協定に向けた協議の入り口に入れるというよ

うなこともありましたので、この条例を上程した経

過にございます。 

 それと、共生ビジョンの懇談会の御質問もありま

したが、これにつきましては、協定を結んだ後の懇

談会になりますので、ここに富良野市がメンバーを

想定した形で書かれていますが、協定を結んだ議決

をした後の懇談会のメンバーとなれば、その時点で

上富良野がその条件が整った段階で、そのメンバー

について１名ではなくて２名参加できないかという

ようなことは、具体にその後の話になるかなという

ふうに考えてございます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 議会運営委員会で、９月の

段階であれしたときに、総務産建委員長は、私は全

然知らないと。それで、総務課へ行ったら、その資

料はもらってきたよというようなことなので、そん

なことでは僕はだめでないかなという気がします。

それはそれとして、それで、今後の関係について

は、スケジュールに沿って課長会議等もいろいろ進

められると思います、広域のですね。したがって、

それらの情報提供を適宜、やっぱり議会にも情報提

供をしていただきたいということを確約をしていた

だきたい。 

 それから、もう一つは、今言う共生ビジョン、あ

くまで締結した後だといっても、これは、ある面で

富良野市がつくられたものだろうと思いますので、

場合によっては２名でも３名でもという可能性があ

るというのは、これからの協議の中だろうと思いま

す｡しかし、そういう点で意見反映が十分できるよ

うに、他の３町村とも協議をしながら、できれば、

あくまで富良野中心市宣言だけれども、富良野市だ

けがいろいろな面で潤うということではなくて、広

域全体がやっぱり潤っていくという方法を、ぜひ進

める面でのこのビジョンの懇談会に、できるだけ多

くの方の意見反映ができる立場でお願いをしたいと

思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 私のほうから、基本的な私

の認識を述べさせていただきたいと思います。 

 定住自立圏につきましては、まず情報提供の時期

のお尋ねがございましたけれども、私の思いといた

しましては、いつまでに、この定住自立圏に協定を

結ぶかという前提を持っておりませんので、そうい

う関係で、情報を提供させていただく時期が、目標

をいつというような仮定をしておりませんので、今

回、協議会で初めて御説明をさせていただいたとい

う経過がございます。 

 それから、関係いたします圏域の町村との連携、

情報交換はあるといたしましても、他の富良野市以

外の自治体で、本件に関して何か協議をするとか、

あるいは打ち合わせをするとかというようなこと

で、この中身を深めていこうというような状況は、

今、生まれておりませんので、富良野市長からの発

言の中にも、単独に、それぞれ個々に協定を結ぶの

だということを述べられておりますので、今後の展

開は、まだ少し様子を見なければならないかなとい
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う状況だということで御理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 再質問、よろしいですね。 

 ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 町長が言うように、３定で

やらない方法で我々に情報提供をしなかった。しか

し、富良野のこの情報では、もう沿線それぞれ５市

町村、３定でやろうというような形で進められたの

ではないかなという気がするのだけれども、その点

僕は若干違いがあるのかなという気がしますね。３

定で上げる上げないは、一応基本的には３定で上げ

るという方向づけをされていたのかな。しかし、町

長が言うのは、３定で上げる上げないは、まだ段階

を決めていなかったので情報提供をしなかったとい

う、その点の違いを、総務課長、その時系列的に説

明してくださいよ。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） ７番中村議員の御質問

にお答えをいたします。 

 まず、今回の条例というのは、富良野市が９月４

日に中心市宣言を行いますということは、事前の情

報としてありました。いずれにしろ、富良野市が宣

言をするということは、富良野市は宣言の後、周辺

市町村に、協定を結びませんかという協議を申し入

れることになるだろうという想定の中で、逆に、富

良野市が中心市の宣言をするのは間違いないのであ

れば、先ほどと重複しますが、この協定をするとき

には、重要案件として議会に議決を求めるというこ

とを、そのタイミングでやることのほうが逆にいい

のではないかということを、この残り４町村の担当

と話し合った経過はあります。ただ、協定を結ぶこ

とを前提に、まずこの条例を制定しましょうねとい

うことの協議は、先ほど町長おっしゃったとおりで

ありまして、そこについては、ちょっと切り分けて

いただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかに質問ございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１０号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１４ 議案第１１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１４ 議案第１１号

上富良野町税条例等の一部を改正する条例の件を議

題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（北川和宏君） ただいま上程いた

だきました、議案第１１号上富良野町税条例等の一

部を改正する条例につきまして、提案の要旨を御説

明申し上げます。 

 国におけます平成２５年度の税制改正法案が、３

月２９日、参議院におきまして可決され、同法案が

成立し、３月３０日に公布されたところでありま

す。同日、地方税法施行令の一部を改正する政令及

び地方税法施行規則の一部を改正する省令が公布さ

れたことから、４月１日に町税条例の一部を改正す

る条例の専決処分をし、報告したところでありま

す。この制令及び省令につきましては、時間的余裕

のある部分を分離し、２段階に分けて公布されたと

ころでありまして、第２弾の改正が、それぞれ６月

１２日公布されたことから、今回、町税条例等の一

部を改正しようとするものであります。 

 今回の町税条例等の一部改正につきまして、その

主な改正点を御説明申し上げます。 

 １点目は、金融所得課税の一本化等の見直しであ

ります。２点目は、個人住民税の公的年金からの特

別徴収制度の見直しであります。３点目は、国民健

康保険税において、株式等に係る譲渡所得等の申告

分離課税制度の改組に伴う規定の整備であります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１１号上富良野町税条例等の一部を改正す

る条例。 

 上富良野町税条例（昭和２９年上富良野町条例第

１０号）の一部を次のように改正する。 

 以下につきましては、条例の朗読を省略させてい

ただき、条を追って、その主な改正点のみの説明と

させていただきますので、御了承願います。 

 第４７条の２は、納税義務者が町の区域外に転出

した場合も特別徴収を継続することとする、特別徴

収対象者年金所得者の除外規定の見直しでありま

す。 

 第４７条の５は、年金所得者に係る仮特別徴収額

の算定方法の見直しであります。 

 附則第７条の４は、上場株式等に係る譲渡所得等

の分離課税の新設にあわせて引用条文を追加するも

のであります。 

 第１６条の３は、上場株式等に係る配当所得等の

分離課税について特定公社債の利子が対象に追加さ

れたことに伴う条文の整理であります。 
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 附則第１９条は、株式等に係る譲渡所得等の分離

課税を一般株式等に係る譲渡所得等の分離課税と上

場株式等に係る譲渡所得等の分離課税に改組したこ

とに伴う条文の整理であります。 

 次のページをお開き願います。 

 第１９条の２は、上場株式等に係る譲渡所得等の

分離課税の規定の新設に伴い、条文を改めるもので

あります。 

 第１９条の３から附則第２０条までは、地方税法

の改正に伴う条の削除であります。 

 第２０条の２は、附則第２０条の削除に伴う条の

繰り上げ及び条文の整理であります。 

 第２０条の３は、地方税法の改正に伴う条の削除

であります。 

 附則第２０条の４は、附則第２０条及び附則第２

０条の３の削除に伴う条の繰り上げ及び条約適用配

当等に係る分離課税について、特定公社債等の利子

等が対象に追加されたことに伴う条文の整理であり

ます。 

 附則第２０条の５は、地方税法の改正に伴う条の

削除であります。 

 改正附則第１条は、原則として、施行期日は平成

２８年１月１日から施行するものでありますが、施

行期日を別に定めている項目については、その施行

期日から施行するものであります。 

 次のページをごらん願います。 

 改正附則第２条は、経過措置を規定しているもの

であります。 

 改正附則第３条関係でありますが、以下、議案を

朗読し、御説明申し上げます。 

 上富良野町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例。 

 第３条、上富良野町国民健康保険税条例（昭和３

１年上富良野町条例第７号）の一部を次のように改

正する。 

 以下につきましても、条例の朗読を省略させてい

ただき、その主な改正点のみの説明とさせていただ

きますので、御了承願いたいと思います。 

 附則第３項、附則第６項、附則第７項、次のペー

ジの附則第８項から第１６項までは、特定公社債等

の利子等に係る利子所得が新たに申告分離課税の対

象とされたこと。株式等に係る譲渡所得等の申告分

離課税制度が上場株式等に係る譲渡所得等の申告分

離課税と一般株式等に係る譲渡所得等の申告分離課

税制度に改組されたことに伴い、条文を整理するも

のであります。 

 改正附則第４条は、平成２９年１月１日から施行

し、改正後の規定は申告分離課税制度が創設される

平成２９年度以後の年度分の国民健康保険税につい

て適用するものであります。 

 以上で、議案第１１号上富良野町税条例等の一部

を改正する条例の説明とさせていただきます。御審

議いただきまして、議決くださいますようお願い申

し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１１号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１５ 議案第１２号 

○議長（西村昭教君） 日程第１５ 議案第１２号

上富良野町子ども・子育て会議条例の件を議題とい

たします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ただいま上程いた

だきました、議案第１２号上富良野町子ども・子育

て会議条例につきまして、提案の要旨を御説明申し

上げます。 

 国におきましては、幼児期の学校教育、保育、ま

た、地域の子ども・子育て支援を総合的に推進して

いくことを趣旨として、昨年８月に、子ども・子育

て支援法など、関連３法を成立し、子ども・子育て

新システムの構築に向けて取り組みを進めておりま

す。当条例は、子ども・子育て支援法第７７条の規

定に基づき、本町の子ども・子育て支援等について

総合的に御審議いただく合議制の附属機関として設

置する上富良野町子ども・子育て会議の組織、運営

など、必要な事項について定めるものであります。 

 第１条、第２条では、子ども・子育て会議の設置

及び所掌事務について規定をしており、当会議にお

いて、認定こども園等の利用定員や子ども・子育て

支援事業計画の策定等のほか、児童福祉の推進に関

し必要な事項などについて御審議いただくよう規定

しております。 

 第３条から第５条では、当会議の組織等について

規定しており、保護者を初めとして関係する１５名

以内の委員をもって組織し、委員の任期は２年、ま

た、委員の互選による委員長、副委員長等の設置な
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どについて規定しております。 

 第６条では、当会議の運営について、第７条では

当会議の庶務を保健福祉課が担う旨、規定してお

り、第８条は、委任規定であります。 

 また、附則におきまして、当条例を平成２５年１

０月１日から施行する旨、規定するとともに、特別

職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する

条例について、別表中に当会委員を追記するよう一

部改正するものであります。 

 以上、議案第１２号上富良野町子ども・子育て会

議条例の説明といたします。御審議いただき、御議

決くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 組織として、第３条、子育

て会議は、委員１５人以内をもって組織すると、こ

うありまして、子どもの保護者、それから、一番下

が、５項目めは、その他町長が必要と認める者とあ

りますけれども、これは何人ずつぐらいを予定して

いらっしゃるのか。例えば、子どもの保護者です

と、１５人をもって構成するわけですけれども、そ

このところをちょっとお尋ねしたいのですけれど

も。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ３番村上議員の御

質問にお答えします。 

 子ども・子育て会議の委員につきましては、条例

第３条の規定のように、１５名の委員をもって組織

をしたいということで、それぞれ各号ごとに対象の

方を記載をさせていただいております。現時点にお

きましては、１５名中、保護者の方々については

四、五名程度を考えてございます。残り、それぞれ

子ども・子育ての支援に関する事業に従事されてい

る方、あるいは、子ども・子育ての支援に関し学識

経験を有する方等、関係する方々を、残りの１０名

から１１名ぐらいをもって組織をしたいというふう

に考えてございます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 私は、やっぱり子育てをし

ていらっしゃる保護者の方をできるだけ多くと思っ

ているのですね。関係機関を代表する方というのは

当て職になりますし、事業を展開していらっしゃる

方もよくわかりますけれども、幼稚園、それから保

育所の所長さんとか、そういった方々が選ばれるの

ではないかと思うのですけれども、せっかくその

ニーズを聞き出す調査ですので、やっぱり実際に子

育てをしていらっしゃる世帯、この保護者の方をで

きるだけ多く考えていただきたいと思うのですけれ

ども、その点いかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） お答えいたしま

す。 

 私どもも、保護者の御意見というものが極めて重

要な意見というふうに理解をしておりますので、そ

ういった考え方で、委員の構成も今考えているとこ

ろでありますので、思いとしては、議員とともにす

るものというふうに理解してございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですね。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１２号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１６ 議案第１３号 

○議長（西村昭教君） 日程第１６ 議案第１３号

上富良野町立保育所条例を廃止する条例の件を議題

といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ただいま上程いた

だきました、議案第１３号上富良野町立保育所条例

を廃止する条例につきまして、提案の要旨を御説明

申し上げます。 

 町では、中央保育所民営化実施計画に基づき、平

成２６年４月１日から町立保育所の民間移譲に向け

て準備を進めているところであります。このことか

ら、明年４月１日を迎えた段階で町立の保育所がな

くなることから、当該条例を廃止しようとするもの

であります。 

 なお、附則において、施行期日を、民間移譲を予

定しております平成２６年４月１日とするととも

に、議会の議決に付すべき公の施設の利用及び廃止

に関する条例中、特に重要な公の施設から保育所を

削るよう、同条例の一部を改正するものでありま

す。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第１３号上富良野町立保育所条例を廃止する

条例。 
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 上富良野町立保育所条例（昭和３９年上富良野町

条例第３２号）は、廃止する。 

 附則。 

 施行期日。 

 １、この条例は、平成２６年４月１日から施行す

る。議会の議決に付すべき公の施設の利用及び廃止

に関する条例の一部改正。 

 ２、議会の議決に付すべき公の施設の利用及び廃

止に関する条例（昭和６２年上富良野町条例第２０

号）の一部を次のように改正する。第３条中第２号

を削り、第３号を第２号とし、第４号から第１２号

までを１号ずつ繰り上げる。 

 以上、議案第１３号上富良野町立保育所条例を廃

止する条例の説明といたします。御審議いただき、

御議決くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君 

○４番（米沢義英君） 町長にお伺いいたします

が、この保育所を民間移譲するということの前提で

出てきておりますが、何回も申しますが、行政とし

て、公のものが保育所等については役割は終わった

という前提で廃止条例が出てきているのかと思いま

すが、私は再々言いますけれども、公であったとし

ても、公の子育てを充実するという点では、非常に

重要な施設であります。そういう意味では、私は今

後一層、また公の立場からの子育てを、この保育所

等においてやっぱり充実するというのは一層必要に

なってきているのだというふうに思いますが、この

点はどのように認識されているのか、お伺いしたい

と思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） ４番米沢議員の御質問

に、私のほうからお答えをさせていただきたいと思

います。 

 議員のほうから、この間も、いろいろとそういう

角度の御意見をいただいているところでございます

けれども、法令の字句については議員も御承知かと

思いますが、児童福祉法においては町長の責務がき

ちんと明記されているところでございまして、保育

所の運営そのものを終えるということが、その責任

を放棄するということでもございませんので、きち

んと法令に定められている首長としての責務を、今

後とも、これまで以上に果たすということが町の方

針でございますので、その点はひとつ御理解をいた

だきたいというふうに考えているところでございま

す。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 運営上はそうであったとし

ても、事実上、いわゆる民間に委託して、町として

運営をしてもらうということですから、完全に町か

ら離れるというふうに私は解釈しておりますので、

そういう意味では、もう事実上、こういう運営につ

いては行政が携わらないということで、はっきりと

行政改革のプランの中にも書かれている話であっ

て、そういうことを考えれば、やはりもう既に行政

の携わる分野ではないということで、こういう廃止

という条例が出てきたのだと思うのですが、私は、

副町長がおっしゃるような感覚ではなくて、やはり

行政は行政として担える分野が当然あるわけですか

ら、今まででも蓄積されてきた子育て支援が、あの

保育所で充実してやられてきているわけですから、

一時保育、いろいろな形の中で。そういうものが実

践的な立場から手が離れるということであれば、そ

の現場のニーズというのもわかってこないでしょう

し、また、保育士さんがどういう感情を持って子育

てに携わっているということもわかってこないで

しょうし、また同時に、そういう置かれている子ど

もたちの社会環境がどういうふうに変わってきてい

るのかということも、そこで私は少なくとも、的確

かどうかは別としても、把握できるような運営体系

であって、そこで、やはり子育てというのはこうあ

るべきだという方針も出てきていたのだと思うの

で、そういうものがなくなるということは非常にマ

イナス面だというふうに私は思いますが、どうお感

じなのかお伺いいたします。 

 恐らく町としては、子育て会議だとか、いろいろ

な分野で携わっている人たちの意見を聞いて、そう

いうものも参酌しながら、十分反映できるから、何

ら問題はないというような恐らく御判断だと思うの

ですが、それはどうかなと思うのですが、明確にし

ていただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の中央保育所

を廃止する関係につきましての御質問にお答えさせ

ていただきます。 

 私の思いの一部も代弁していただいたような部分

もあったのかなと思っておりますけれども、私の基

本的な考えといたしまして、上富良野の子どもを

しっかりと育てていくという思いに一点のぶれもあ

りません。具体的にどういうような方法をもってそ

れに対応するかという方法論につきましては、私

は、現在民間に委ねております仕組みが、子どもた

ちの健全な健やかな育ちを町が支えるという部分に

ついて、何ら支障もないと考えておりまして、民間

に担っていただくべきものは、今後も、保育所のみ

ならず、そういった町の仕組みを常に見直す中で、
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起きてきた場合にはしっかりと議論を重ねて、ある

いは、町がむしろしっかりと守っていかなければな

らないものについては守っていくというように、そ

ういうような時代の流れをしっかりと読んで行政運

営を進めていきたいということが基本認識でござい

ますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 これより、議案第１３号を起立により採決いたし

ます。 

 本件は、地方自治法第２４４条の第２項の規定に

基づき、出席議員の３分の２以上の者の同意を必要

といたします。 

 本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） ３分の２以上であります。 

よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 昼食休憩といたします。 

────────────────── 

午前１１時５５分 休憩 

午後 １時１３分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 午前中の会議に引き続き、

会議を再開いたします。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 午前中の各常任委員会の選

任の件についてでありますが、正副委員長の互選が

行われ、その結果が私の手元に届いておりますの

で、報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 各常任委員会及び議会

運営委員会の正副委員長の互選結果を御報告いたし

ます。 

 総務産建常任委員会の委員長に岡本康裕議員、副

委員長に村上和子議員、厚生文教常任委員会の委員

長に金子益三議員、副委員長に中澤良隆議員、議会

運営委員会の委員長に今村辰義議員、副委員長に谷

忠議員と決定されました。 

 議会運営委員長、総務産建常任委員長及び厚生文

教常任委員長から閉会中の継続調査の申し出が配付

のとおりございました。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上でございます。 

────────────────── 

◎日程第１７ 議案第１４号 

○議長（西村昭教君） 日程第１７ 議案第１４号

財産譲与の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ただいま上程いた

だきました、議案第１４号財産譲与の件につきまし

て、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 当該対象施設であります中央保育所につきまして

は、昭和３９年、上富良野町立保育所として建設

し、昭和５０年、西保育所の設置時に中央保育所と

改名、昭和６３年に全面改築を行い、現在に至って

おります。町では、昨年度策定しました中央保育所

民営化実施計画に基づき、移譲先法人につきまして

も公募を行い、審査会の議を経て、社会福祉法人わ

かば会に決定し、平成２６年４月１日からの円滑な

移行に向けて準備を進めているところであります。

このようなことから、関連用地を除き、本施設を譲

与しようとするものであり、地方自治法第９６条の

規定に基づき、議会の議決をお願いするものであり

ます。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第１４号財産譲与の件。 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条

第１項第６号の規定により、次のとおり財産を譲与

することについて、議会の議決を求める。 

 １、譲与する財産。 

 上富良野町立中央保育所の建物。所在、上富良野

町富町１丁目４番９０号。構造、鉄筋コンクリート

づくり平屋建て。延べ床面積、７３２.９０平方

メートル。 

 ２、譲与の相手方。 

 上富良野町旭町３丁目５番４３号、社会福祉法人

わかば会理事長守田秀男。 

 ３、譲与する日。 

 平成２６年４月１日。 

 以上、議案第１４号財産譲与の件についての説明

といたします。御審議いただき、御議決くださいま

すようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 譲渡するに当たって、何点

か質問させていただきますが、この資産評価という

点では、現在どのような資産の評価額になっている

のかという点と、あと備品等についても、当然その

中に含まれているのかなというふうに思いますが、

細かくではなくてもいいのですが、大体のそういっ
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たもの等についても当然対象になっているのかなと

思うのですが、その点どう評価されて、どういった

ものが譲渡されようとしているのか、お伺いしてお

きたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ４番米沢議員の御

質問にお答えいたします。 

 今回、譲与しようとしています中央保育所の建物

の残存価格等でございますけれども、施設につきま

しては、昭和６３年の１２月に竣工いたしまして、

その後、平成１８年にボイラー等の更新等も行って

おりますので、それらを含めまして、それぞれ耐用

年数と償却額等から、残存価格につきましては１億

１,４７０万円程度ということで試算をしてござい

ます。 

 また、附帯します備品等につきましても、これま

での民営化の実施計画、また、公募のときの公募要

綱等に基づきまして、備品等につきましても譲与す

るようなことで準備を進めているところでありまし

て、現在、備品台帳におきましては約６５品目程度

になってございますが、これらについては、外の遊

具等も含めて、あと、施設の中では電子ピアノです

とかそういうもの、あと、事務用品等も含めてにな

ろうかと思います。そのほか、消耗品で残っている

ようないろいろな、折り紙であったり、そういうも

のはありますけれども、そういうものは引き続き保

育所運営の中で御活用いただくようなことで、あわ

せて譲与をするような予定で準備を進めているとこ

ろであります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 備品の関係については、質

問しようと思いましたけれども、同僚議員がいたし

ましたので、できれば、譲渡する備品の関係のリス

トを整理し次第、議員に配付をしていただきたいと

いうのが１点。 

 それから、２点目は、運営の維持管理のために、

長期継続契約があるのですね。全部で今７件あるけ

れども、そのうち２件は来年の１月３１日と３月３

１日で終わるのですけれども、その他は２８年、２

９年まであるので、それらがあるのは、恐らく、わ

かば会がその業者と継続していくのか、それらの関

係がどういう形でなっていくかという点で、ちょっ

と確認をしたいと思うのですが。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ７番中村議員の御

質問にお答えいたします。 

 備品台帳につきましては、写しは、そう時間がか

からなく用意できると思いますので、事務局を通じ

て配付をさせていただきたいというふうに思いま

す。 

 あと、長期継続計約の関係、来年以降も契約期間

になっているものがございますので、それらにつき

ましては、今、町が契約している相手先とわかば会

とで協議をしていただくようにお話を進めておりま

すので、それぞれ、私たちのほうでは、わかば会の

ほうで、今、町が契約しているところと引き続き同

様のような契約を進めたいということでお話し合い

が持たれているということでお聞きしているところ

であります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１４号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１８ 議案第１５号 

○議長（西村昭教君） 日程第１８ 議案第１５号

北海道後期高齢者医療広域連合規約変更の件を議題

といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（北川和宏君） ただいま上程いた

だきました、議案第１５号北海道後期高齢者医療広

域連合規約変更の件につきまして、提案の要旨を御

説明申し上げます。 

 広域連合に対し構成市町村が負担する共通経費の

人口割の規定について、住民基本台帳法の一部改正

に伴い、その規定の整備をするものであります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１５号北海道後期高齢者医療広域連合規約

変更の件。 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２９１

条の３第３項の規定により、北海道後期高齢者医療

広域連合規約を次のとおり変更する。 

 北海道後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正

する規約。 

 北海道後期高齢者医療広域連合規約の一部を次の
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ように変更する。 

 別表第２備考２中「及び外国人登録原票」を削

る。 

 附則。 

 １、この規約は、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２９１条の３第３項の規定による北海道

知事への届け出をした日から施行する。 

 ２、改正後の別表第２備考２の規定は、平成２６

年度以後の年度分の負担金について適用し、平成２

５年度以前の年度分の負担金については、なお従前

の例による。 

 以上で、議案第１５号北海道後期高齢者医療広域

連合規約変更の件の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１５号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１９ 議案第１６号 

○議長（西村昭教君） 日程第１９ 議案第１６号

副町長の選任の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） ただいま上程いただきまし

た、議案第１６号副町長の選任の件につきまして、

提案理由の御説明を申し上げます。 

 副町長の任期につきましては、この９月末をもっ

て満了となるところであります。現在就任いただい

ております田浦副町長につきましては、この任期満

了をもって退任し、後進に道を譲りたいとの強い意

志を持たれ、私といたしましても、その意を酌み、

まだまだ活躍願いたい思いでありましたが、退任を

了としたところであります。 

 このことから、今般、新たな副町長といたしまし

て、現在、総務課長として活躍いただいております

田中利幸君を後任として選任させていただきたく、

御提案申し上げるものであります。 

 田中君につきましては、昭和５３年、上富良野町

役場に奉職以来、３５年間にわたり各分野において

豊富な行政経験と知見を積まれ、さらに人格、識見

ともにすぐれていることから、一段と加速する地方

主権時代を迎える中にあり、副町長として本町の行

政推進の一躍を担うに最適任者であると確信いたし

ており、このたび、副町長として選任させていただ

く御提案申し上げるところでございます。 

 なお、田中君の経歴等につきましては、別添配付

させていただいておりますので、御高覧を賜り、参

考としていただきたいと存じます。 

 以下、議案の朗読をもちまして提案とさせていた

だきますので、何とぞ御審議賜りまして、御同意賜

りますようお願い申し上げます。 

 議案第１６号副町長の選任の件。 

 上富良野町副町長に次の者を選任したいので、地

方自治法第１６２条の規定により、議会の同意を求

める。 

 記。 

 住所、上富良野町●●●●●。 

 氏名、田中利幸、●●●●●●●●●生まれ。 

 以上でございます。 

 御審議賜りまして、御同意賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本件は、先例に基づき、質疑討論を省略し、直ち

に採決をいたしたいと思います。これに御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております副町長の選任の件

は、これに同意することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり同意することに決し

ました。 

────────────────── 

◎日程第２０ 議案第１７号 

○議長（西村昭教君） 日程第２０ 議案第１７号

教育委員会委員の任命の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） ただいま上程いただきまし

た、議案第１７号教育委員会委員の任命の件につき

まして、提案の理由を御説明させていただきます。 

 本年３月より教育委員を務めております佐藤大輔

氏が、この９月末をもって任期満了を迎えるところ
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でありますが、人格、識見ともにすぐれた方であり

まして、これまでの御経験をさらに本町の教育行政

に生かしていただきたく、引き続き同氏を教育委員

に任命したく、議会の御同意をお願いするものであ

ります。 

 なお、佐藤氏の経歴等につきましては、別添配付

させていただいておりますので、御高覧を賜り、参

考としていただければと思うところでございます。 

 以下、議案の朗読をもって御提案させていただき

ます。 

 議案第１７号教育委員会委員の任命の件。 

 上富良野町教育委員会委員に次の者を任命したい

ので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

４条第１項の規定により、議会の同意を求める。 

 記。 

 住所、上富良野町●●●●●●●●●●。 

 氏名、佐藤大輔、●●●●●●●●●●生まれ。 

 以上でございます。 

 御審議賜りまして、御同意賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本件は、先例により、質疑、討論を省略し、直ち

に採決をいたしたいと思います。これに御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております教育委員会委員の

任命の件は、これに同意することに御異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり同意することに決し

ました。 

────────────────── 

◎日程第２１ 発議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第２１ 発議案第１号

議会広報特別委員会設置に関する決議の件を議題と

いたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） ただいま上程いただきまし

た発議案第１号に関しまして、内容を朗読により説

明をいたします。 

 発議案第１号議会広報特別委員会設置に関する決

議。 

 上記議案を次のとおり、会議規則第１４条第２項

の規定により提出いたします。 

 提出者、上富良野町町議会議員金子益三。 

 賛成者、上富良野町議会議員今村辰義、同じく佐

川典子。 

 議会広報特別委員会設置に関する決議。 

 次のとおり、議会広報に関する特別委員会を設置

するものとする。 

 記。 

 １、名称、議会広報特別委員会。 

 ２、設置の根拠、地方自治法第１０９条及び委員

会条例第５条。 

 ３、目的、住民に議会活動を理解していただくた

めの議会広報に関して発行及び調査研究を目的とす

る。 

 ４、委員の定数、６人。 

 ５、設置期間、本委員会は、委員の任期まで継続

し、閉会中も調査を行うことができるものとする。 

 以上、御審議いただきまして、原案をお認めいた

だきますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略して、これより発議案第１号を採決い

たします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま設置されました議会広報特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第７条第１項の規

定により、議長より指名いたします。 

 議会広報委員に、佐川典子君、村上和子君、米沢

義英君、徳武良弘君、中村有秀君、中澤良隆君を指

名いたします。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名いたしました諸君を議会広

報特別委員会の委員に選任することに決しました。 

────────────────── 

◎日程第２２ 発議案第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第２２ 発議案第２号

議員派遣の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ５番金子益三君。 
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○５番（金子益三君） ただいま上程いたしました

発議案第２号議員派遣の件につきまして、内容の朗

読をもちまして説明とさせていただきます。 

 発議案第２号議員派遣の件。 

 上記議案を次のとおり、会議規則第１４条第２項

の規定により提出いたします。 

 提出者、上富良野町議会議員金子益三。 

 賛成者、上富良野町議会議員今村辰義、同じく佐

川典子。 

 議員派遣の件。 

 次のとおり、地方自治法第１００条第１３項及び

会議規則第１２９条の規定により、議員を派遣す

る。 

 記。 

 １、富良野沿線市町村議会議員研修会。 

 （１）目的、分権時代に対応した議会議員の資質

向上に資するため。 

 （２）派遣場所、南富良野町。 

 （３）期間、平成２５年１０月１５日、１日間。 

 （４）派遣議員、全議員。 

 ２、上川町村議会議長会主催の議員研修会。 

 （１）目的、分権時代に対応した議会議員の資質

向上に資するため。 

 （２）派遣場所、旭川市。 

 （３）期間、平成２５年１０月３０日、１日間。 

 （４）派遣議員、全議員。 

 以上、御審議賜りまして、原案をお認めいただき

ますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第２号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２３ 発議案第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第２３ 発議案第３号

町内行政調査実施に関する決議の件を議題といたし

ます。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 １１番今村辰義君。 

〇１１番（今村辰義君） ただいま上程いただきま

した発議案第３号町内行政調査実施に関する決議の

件につきまして、議案の朗読をもちまして説明にか

えさせていただきます。 

 発議案第３号町内行政調査実施に関する決議。 

 上記議案を次のとおり、会議規則第１４条第２項

の規定により提出します。 

 提出者、上富良野町議会議員今村辰義、同じく佐

川典子。 

 町内行政調査実施に関する決議。 

 本議会は、次により町内公共施設等の状況を調査

する。 

 記。 

 １、実施の期日、議決の日以降において、１日以

内とする。 

 ２、実施の目的、町内の公共施設及び財政援助を

行った施設の現況を視察し、今後の議会活動に資す

るため。 

 ３、調査事項及び方法。 

 （１）町内の公共施設及び財政援助を行った施設

の現況を視察する。 

 （２）全議員による合同調査とし、特に意見を付

すものについては、各常任委員会の所管事務調査と

して、それぞれ行うものとする。 

 （３）本件は、議会閉会中において調査を行うも

のとする。 

 以上でございます。 

 御審議賜りまして、お認めくださいますようよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第３号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２４ 発議案第４号 

○議長（西村昭教君） 日程第２４ 発議案第４号

議会報告会実施に関する決議の件を議題といたしま

す。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） ただいま上程いただきまし
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た、発議案第４号議会報告会実施に関する決議の内

容につきまして、議案の朗読をもちまして内容の説

明にさせていただきます。 

 発議案第４号議会報告会実施に関する決議。 

 上記議案を次のとおり、会議規則第１４条第２項

の規定により提出いたします。 

 提出者、上富良野町議会議員金子益三。 

 賛成者、上富良野町議会議員今村辰義、同じく佐

川典子。 

 議会報告会実施に関する決議。 

 本議会は、次により議会報告会を実施する。 

 記。 

 １、実施の期日、議決の日以降において、１日以

内とする。 

 ２、実施の目的、議会の監視機能や政策提言活動

などの議会活動を町民に直接報告するため。 

 ３、実施方法。 

 （１）町内の公共施設で開催する。 

 （２）全議員による報告会とする。 

 （３）本件は、議会閉会中において開催するもの

とする。 

 以上、御審議賜りまして、お認めいただきますよ

うに、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第４号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２５ 発議案第５号 

○議長（西村昭教君） 日程第２５ 発議案第５号

地方財政の充実・強化を求める意見の件を議題とい

たします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 １１番今村辰義君。 

〇１１番（今村辰義君） ただいま上程されまし

た、発議案第５号地方財政の充実・強化を求める意

見の件につきまして、朗読をもって説明させていた

だきます。 

 発議案第５号地方財政の充実・強化を求める意見

の件。 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 提出者、上富良野町議会議員今村辰義、同じく佐

川典子。 

 裏面をごらんください。 

 地方財政の充実・強化を求める意見書。 

 ２０１３年度の地方財政計画において、政府は、

国の施策目的の実現のために、地方公務員の臨時給

与減額に係る地方交付税減額を推し進めました。こ

のことは、地方財政制度の根幹を揺るがすものであ

り、憲法が保障する地方自治の本旨から見て、容認

できるものではありません。 

 地方交付税は、地方の固有財源であり、地方交付

税法第１条に規定する「地方団体の独立性の強化」

「地方行政の計画的な運営」に資するものでなけれ

ばなりません。この法の目的を実現するため、地方

財政計画・地方交付税については、国の政策方針の

もとに一方的に決するべきではなく、国と地方の十

分な協議を保障した上で、そのあり方や総額につい

て決定する必要があります。 

 さらに、被災地の復興、子育て、医療、介護など

の社会保障、環境対策など、地方自治体が担う役割

は増大しており、地域の財政需要を的確に見積も

り、これに見合う地方交付税総額を確保する必要が

あります。 

 以上のことから、公共サービスの質の確保と地方

自治体の安定的な行政運営を実現するため、２０１

４年度の地方財政計画、地方交付税総額の拡大に向

けて、政府に次のとおり対策を求めます。 

 記。 

 １、地方財政計画、地方交付税総額の決定に当

たっては、国の政策方針に基づき一方的に決するの

ではなく、国と地方の協議の場で、十分な協議のも

とに決定すること。 

 ２、社会保障分野の人材確保、農林水産業の再

興、環境対策などの財政需要を的確に把握し、増大

する地域の財政需要に見合う地域財政計画、地方交

付税総額の拡大を図ること。 

 ３、被災自治体の復興に要する地方負担分につい

ては、国の責任において、通常の予算とは別枠とし

て確保すること。特に被災自治体の深刻な人材確保

に対応するため、震災復興特別交付税を確保するこ

と。 

 ４、地方公務員給与費の臨時給与削減により減額

した給与関係経費等に係る財源については、完全に

復元すること。また、地方公務員給与費に係る地方

財政計画、地方交付税の算定については、国の政策

方針に基づき一方的に算定方法を決定するのではな

く、地方自治体との協議、合意のもとで算定のあり
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方を検討すること。 

 ５、地域の防災、減災に係る必要な財源は、通常

の予算とは別枠で確保するとともに、地方交付税な

どの一般財源と地方債などの特定財源の振りかえは

厳に慎むこと。 

 ６、地方交付税の財源保障機能、財政調整機能の

強化を図り、小規模自治体に配慮した段階補正の強

化、市町村合併の算定特例の終了を踏まえた新たな

財政需要の把握について、対策を講じること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見

書を提出する。 

 平成２５年９月１９日、北海道空知郡上富良野町

議会議長西村昭教。 

 提出先、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大

臣、財務大臣、内閣府特命担当大臣（経済財政政策

担当）、経済産業大臣。 

 以上、御審議賜りまして、お認めいただきますよ

うよろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第５号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２６ 発議案第６号 

○議長（西村昭教君） 日程第２６ 発議案第６号

消費税増税中止を求める意見の件を議題といたしま

す。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 １１番今村辰義君。 

〇１１番（今村辰義君） ただいま上程いただきま

した、発議案第６号消費税増税中止を求める意見の

件につきまして、朗読をもって説明させていただき

ます。 

 発議案第６号消費税増税中止を求める意見の件

件。 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 提出者、上富良野町議会議員今村辰義、同じく佐

川典子。 

 裏面をごらんください。 

 消費税増税中止を求める意見書。 

 安倍政権の経済政策により、株価の値上がり、急

激な円安が進行し、景気指数向上へ効果が出ている

と報道されています。しかし、食料品やガソリンな

どの値上げで、私たちの暮らしは苦しくなる一方で

す。多くの国民は、景気回復を実感しておらず、雇

用情勢や個人消費も厳しい状況にあります。当該地

域での経済の疲弊も甚だしく、失業率は目に見える

改善もなく、中小企業の倒産、閉店にも歯どめがか

かっていません。 

 参院選挙後の世論調査でも、消費税の増税に反対

がふえており、消費税が増税されれば店を閉めるし

かない、これ以上どこを切り詰めて暮らせというの

かと、かつてない切実な声が高まっています。 

 消費税は、そもそも低所得者ほど負担が重い税金

です。この状況下で税率を引き上げれば、国民の消

費はさらに落ち込み、自治体内の地域経済は大打撃

を受けます。価格に税金分を転嫁できない中小業者

の経営を追い込み、消費税倒産や廃業がふえること

は必至です。そこで働く人々の賃金抑制と雇用不安

につながり、自治体財政にも深刻な打撃を与えま

す。財政再建という点でも、１９９７年に消費税を

増税したときの経験から、国全体の税収が減少する

ことは明らかです。政府試算でも、消費税増税によ

り、本格的なデフレ脱却には時間がかかるという結

果が出ています。 

 私たちは、住民の暮らし、地域経済、地方自治体

に深刻な打撃を与える消費税増税を中止することを

強く求めます。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書

を提出します。 

 平成２５年９月１９日、北海道空知郡上富良野町

議会議長西村昭教。 

 提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣。 

 以上、御審議賜りまして、お認めくださいますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第６号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 
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 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２７ 発議案第７号 

○議長（西村昭教君） 日程第２７ 発議案第７号

道州制導入に断固反対する意見の件を議題といたし

ます。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 １１番今村辰義君。 

〇１１番（今村辰義君） ただいま上程されまし

た、発議案第７号道州制導入に断固反対する意見の

件につきまして、朗読をもって説明とさせていただ

きます。 

 発議案第７号道州制導入に断固反対する意見の

件。 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 提出者、上富良野町議会議員今村辰義、同じく佐

川典子。 

 裏面をごらんください。 

 道州制導入に断固反対する意見書。 

 我々町村議会は、平成２０年以来、町村議会議長

会全国大会において、その総意により、住民自治の

推進に逆行する道州制は行わないことを決定し、本

年４月１５日には、全国町村議会議長会が町村や国

民に対して丁寧な説明や真摯な議論もないまま、道

州制の導入が決定したかのごときに法案が提出され

ようとしていることは、まことに遺憾であるとする

緊急声明を行った。さらに、７月１８日には、道州

制は絶対に導入しないこととする要望を決定し、政

府、国会に対し、要請してきたところである。 

 しかしながら、与党においては、道州制導入を目

指す法案の国会への提出の動きが依然として見ら

れ、また、野党の一部においては、既に道州制への

移行のための改革基本法案を第１８３回国会へ提出

し、衆議院内閣委員会において閉会中審査となって

いるなど、我々の要請を無視するかの動きを見せて

いる。 

 これらの法案は、道州制導入後の国の具体的な形

を示さないまま、期限を区切った導入ありきの内容

となっており、事務権限の受け皿という名目のも

と、ほとんどの町村においては、事実上の合併を余

儀なくされるおそれが高い上、道州はもとより、再

編された基礎自治体は、現在の市町村や都道府県に

比べ、住民と行政との距離が格段に遠くなり、住民

自治が衰退してしまうことは明らかである。 

 町村は、これまで国民の生活を支えるため、食料

供給、水源涵養、国土保全に努め、伝統・文化を守

り、自然を生かした地場産業を創出し、住民ととも

に個性あるまちづくりを進めてきた。それにもかか

わらず、効率性や経済性を優先し、地域の伝統や文

化、郷土意識を無視してつくり上げる大規模な団体

は、住民を置き去りにするものであり、到底、地方

自治体と呼べるものではない。多様な自治体の存在

を認め、個々の自治体の活力を高めることが、ひい

ては全体としての国力の増強につながるものである

と確信している。 

 よって、我々上富良野町議会は、道州制の導入に

断固反対する。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。 

 平成２５年９月１９日、北海道空知郡上富良野町

議会議長西村昭教。 

 提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣、内閣法第９条の第１順位指定大臣（副総理）、

内閣官房長官、総務大臣、内閣府特命担当大臣（地

方分権改革）。 

 以上、御審議賜りまして、お認めいただきますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第７号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２８ 閉会中の継続調査申出の件 

○議長（西村昭教君） 日程第２８ 閉会中の継続

調査申出の件を議題といたします。 

 議会運営委員会並びに各常任委員会から、会議規

則第７５条の規定により、各委員会において、別紙

配付の申し出の事件について、閉会中の継続調査の

申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員会からの申し出のとおり、閉会中の継続調

査とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、各委員会からの申し出のとおり、閉会中

の継続調査とすることに決しました。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             
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○議長（西村昭教君） この際、諸般の報告をいた

させます。 

 議会広報特別委員会において、正副委員長の互選

が行われ、その結果が私の手元に届いておりますの

で、報告いたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 議会広報特別委員会の

正副委員長の互選結果を御報告いたします。 

 議会広報特別委員会の委員長に村上和子議員、副

委員長に中澤良隆議員と決定されました。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上で、諸般の報告を終わ

ります。 

 以上をもって、本定例会に付議された案件の審議

は全て終了いたしました。 

────────────────── 

◎副 町 長 退 任 挨 拶             

○議長（西村昭教君） このたび、今月いっぱいを

もって終了されます田浦副町長に、一言お言葉をい

ただきたいと思いますので、その発言を許します。 

 副町長、田浦孝道君。 

○副町長（田浦孝道君） 大変お疲れのところ、た

だいま西村議長より発言の機会を与えていただきま

したので、副町長退任に当たり、ここに一言お礼の

御挨拶を申し述べさせていただきたいと存じます。 

 早いもので、最後の議会となっておりますが、顧

みますと、昭和４４年に奉職し、多くの先輩の皆様

方に育てていただく中で、昭和６０年には、当時の

財政係長として初めて部下の配置を受け、これ以降

は、多くの同僚や部下の皆様方にもしっかりと支え

続けていただいたところでございます。また、平成

１２年には総務課長に、その後の平成１７年には、

当時の助役として特別職の選任を受け、現在の副町

長として通算２期、８年の任期をこの月末に満了

し、４４年余りの長い職場人生を終えることができ

ますのは、職場内はもとより、議員の皆様並びに多

くの町民の皆様方の御支援と御協力のたまものと、

心から感謝とお礼を申し上げる次第でございます。 

 この間、課長職と特別職の期間を通し、延べ１３

年余り町長の補佐役とし、あるいは事務現場の監督

者として、この議場での議論にも参画させていただ

いたところでございますが、非力な私には大変大き

なプレッシャーを感じておりました。与えられた職

責を何とか果たすために全力投球で取り組んでまい

りましたが、皆様方の期待や思いには到底沿い得な

い状況となったと、私自身総括しており、まことに

申しわけなく存じるところでございます。特に、非

力な私を行政内部でしっかりと見守り、支えていた

だきました町長、教育長を初め、同席の特別職の皆

様、幹部職員の皆様並びに職場の多くの皆様方の御

支援に対して、この場をおかりしまして、心から重

ねて感謝とお礼を申し上げる次第であります。 

 さて、現下の状況は、豊かさを求め整備してきま

した公共インフラも、耐用年数から見て経年劣化の

状況が顕著となっている反面、急速に進展する人口

減少と高齢社会の中にあって、長年、地域社会を足

元から支えてこられました家族の形が、郡部や地方

都市を問わず大きく変化し続けており、今後は、こ

れまでにない行政課題が想定されるところでござい

ます。我が町の未来をさらに切り開いていくため

に、これまで以上に創意と工夫を凝らし、地域が一

丸となって進められることに、私自身、大きな希望

を持って御期待を申し上げる次第でございます。 

 結びになりましたが、多くの皆様方に御支援と御

協力を賜りながら、何とか自分の役目を終えること

ができますことに、重ねて心から厚く御礼を申し上

げますとともに、皆様方の御健勝とますますの御活

躍を祈念申し上げ、甚だ意を尽くしませんが、退任

の御挨拶とさせていただきます。長い間、まことに

ありがとうございました。（拍手） 

○議長（西村昭教君） 長い間、大変御苦労さまで

ございました。 

────────────────── 

◎閉 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） これにて、平成２５年第３

回上富良野町議会定例会を閉会といたします。 

午後 ２時０４分 閉会 
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